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    　　　残響ディストーション　～prelude～


    



    　これから語られる短い出来事は、〝今〟にとって、もはやただの残響にすぎない。


    　ひずみを生んだ音源はすでに過去にしかなく、けっして調ちよう弦げんすることはできないから。


    　ただ、それが存在したという端たん的てきな事実を伝えるもの。


    　だから、どれだけ願ったとしても。


    　どれだけすがるように祈ったとしても。


    　そうすればするほどに、過去という残り香は、否いや応おうなくそれが起こらなかった別の道に至るための匂いをより強く漂ただよわせるだけだ。


    　いつまでもついてくる、歪ゆがんだ過去の足音におびえるしかない。


    　過去は変えられないのだ、という至し極ごく単純な現実を心に刻んでいく。


    　過去を改変できるとしても、改変された過去から生成される今はまったく別のものになる。ゆえに、「今」を生成する「過去」は、必ず一つしか存在し得ない。


    　少なくとも、人間が感じ取れる感覚の範囲内では間違いなくそうだ。


    　もっと向こう側にあるなにかによって規定される見えない真実があろうとも、認識できなければ、それはないのと変わりない。


    　隠されていることを想像もしないままに、人は既き定ていの扉を選択する。


    　未知──ミチ──が、轍わだちになるのだとしたら。


    　運命に抗あらがったはずの行動ですら、導かれた路の行く末でしかない。


    



    　緩ゆるやかな戦争システムの上に構築された運命に翻ほん弄ろうされ。


    　たった一つの扉とびらしか見えなくなってしまった菜な月つき奏カナデという一人の少女は、拓たく真ま颯そうという一人のＦＬＡＧフラグに銃口を向けた。


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    「これはね……シカタないことだったんだよ」


    　氏うじ家いえくんは、銃を持ったあたしの手を乱暴に振り落とすと、あたしが出てきた建物に向かって走っていきました。


    　瞬間、あたしの髪をぱらぱらと舞いあげながら吹き抜けていく、すこし冷えた夜の風。


    　通り抜けていった風の行く先をなぞるようにして、あたしはもう一度、ふらふらと歩きだしました。


    　なるべくなにも考えないように、考えないように。


    　思考を止めて夜の闇にひたりと浸つかってみれば、陰いん鬱うつな気分もそのまま包み込んでくれそうな気がしたのです。


    　でも、颯そうくんを撃ったときの感触は、一向にこの指先から消えません。


    　あたしは、ただ銃の引き金を引いただけなのに。


    （でもこれで、いいんだ。これでもう絶対に、あのときみたいなことは……）


    　そう自分に言い聞かせながら、歩き続けました。


    　街並みは嫌いや味みなくらいに、いつも通り。


    　狭い二車線の道路。歩道は人が一人やっと歩けるくらい。


    　道路沿いに立ち並ぶのは、どこにでもあるアパートに、どこにでもある二階建ての一軒家。


    　そんな変わり映えのしない道を、ただ歩き続けました。


    　と、そんなとき。


    （……ギターの音、だ）


    　四階建てマンションの一室から聞こえる曲に、歩みを止めてしまいました。


    　拙つたなく紡つむがれるその旋律が、聞き覚えのあるものだったからです。


    （この曲って、たしか颯くんが弾いてた……）


    　軽音部の部室で颯くんに初めて声をかけたとき、彼が弾いていた曲。練習という感じではなく、慣れた手つきでギターを弾きながら、ウタも歌っていました。


    　ぶしつけなのに、どこか安心する歌声でした。


    　本当についこの間なのに、ひどく遠い出来事のように感じます。


    



    「あ、あの」


    「……ん、俺？　なに。なんか用。あ、もしかして入部希望者？　だったら俺じゃなくて、そこらにいる先輩に──」


    「あ、ううん。違うよ。あたしはクラスの娘このつき添いみたいな感じで来ただけだから。彼氏が軽音部にいるんだって。ほら、あの娘」


    「あ……そう」


    「で、お邪じや魔まって感じだったから。それで知ってる人いないかなぁって見回してたら拓たく真まくんがいたから、声かけてみようかなぁ……なんて」


    「……？　なんで、俺のこと知ってんの？」


    「えっ!?　からかってないよね？」


    「いや……昔、会ったこととかあったっけ？」


    「その……あたし……拓真くんと同じクラスなんだけど」


    「は、マジで？　そ、そうだっけ」


    「うぅ、もしかして全然見覚えなかった……？」


    「う……。え、えーっと。ホントわりぃ……俺、人の顔とか名前とか憶えるの苦手でさ。まだ全然クラスのやつ憶えてねーんだ」


    「はははっ。ううんっ、いいよ。そんな顔しないで。あたし菜な月つきカナデ。演奏のソウ。奏かなでるって字を書いて、一文字でカナデって読むの」


    「菜月……？　あー、はいはい！　名前は憶えてた！　変な名前だなって思った記憶がある。お前だったのかぁ」


    「は、はは。……変な名前、かな」


    「あ！　あ、いや、そうじゃなくてよ。……ほら、俺は名前ソウっていうんだ。音読みすると同じだろ？　だから、最初同じ名前なのかなーって思ってよ。クラスの名簿見たとき。それに、苗みよう字じが名前っぽいのも一緒だなって。変な感じに思ってたんだよな」


    「ふふっ。でも、顔は憶えてなかったんだね」


    「その……気に障さわってたら、すまん。あー……なんつうか俺、あんま人のこと愉ゆ快かいにできる性格じゃねぇんだよ、昔からさ」


    「ううん、全然気に障ってなんかいないよ～。へへっ。実はあたしも拓真くんの名前、同じような理由で憶えてたんだー。なんかうれしーよね、こういうのって」


    「……お、おう。そう……だな」


    「なんかさ、運命かもって感じちゃったりしない？」


    「へ？　運命？　あ、いや──」


    「はははっ。ごめん、運命なんて少女趣味すぎるかなっ。弟にもよくからかわれるけど。あ、ところでさ。さっきのはなんて曲？」


    「さっきの？」


    「拓真くんが今弾いてたやつ。すっっごい、よかった！　あたし、聴き入っちゃってたよー」


    「あっ！　わかるかっ!?　これ結構昔の曲なんだけど。クラプトンって人の──」


    



    



    　学校ではいつも無ぶ愛あい想そうだった彼の顔が、本当に子どもみたいに輝いたのを、今でもよく憶えています。


    （「チェンジ・ザ・ワールド」……って言ってたかな）


    　自分が好きなモノを「いいね」と褒ほめられたら、それについてアツく語ってみたり。


    　ときおり見せる、不器用すぎる優しさも。


    　そういうところは、ハルカちゃんに似ているなと思ったりして。


    　それから、彼のことがどんどん気になっていきました。


    　不意に、最期に見せてくれた颯くんの優しい笑顔がフラッシュバックして、まぶたから涙が溢あふれでてしまいました。


    （颯くん……ごめんね）


    　その場に立ち尽くしていると、同じマンションの二階の大きなベランダの窓から、暖かそうな薄オレンジ色の光と声が漏れているのに気づきました。


    　お父さん。お母さん。お姉さん。小さなかわいい声は、妹かな？


    　……いや、弟くんみたいです。


    　テレビの音も小さくですが聞こえてきます。


    　テレビ番組が短い間かん隔かくで全然違うものに切り替わったりしているみたい。


    　なにか言い争う声がする。


    　お姉さんが、かわいい声をした弟くんに、大声でなにか言っています。


    　弟くんが、イタズラでもしたのかな。


    　ドタドタ。逃げ回る小さな足音。追いかけ回す、すこし大きな足音。


    　怒る声。言い返す声。それをたしなめる、優しそうな声。


    　ややあって、それは──みんなが楽しそうに笑う声に変わりました。


    　あたしには、手の届かないもの。


    　どんどんと喉のどの奥が震えてくるのを感じました。


    　夜になればギターで好きな曲をかき鳴らしたり。


    　家族の団らんの中で、テレビのチャンネルを奪いあったり。


    　そんな──もし名づけるのなら〝日常〟としか呼びようがない、日々の生活。


    　戦争なんか自分たちだけは関係ないと信じていて。


    　ただまわりに存在している空気のようなものでしかなくて。


    　あそこにはきっと、どこにでもあるシアワセや、平へい凡ぼんな日々が溢れている。


    　なのに、あたしたちはどうして、あの輪の中に入れなかったのだろう。


    　昔も、そして、今も。


    （こんな出逢い方じゃなければ……違う形も、あったのかな？）


    　失って。失って。守るために、また失って。奪いあって。


    　あたしはただ、生まれ落ちたこの世界の中で生きているだけなのに。


    　幾いく多たの選択の結果として生きているのが〝今の世界〟なのだとしたら。


    　結局あたしには、ほかに選択肢はなかったのだと思います。


    　いつからか、すべては決まっていたのでしょう。


    「ねぇ、あれ銃じゃない？　ホンモノかな？」


    「はぁ？　そんなわけねーべ」


    　声がしたほうを向くと、休日だというのに制服を着たカップルが足を止め、あたしに訝いぶかしげな眼まな差ざしを向けていました。


    　いえ、あたしを見ていると言うよりはむしろ、あたしが持っている銃を、です。


    「……あれ？　あの娘こ、なんかうちの学校の菜な月つきって娘に似てんだけど」


    　よく見えませんでしたが、制服は確かに同じ高校のものでした。


    　顔も見えないけれど、向こうはあたしのことを知っているみたいです。


    （…………）


    　女の子が男の子の手を引っ張って。


    「やっぱ、そうだって。ほら、この間ちょっと男とのコイバナで噂うわさが流れてた」


    「マジかよ？　って、あ！　逃げ──」


    　あたしは、銃を服の下に隠して走りました。


    　もう、あの高校に通うことはないから、あの人たちには二度と会うこともない。あたしのことなんて、おそらく一か月もすれば忘れているでしょう。


    　間違いありません。


    　走って、走って。景観がすこし開けた、川沿いの道路まで出ました。


    　住宅街の中を場違いに流れる、幅十メートルくらいの小さな川。


    　川岸は腰くらいまでピンと伸びた草くさ緑みどりで埋め尽くされています。


    　闇色に照らされた草緑は、風が吹くたびにさやさやと音を立て、凪なぎに身を任せるようにして揺れていました。それ以外の物音は一切聞こえません。


    　この川にかかる橋を渡れば、ヘキサゴン領域の境界を超えることができるはず。


    　川の向こう側には小さく、紺こん碧ぺきの炎が灯っているのが確認できました。


    　もうすぐ終わる。すべてが、終わるはず。


    （シカタ……なかったんだよ。なにも選ばないまま後悔するのだけは、もう）


    　目の前の闇の中にその身を浮かびあがらせているのは、深紅の輝きを放つ硝子球。


    （拓たく真まくんを撃っても、すぐには色は変わらないんだな）


    　具体的な仕組みを知らないあたしは、そんなことを、硝子球のぼんやりとした赤い炎に照らされながら思っていました。


    　でも……すべてはもう、関係のないことです。


    　あたしのすべきことは、ここまで。


    （どうしようも……なかったんだよ。あたしは、こうするしかなかったの。そう決まってたんだから）


    　行き場をなくした涙が、地面にぽたっと零こぼれる。


    　涙なんて流す資格すら、本当はないというのに。


    　それなのに……どうしても。


    　涙は、止まってくれませんでした。


    



    　──ピリリ。ピリリリ。


    



    　不意に鳴り響いたのは、メールの受信を示すシンプルな着信音。


    　メタリックな濃のう紺こんのケータイを開くと、涙で曇くもった視界がぼんやりと光を帯びました。


    　この音が鳴るとき、送り主は決まっています。


    〝新着メール一件　FROM　預言者〟


    　思った通り、預言者からのメールでした。


    　メールを開くと、アドレスだけが書いてあります。あたしはもう一度決定ボタンを押して、ウェブにアクセスしました。


    　あなたの「選択」を受理。指定行動が行われたことを確認しました〟


    　あたしはこの一文を見てほっと胸を撫なでおろしました。


    　同時にそんな自分に嫌けん悪お感も覚えました。


    〝以下は本件の自動生成脚本シナリオログです。ご参照ください。〟


    　ケータイの画面に踊るその文面は、システムが自動生成したものにしてはひどく人間的に思えました。


    　その出来事を俯ふ瞰かんしている、だれかの意思を感じさせるような。


    



    〝甘美かん　びで虚うつろな鳥籠せかいに住まう青き鳥の、残ざん酷こくな幸せへと誘いざなうウタを聞きながら。


    　世界で最初に生まれた〈空虚〉に包まれて。


    　彼女と指を絡からませながら、安らかな顔をして睡すい臥がする。


    　そんな夢に見み惚ほれながら、いつのまにか──泣いていた。〟


    



    　自動生成脚本シナリオログは、特殊行動として認定された状況、出来事の中で生じた特定の感情や、願望などを、〈楽園〉にとって意味をなす記号を含み、シミュレータ・ログとして記録する際に、自動的に生成されるものだそうです。


    　もうすこしくわしい説明をドクターから聞いたのですが、そもそも〈楽園〉というのがよくわかっていないあたしには、理解できませんでした。


    　さらに画面をスクロールさせていくと、メールの末尾はこう締められていました。


    〝Congratulation Mission Clear!　明るい未来を、あなたに──〟


    　そんなもの、本当に存在するのだろうか？　そうも思いました。


    　それでも、今のあたしは預よ言げん者しやが呈示した未来を信じるしかないのです。


    　預言者を信じなかったことで、昔、あたしは大切なモノを失いました。


    　大切な、大切な、自分の家、家族──居場所を。


    　だから、せめて──弟だけは。


    　変えられない過去が暗いなら、せめて明るい明日を夢見たかった。


    （自分はこの罪つみを一生分その身に刻もう）


    　川沿いに道をたどりながら、何度もこのメールを読み返しました。


    　気づくと、もう合流ポイントとして指定された橋の前に差しかかっていました。


    　橋の中ほどに、黒い服とサングラスの男二人が待ち構えているのが見えました。


    　傍かたわらには、エンジンがかかったままの黒塗りの車が一台。


    （…………）


    　一歩、一歩。男たちが立っている場所の、すこし手前までゆっくり歩ほを進めると、黒服の一人が話しかけてきました。


    「よくやったな。ドクターには会ったか？」


    「はい……」


    「そうか。まもなく目的は果たされるだろう。〝難なん攻こう不ふ落らく〟は、やがては必ず戦争システムの外側からこちらの手に落ちる。そうなれば、キミの手柄だ」


    　意志の感じられない無機質な声でした。


    「そうですか……」


    「ドクターはキミのことを気にかけている。戻られたらゆっくり話でもするといい」


    「はい……あ、あの」


    「どうした？」


    「もう、あたしの役目は、終わりなんですよね」


    「基本的にはそうだ。あとはシナリオノイズを防ぐため、該がい当とうＦＬＡＧフラグへ影響が出ないよう、この件には二度と関わらないようにすること……。それだけだ。弟の件については、保護対象として我々のバックアップが約束されている」


    「はい……」


    「なお、キミに貸たい与よしていた銃は特殊行動要因の一部として認定されたため、こちらで回収させてもらう。渡しなさい」


    　黒服はそう言って、無ぶ骨こつな手を差し出す。


    「この銃は……」


    　服の下に隠していた銃をそっと手でなぞったとき。


    （……颯そうくんを、撃ってしまった銃──渡したく、ない）


    　どうしてか強くそう思ったのです。


    　手を差し出したままじっとこちらを見ている黒服に背を向けて走り、ばっと橋の欄らん干かんから身を乗りだし、あたしは右腕を大きく振りました。


    　川の流れる方向に向かって思いっきり、投げ捨てました。


    　放物線を描いたそれは数秒後、トポンっと小さな入水音に変わりました。


    　そんなに大きな川ではありませんが、水量はそこそこあるので、きっと流してくれると思います。あの忌いまわしい記憶ごと。


    　おそるおそる振り向くと、黒服は表情を変えることなく、


    「まぁ……いいだろう。再利用されなければ問題ない。車には乗るかね？　よければ送っていこう」


    　あたしが無言で首を横に振ると、黒服の男二人はそのまま車に乗り込み、あっというまに走り去っていきました。


    　橋の真ん中にぽつんと独り、取り残されたあたし。


    　全身の力が抜け、がくんと膝ひざをつく。


    「……ハルカちゃん。あたしやっぱりハルカちゃんの言った通り、ずっと……ずっと、バカのままなんだね」


    　口をついて出た言葉は、草の上をそよぐ風音にさらわれて、誰にも届かないまま、闇色の空に溶けていきました。

  


  
    



    　　　１ｓｔ ＦＬＡＧ　きっとどうしようもなかった、なにかへ─ game over ─


    



    　氏うじ家いえ太た一いちは、後悔の念に呑み込まれようとしていた。


    　後悔とは、どうしようもなくなったとき、自動的に、必然的に心に生じる、消すことができない傷跡のようなもの。そんなものは自分には存在しえないと思っていた。


    　だが、銃を持って一人出てきた菜な月つきカナデを見て、なにが起きたのかを察した瞬間。


    　後悔という銃弾は、氏家太一という名を冠された少年の心を、確かな痛みを持って撃ち抜いていた。


    　太一はＴシャツの上から、どこか季節外れのファーつきジャケットを無造作に着込んでいた。どこか女性的な顔つきで、いかにもおとなしそうだ。学校でも、常に笑顔を浮かべている。


    　だが、そんな見た目の情報とは裏腹に、氏家太一は殺人兵器だ。〈細胞セル〉という組織の中でも、皮肉まじりに〈ラスト〉と称されるほどの力を持っている。


    （くそっ……どうして見抜けなかった。僕が……僕がしっかりしていれば）


    　それは確かに、致命的な甘さだった。


    　あらゆる危険可能性の排除を優先すべきところ、颯そうの心を優先してしまったのだから。


    



    　すこしでも彼女が颯そうの癒いやしになるのなら。


    　──自分にはできない。ただの友人でしかない、自分には。


    　颯を苛さいなんでいるであろう重荷を彼女が軽くできるのなら。


    　──自分にはできない。ずっと噓うそを吐ついていた、自分には。


    



    　それは、もはや判断ではなかった。


    　氏家太一として、ただそう思ったから。


    　それ以外の理由がないことに、太一自身気づくことはなかった。


    　太一は、ＦＬＡＧフラグである拓たく真ま颯の守護ユニットである。


    　拓真颯という一人の人間ではなく、ＦＬＡＧフラグの守護こそが、その主な役目。


    　それ以上でも以下でもない。


    　ユニットとは、そもそも戦争システムの盤ばん上じように配置される駒こまだ。


    　守護ユニット以外にも、攻性ユニット、輸送ユニットなどいくつかの種別が存在する。この国で日常生活に溶け込みながら、彼らは配置されている。


    　当然彼らが周囲にユニットであることを明かすことはなく、同組織内のユニット同士による交流もほとんどない。


    　戦争システムを転がすための歯車であることを運命づけられた、ただそのためだけの存在。


    　第三機関の施設で産み落とされ、造りあげられた。


    　肉体も、頭脳も、そして精神さえも。


    　ディヴァイン・ブラウザを始めとして、〈楽園〉の各システムと連動しながら、あらゆる面が戦争に最適化されている。だから太一は施設にいたとき、自分という存在のすべてが、そもそも自分のものではないのではないかという感覚を持っていた。


    　日常生活というやつに溶け込むために、必要な感情を偽いつわるコミュニケーション訓練を受けた。兵器という実像とは裏腹に、笑顔を作って、空気に抗あらがわぬよう緩ゆるやかに他人と接することは、太一にとって特別難しいことではない。


    　むしろ、そうやって奪うべき対象を見定めながら。


    　いつも、笑いかけていたのだ。


    　笑顔は太一にとって、偽りの象しよう徴ちようだった。


    　──拓たく真ま颯に、出会うまでは。


    　最適値や能力の上下のみが差異である同義的で並へい列れつ的な仲間たちが、あの施設には大勢いた。


    　楽園の〝意向〟にそぐわない精神性を持つものや、〝意志〟の遂すい行こうのために必要な力をつけられなかったものたちは、容よう赦しやなく処理されていった。


    　ディヴァイン・ブラウザに適合できなかった実験体も多く存在していると聞く。


    　昨日まで隣となりで同じ訓練に参加していたはずの同世代の人間が、なんの前触れもなく唐とう突とつに消え去る。その瞬間から、存在すらなかったことになる。いなかったことが必然であるかのように、変わらず廻まわり続ける時間。


    　この世界は、すべてそういうものなのだと、信じて疑わなかった。


    　だから、自分の役目に対して、必要以上の意味や理由を見いだそうとしたことはなかった。


    　──拓真颯そうに、出会うまでは。


    　今でもたまに思い出すのは、あの施設の仲間たちのカオ。


    　まだ生きているものはいるだろうか。


    　高速で走る自分の残映が、住宅街の中にある場違いなファッションショップの硝子ガラス張りショーウィンドウに一瞬映り込む。


    　攻性ユニットであった昔なら、任務の失敗に後悔など感じることはなかっただろう。


    　あるのは、結果に対する策の反はん芻すうのみ。


    　ただひたすらに奪うためだけの存在だった自分。


    　ある意味で心地のよい世界でもあった。


    　闇という衣ころもがもたらすぬるま湯にいれば、光を見つめる人間たちを、なにも知らない人間たちを、ただ冷笑していればいいからだ。


    　だが、同じく任務として、今度はだれかを護る存在になった。


    　守護するために彼の隣となりで生きるうち、いつからだろう〝光〟と呼ばれるモノの存在を、確かに感じるようになったのだ。


    　それがなんなのか、太た一いちも実はまだよくわかっていない。


    　──ずっと失いたくない。


    　そんなふうに思える場所ができてしまったことは、確かな事実で。


    　ある意味では、それだけのこと。それだけのことなのに、太一にとってこれほど信じがたい感情はなかった。


    　過去の自分が心の奥底で嘲ちよう笑しようしていることもわかっている。


    　自分は今まで理由もなく、ただ奪ってきた。


    　自分にとって理由がないだけで、だれかには奪うべき理由がある。だから自分が駒こまとして、それを代替してきた。


    　だが、「守るべき存在」ができたとき、いつのまにか、それが奪う目的になっていた。


    　そのことに気づいたとき太一は、〈楽園〉、そしてこの戦争について、ほんのすこしだけ理解できた気がした。


    　奪われるから護り、護りたいから奪う。生存本能。それは根こん源げんの一部でしかなく、構築された社会というやつには、多重で多様な細かな事情が交こう錯さくしている。が、その細かい事情が延々と続くこのループの本質を覆おおい隠しているのかもしれない。


    　ならば、奪い合いを管理し、最適化すればよい。


    　だれにもそれとは気づかれないままに。


    　人を幸福に導みちびく──システム。


    　それこそが〈楽園〉の存在意義だった、はずだ。


    （部屋の場所は、たしか……）


    　部屋があるのは六階。太た一いちがマンションを見あげた、そのときである。


    「────！」


    　放射状に拡がった深しん紅くの光線が、とある一室のベランダから放たれた。


    　ＦＬＡＧフラグの胎たい動どうを示す発光。


    　扇おうぎ状じように拡がっていた光が何本かに分かれ、やがて雷らい光こうのようなスパークを光の周囲にまとうと、何事もなかったかのように四散した。


    （まだ──間に合うのか？　……いや、間に合わせるっ！）


    　太一は散漫になった思考をすべてカットし、跳躍した。


    　筋力のリミッターを開放させ、通常の人間ではありえない爆発的な跳躍力でマンションの二階を軽々と跳び越える。


    　空気を押し退のける音が耳元を通り過ぎ、風圧が褐かつ色しよくのつややかな髪をまくりあげた。


    　勢いが落ちると、ベランダのへりや配水管などのわずかな足場を利用して、再度勢いをつけていく。それと同時に、コートから二挺ちようの拳銃を取りだした。


    （あの部屋か）


    　光を放った部屋のすぐ下にある部屋のベランダを使い、最後の跳躍を行う。


    　足下で、ガシャンと音がするのとほぼ同時に太一の視界は階層を越え、ターゲットとなった部屋の光景を滞空状態で捉えた。


    　部屋の電気は消えていたが、カーテンは半分以上開け放たれ、部屋の中の状態が確認できた。太一は極端に夜目がきく。そのように造られている。


    　若者向けのスーツを着込んだ男。


    　おそらく、あれはドクターの依より代しろだ。


    　さらに男の傍かたわらにもう一人。自分とそんなに年齢は変わらないように見える。長い髪。女だろうか。口の周囲以外を仮面でおおっている。攻性ユニットか。ブローニングを手に携たずさえ、腰のあたりには二本の短剣を装備していた。


    



    　そして──銃弾を受けて、血まみれの上半身を露出させている少年を見つけた。


    　信じたくはない。だが、それは間違いなく颯そうだった。


    



    （なんてことだ……僕のせいだ、僕の）


    　スーツの男は、颯のＦＬＡＧフラグ摘てき出しゆつに今まさに取りかかろうと、露ろ出しゆつした胸の中心に手を置いている。


    　深しん紅くの色彩を宿した球体が半分以上、颯そうの胸から露出していた。


    　光球は、ぼんやりと靄もやがかっており、輪りん郭かく線がはっきりとしていない。


    　埋め込まれた異物としてではなく、身体の機能そのものとして振る舞う──。


    　間違いない。あれこそが──ＦＬＡＧフラグだ。


    　本当の意味で、太た一いちが護るべきモノ。


    　戦争システムの重要なファクターであり、颯の命そのもの。


    　あれをドクターに奪われたら、颯は二度と──。


    「──颯おぉぉぉっ！」


    　両手に持った銃を窓に向ける。


    　部屋の中の二人は同時にこちらに気づき、振り向いた。


    　両手に携たずさえたグロック17。速射で何発も撃ち込む。


    　乾いた銃声と、ガラスが軋きしみ崩壊する炸さく裂れつ音が、不協和音となって夜の街に轟とどろいた。


    　ユニットとおぼしき仮面の女が、ドクターを抱きかかえるようにして横に飛ぶ。


    　太一は、ベランダの手すりを利用して支えのなかった空中からくるんと体勢を反転させると、


    　ガシャァァァンッツ！


    　月明かりを背にして割れ残った窓を突き破り、部屋に侵入した。
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    　パンッ　パパンッ！


    　片方の銃で威い嚇かく的に射撃しながら、倒れている颯そうの傍かたわらにすべり込む。


    「颯っ！　颯──」


    　先ほどまで半球状態で露出していた深紅のＦＬＡＧフラグは、もう見えなくなっていた。


    　颯の首筋に手を置く。弱々しくはあったが、まだ脈はある。


    （良かった……生きてる）


    　とはいえ、颯の顔面は蒼そう白はくで、意識が完全に途絶えた状態であることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだったし、身体からも急速に体温が失われているようだった。血が流れすぎているのだ。


    （まずい……早く治ち療りようしないと）


    　半はん裸らの颯を抱きかかえると、じっとりと、ぬめった血液が手にまとわりついた。


    　颯の身体には三発の銃じゆう痕こんが刻み込まれていた。


    　その傷にめり込ませるようにして、ペンライトのような形状の器具が差し込まれている。ペン先に当たる部分が、定期的に明めい滅めつを繰り返していた。


    　（……なんだ？）


    　ＦＬＡＧフラグの摘出には、こんなものは必要ないはずだ。


    　弾の切れた銃を投げ、それらをすべて引き抜くと、一瞬颯の身体がビクンっと跳ね上がった。


    「やあ、思ったより来るのが早かったな、〈ラスト〉。やはり君は優秀な兵器だよ」


    　背後から、ドクターの声が聞こえてきた。どうやら向こうはすでに体勢を整えたらしい。


    「ドクター……。直接お会いするのは、ずいぶんと久しぶりですね。高見で見物しながらのご託並べは、いつからやめたんですか？」


    「直接……か。皮肉かね？　それは」


    「そう受け取ってもらっても、かまいませんよ。今の僕は、自分でもびっくりするくらい」


    　太た一いちはすっと立ちあがり、暗闇の中で敵と対たい峙じした。


    「心底ムカついてますから、あなたという男にも、不ふ甲が斐いない僕自身にもね。できるなら、今すぐこの手で殺してやりたい」


    　低い声のトーンに、射い抜ぬくような氷の眼まな差ざし。


    　氏うじ家いえ太一という人間のそれから、一瞬にして殺人兵器たる〈ラスト〉の顔に変へん貌ぼうする。


    　通常の人間であれば、その殺気だけで気け圧おされ動けなくなるだろう。


    　月明かりに照らしだされて、スーツ姿のドクターと仮面をつけた女攻性ユニットの輪りん郭かくが、青白くぼんやりと浮かびあがる。


    　割れた窓から入り込む冷えた風に、女ユニットの長い髪がさわわと揺れていた。


    「くくくくっ。本当に愉ゆ快かいだよ、今日は。難攻不落のＦＬＡＧフラグをついに手に入れるだけでなく、最強の兵器ユニットとの呼び声も高い〈ラスト〉を、私の玩具おもちやで葬ほうむる機会まで与えられたのだからな」


    　ドクターは、クラシカルな中折ハットを手で押さえ顔を隠すようにしながらも、口くちの端はをにんまりとつりあげた下げ卑びた笑いを隠そうとはしなかった。


    「行け、睡すい蓮れん。〈ラスト〉くんは、どうしても我々の邪じや魔まをしたいようだ。お前の成長を見せてあげなさい」


    　ドクターが言うと、女ユニットはすっとドクターの前に出て、腰に携たずさえていた二本の短剣を抜いた。小こ太だ刀ちの刃先に映り込む月明かりは、その妖あやしげな美しさを何倍にも引きだす。


    （すいれん……？　まさか、いや）


    　睡蓮と呼ばれた仮面の女ユニットは、即座に間合いを詰めてきた。


    「くっ」


    　ひと振り。ふた振り。


    　闇の中で銀白に染まった斬ざん撃げきが、ヒュンッと空気を切り裂きながら襲いかかってくる。


    　それをすんでのところでかいくぐる太一。


    　だが、回避するごとに、颯そうの倒れている場所から離されていた。


    　と、突とつ如じよ女ユニットが攻撃の対象を替える。


    　颯に対して、小こ太だ刀ちを振りおろす構え。


    「！」


    　太一は仕込んであったアーミーナイフを取りだすと、


    　ガキィィィン！


    　間かん一いつ髪ぱつで颯そうと睡すい蓮れんの間に割り込み、相手が切り込んだタイミングで刃を合わせた。硬度の高い金属同士が勢いよく食いあったことで、背筋をなめ回すような不快な音が響く。


    （こんなところで……時間を取られるわけには）　


    　ギリギリと刃をすりあわせながら、拮きつ抗こうが続く。


    　こうしている間にも、颯は衰すい弱じやくしていくのだ。ちらりと横目で颯の状態を確認して視線を前に戻すと、仮面の下に隠れた女ユニットの仄ほの暗ぐらい瞳と目が合った。


    「よそ見する余よ裕ゆうはあるの？」


    　手の力がぬけた瞬間、鋭するどい足払いによって、太一の身体が宙に浮いた。


    （くっ──この）


    　だが、とっさの反応で右腕を軸じくに体重を乗せて回転し、左の回し蹴りを睡蓮の脳天に直撃させる。


    　睡すい蓮れんは予想外の方向からの打撃に、防御体勢をとれずぐらついた。


    　太た一いちは軸を取り直し、右の背面回し蹴りを見舞う。睡蓮はその一撃で壁まで吹っ飛び、ゴボンッと鈍にぶい音を立てて埋まい没ぼつした。


    　パラパラと粉ふん塵じんが舞う。


    　だが、太一には今の一撃がたいしたダメージになっていないことはわかっていた。


    　見た目は女性のそれと同じく細身だが、鋼鉄を蹴りあげたのかと思うほどの感触が足裏から伝わってきたからだ。


    （今の声……やはり、あの〝スイレン〟だとしたら……手て強ごわい）


    　太た一いちは、すぐさま颯そうをかつぎあげると、窓に向かって駆ける。


    「逃げをうつか……。〈ラスト〉よ。私をあまり失望させないでくれたまえ」


    　ドクターは状況を俯ふ瞰かんするような言葉を吐きながら、手持ちの拳銃の照しよう準じゆんを太一に合わせていた。


    　それを横目で見ながら、太一はジャケットに仕込んだねずみ色の小型球体を無造作に放り投げる。


    　ころんとドクターの足下に転がり、つまさきにぶつかった瞬間に着火したそれは、一瞬のうちに大量の煙を部屋の中に充じゆう満まんさせた。


    　真っ黒な煙えん幕まく弾だんの煙が、視界をゼロにする。


    　煙幕には催さい涙るい効果もついていたが、そんな子どもだましが通用する相手でもないことはわかっている。太一は加速して一気に部屋から飛びだすと、筋力のリミッターを解除。


    　気を失っている颯を背中にかついだ状態で、跳躍した。


    　太一のつややかな髪が、風を受けてゴオゴオと舞いあがる。


    　この建物よりも低い隣となりのビルの屋上まで軽やかに跳び移ることに成功した。


    　それと同時にディヴァイン・ブラウザを起動。


    　緊急信号を送ると、保護チームとの合流箇か所しよが脳内のスクリーンに、実際の視界と重なった状態で呈示された。だが、


    （くそっ──遠い）


    　跳び移ったビルの屋上を駆け抜け、さらに次のマンションの屋上に跳躍しようとしたところでヒュンと空気を裂く音が耳に届き視線を流す。と、二本の投げナイフが背後に迫っているのを視界の隅に捉えた。


    　この軌き道どうでは颯に直撃してしまう。だが、颯をかつぎあげながら飛翔し、すでに空中にいる太一には迎げい撃げきする術すべがなかった。


    　太一は、颯をつかって強引にくるりと身体を反転させた。


    　瞬間、ドンという衝撃とともに、二本のナイフが太一の身体に無遠慮に侵入する。


    「ぐっ……！」


    　太一はバランスを崩し、颯とともに落下する。


    　コンクリート張りになっているビルの屋上に叩きつけられる瞬間、太一は颯をかばうために落下の衝撃をすべて自分で背負った。


    「ぐあぁッ。がはっ」


    　そのことでナイフがより深くめり込み、太一は吐と血けつする。


    　それでも太た一いちは、一刻でも早く颯そうを助けなければと全身に力を込め、颯を屋上にあった貯水塔の裏まで運び、もたれかけさせた。


    （ダメだ。こ、ここで……迎え撃つしかない、か）


    　そう思った瞬間、太一の世界がぐにゃりと歪ゆがんだ。


    　起動していたはずのディヴァイン・ブラウザが強制的に終了してしまった。


    （し……まった。こ……れは）


    　身体の制御が一気に効かなくなる。時間感覚もおかしい。


    　自分の手を握ろうと思うだけで、数十秒も引き延ばされるような感覚になるかと思えば、夜空の星の瞬またたきや、雲が行き過ぎる早さ、動くモノすべてが、異常に速く感じられる。


    　突然襲ってきた異常な感覚になんとか抗あらがって立ちあがろうと顔をあげた。


    　だがすでに、睡すい蓮れんは太一と颯を見おろしていた。


    　分厚い雲が月を隠したらしく、周囲が緩ゆるやかに闇の濃度を増す。


    「どう？　動けないでしょ。このナイフには対ユニット用の毒が塗ってあるのよ。直接的に限定部分だけに作用するウィルス。身体行動だけでなく、ディヴァイン・ブラウザの起動も強制的に抑よく制せいすることができる」


    　言い終わると、銃を構えた。


    　９ミリパラベラム弾が撃ち出される音が、夜空の下に轟とどろいた。


    　空から薬やつ莢きようがカランと足下に排出される。


    「がっ……」


    　太一の右足が撃ち抜かれた。


    　立ちあがりかけていた太一は再び崩れ落ち、地にひれふす。


    「ス、スイレン……。君は……あの、スイレンなのか」


    　苦しげに顔だけあげて太一はそう問いかけた。


    　仮面の女ユニット睡蓮は、唯ゆい一いつ露出した口元に嘲ちよう笑しようまじりの笑みを浮かべる。


    「あら。憶えていていただいて光栄ね。でも、もう昔の私ではないわ。あなたにも劣おとらない……いえ、勝まさる力を手に入れた。昔なじみのよしみで……あなたには特別に二つの選せん択たく肢しをあげる。このまま無ぶ様ざまな人間として死ぬか、最後に兵器として私に破壊されるか」


    「な、なに……」


    　睡蓮は太一の襟えり首くびをつかみ、そのまま身体をつりあげた。


    「ねえ、どちらがいいの？　〈ラスト〉さん？　いえ、もう今は太一くん、だったかしら？」


    　睡蓮は、苦く悶もんの表情を浮かべている太一を片手だけで持ちあげたまま、太一の身体に刺さっている二本の投げナイフを流りゆう麗れいに引き抜いた。


    　剣先から飛散した血液は、夜空を背景にして紅くれないの半月を刹せつ那な的に描きだした。


    「ぐあああぁぁぁっっ!!」


    　想像を絶する激痛が、太た一いちの体を疾しつ駆くする。


    「かはっ……」


    　太一は再び吐と血けつした。


    　毒が回りきったのか、痛みから気力が潰ついえたのか。糸の切れた人形のように、だらんとこうべを垂たれる。全身から力が抜けてしまったようだ。


    「……」


    「あら、どうしたの。もう終わり？　貴方あなたのオトモダチは、虫の息なのよ。助けなくていいのかしら」


    「…………」


    　つりあげられている太一の指先が、ぴくんっとわずかに反応する。


    「…………僕が……絶対に、守る」


    　途切れながらではあるが、強く言い放つ。


    「……ふん」


    　睡すい蓮れんは、太一を貯水塔のタンクに向かって、思い切り投げつけた。


    　貯水タンクがひしゃげ、ガゴォンと中の空洞で衝撃が反響する。曲がって折れたパイプの一部から、水がシャワーのように注がれる。


    　動くことができない太一の上に、無数の水滴が降りかかっていた。


    　さらりとした髪が、しんなりと顔に張りついていく。


    　睡蓮は、銀色に加工されたサイレンサーつきの自動拳銃を太一の眉み間けんに当てた。


    　朧おぼろげに月を覆おおっていた分厚い雲がいつのまに通り過ぎたのか。


    　淡く蒼あおい月明かりが、二人の対たい峙じを照らしだす。


    「まだ……なにかできるとでも？」


    　月光に映しだされた太一の瞳は、これまでにない強さで睡蓮を見み据すえていた。


    　守ってみせる──そう言いたげな眼まな差ざし。


    　身体はもう自由に動かせないはずなのに。心だけは、折れていないかのように。


    「……変わったわね。昔の貴方のほうが魅力的だった」


    　太一は、沈ちん黙もくしながらもまだ動かせる四し肢しがあるのかを確認していた。


    　酩めい酊てい感がひどい。両手はなんとか銃の引き金を引く握あく力りよくぐらいは残っていそうだったが、狙ねらいをつけられるかは怪しい。


    　ディヴァイン・ブラウザは完全に沈黙していた。起動する気配すらない。


    　拡張士エクステンシヨンによる〈死神鎌タナトス〉の能力が使えなければ、太一のユニットとしての戦闘力は半減してしまうといっても過言ではない。


    「先に、貴方あなたの守るものを消してあげようかしら。そうすれば、もしかしたら昔の貴方に戻るのかもしれないし」


    　睡すい蓮れんはそう言い捨てると、太た一いちの眉み間けんに定めていた自動拳銃、ブローニング・ハイパワーの照しよう準じゆんを颯そうに切り替えた。


    「くっ……」


    　太一は、睡蓮の予想を超えた行動に出た。


    「……どういう、つもりかしら？」


    　水をかぶりぬれそぼっていた太一の髪やジャケットから、水滴がぽたぽたと滴したたる。


    　太一は肩で大きく息をしながらも、颯と睡蓮の間に立ちはだかるようにして、両手を広げた。なんの策があるわけでもなく、ただ、手を広げるだけ。


    「……守る。僕が……絶対にっ！」


    　その眼光で睡蓮を射い抜ぬかんばかりの勢い。


    「ただの弾たま避よけの的まとになるっていうの？　それがどれだけ無意味な行為かわからない？」


    「…………」


    　睡蓮にはこの太一の行動が理解不能だった。


    　目の前の男は本当にあのユニット育成施設フアージフアームにいた同世代の中で、だれよりも優秀で、だれよりも冷れい徹てつだった、あの男と同一人物なのか。


    　睡蓮はわからなくなっていた。


    （あの目は、なに……あんなの、見たことない）


    　ガウンッと、重たい銃声が夜空に響く。そして、もう一発。


    　右腕。その次は、左腕。


    　ブローニング・ハイパワーの撃ちだす９ミリパラベラム弾が、太一の腕を弾はじく。


    　ガウンッ！


    　左足も撃ち抜いた。一瞬体勢がぐらつくが、今度はさっきのように膝ひざを折らない。


    「……それほどまでに、あのＦＬＡＧフラグが重要だということかしら」


    　太一はなにも言わず、穴の空いた四肢を精一杯の力で支えながら、


    「ちがう……颯は……僕がっ……守るッ」


    　あの完かん璧ぺきとも思えた殺人兵器がＦＬＡＧフラグを護るユニットとしてではなく、一人の人間である拓たく真ま颯を守る壁として、立ちふさがっている。


    　そんなこと、ありえない──。


    「……やれやれ。これはまたひどい状態だな」


    　睡蓮の背後からそう言ったのは、遅れてやってきたドクターだった。


    「しかし、君も変わった男だ。拓真颯くんと君は、ＦＬＡＧフラグとユニットという関係であったことは知れてしまったわけだろう？　たとえば、実に信じがたいことだが、君と彼の間に本当の友情関係があったとして、だ。そうであればあるほど、君の本当の姿というのは彼にとって裏切りではないのかな？」


    「……関係、ない。……決めたんだ」


    「〈ラスト〉よ。どうかね。ひとつ取引をしてみないか？」


    　朦もう朧ろうとしながらも、太た一いちは頭を振り、正気を取り戻そうとする。


    「ロクでもないに……決まってる」


    「おやおや心外だな。だが、これを聞いたら意見も変わると思うがね。今、君がこのままおとなしく殺されてくれれば、颯そう君を助けてあげよう──。どうする？」


    「……な、に？」


    「君の命と引き換えに、拓たく真ま颯くんを、この場は見み逃のがしてあげようというのだ。交換条件としては、けっして悪くないと思うが」


    　太一には、ドクターの意図がまったく読めなかった。


    「いや、君の気迫に私はすこし胸打たれてね。あの毒は、そんなに生なま易やさしいものではないのだよ？　君がどうして今立っていることができるのか、私は不思議で仕方ない」


    　妙に芝居がかった口調で、ドクターは言う。


    「信用……でき……ない」


    「信用してもらうしかないな。私は今それを保証する術すべやロジックを持たない。特に君がこの場で死ぬことを前提としている場合はね」


    「…………」


    「まあ、君をこのまま葬ほうむるのは簡単そうだ。とはいえ、その驚異的なポテンシャルについて、私は過小評価していないよ。せめて君がこのままおとなしく実験台になってくれるのならば、我々にもメリットがあるということさ」


    　太一は、ドクターを睨にらみつけながら、


    「僕が死んでも……ぐっ……新しい守護ユニットがすぐに、つきます……よ」


    　苦しそうな声で、なんとかそう絞りだす。


    「いやはや、君ほど優秀で、拓真颯くんを護ることにご執しゆう心しんな守護ユニットなど、そうそういやしないさ。だからね、これは我々が得ることになる強力なアドバンテージに対するハンデと思ってもらっていい」


    「はぁ……はぁ」


    「私はね、まだまだ楽しみたいのさ。この余興ゲームをね」


    　ドクターのニヤリと歪ゆがむ口元が、渦うずを巻いて視界の中を縦じゆう横おう無む尽じんに巡めぐる。


    　太一の意識は、すでに絶え絶えだ。自分でも立っているのが不思議だと思うほどに。


    　──ドクターが本当にそんな約束を呈示するか？


    　太一は、ドクターの言葉を額面通りに受け取ったわけではなかった。


    　しかし、今それが自分にできる唯ゆい一いつのことなら。


    　そう思って、


    「わか……った」


    　ガクンと両の膝ひざ頭がしらをついて、太た一いちは地に視線を落とした。


    　そのため、ドクターが再び口元を歪め、いっそう下げ卑びた笑顔を浮かべながら見おろしているのを、知ることはできなかった。


    「契けい約やく成立──のようだね。では、睡すい蓮れん」


    　睡蓮は太一の頭に照しゆう準じゆんを合わせる。


    「これで、本当にさよならラストね──」


    　ゴっ。


    　太一は曖あい昧まいになる思考の中で覚悟を決めた。


    



    （颯そう、ごめんね。最後まで……噓うそを吐ついたままの僕で……ごめんね。でも、こうやってせめて君を守ってなら、悪くない……かも）


    



    　これまで数え切れないほど多くの〝死〟を名も知らぬ他人に与えてきた自分。それでもついにわからなかったのは、〝死〟というものが、そもそもどういうものなのか、だった。


    　今、自分にそれが訪れようとしている。因いん果が応おう報ほうだ。いや、そもそもが、こういった運命しか、自分には用意されていなかったのかもしれない。


    　もし、お伽とぎ噺ばなしのように死後の世界なんてものが存在するのだとしたら、自分は幸せな場所にはけっしてたどり着けないだろう。そんな確信だけはあった。


    　噂うわさに聞く走そう馬ま燈とうとやらが脳のう裏りに現れることはなかった。


    　ただそこにあるのは、望んでしまった未来を、永えい劫ごうに失う悔かい悟ごの念ねん。


    



    （でも本当は……もうすこし、君と過ごしたかったよ……バンドも、だ……もっと一緒に曲作って、ライブやりたかったな。これは噓うそじゃないよ……本当に、本当だ）


    



    　薄れゆく意識の中で、氏うじ家いえ太の最期の言葉が紡つむがれていたとき。


    　それは、始まった。
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    　──真っ暗だ。


    　　　　──右も左も上も下もない。


    　　　　　　　　　──これが、死っていうやつか？


    　　　　　　　　　　　　　──死？　っつーか、そもそも俺ってだれだっけ。


    　　　　　　　　　──そうだ。拓たく真ま颯。それが、俺の名前。


    　　　　──なんでだっけ。


    　──俺が、こんなふうになってるのは。


    　　　　──わかんね。思いだせねぇ。


    　　　　　　　　　──そうだ、俺……撃たれたんだ、菜な月つきに。それで、これか。


    　　　　──死って、やっぱなんもねぇんだな。


    　──なんか……もう、どうでもいい。


    



    　颯そう。颯。颯。颯。颯。


    



    　──だ、だれだ？


    



    　ＥＸＥを解放しろ、颯。


    



    　──なんだ？　この声。聞き覚えがあるような。


    　──ＥＸＥってなんだよ。ワケわかんね。


    



    　ＥＸＥは、お前の願いのカタチ。


    



    　──なんだこれ。映像……？


    　　　　──……って、死んだんじゃなかったの、俺？


    　　　　　　　　　──なんだよ……これ。太た一いちじゃねぇか……。　


    　　　　──銃……？　な、なにしてんだよ。おい！


    　──どうなってんだ、これ……。


    



    　ＥＸＥはお前自身であり、閉じた運命を書き換えるシクミを生成する〝鍵かぎ〟。


    



    　──おい！　アンタはだれなんだよ！


    



    　可能性を閉じるな。お前の中にある〝鍵〟が、すべてをひらく。


    



    　──なんで太一が、あんな……血まみれになってんだ!?


    　　　　　　──おかしいだろ……これも、また現実なのか？　一体なんなんだよ。


    　──なんか説明しろって。おい。太一……たいちぃぃ──！


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    　その〝現象〟とでも言うべき出来事は、あまりにも唐とう突とつに起きた。


    「ど、どういうこと？」


    「……？」


    　太た一いちの額ひたいから、銃器の冷たさが消える。


    「……バカな……。ＥＸＥが発動するだと!?」


    　そのあとの光景は、太一にも信じがたいものとなる。
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    　周囲を覆おおっていた光が収まったとき、颯そうの目は再びゆっくりと閉じられていった。


    　唐突に、颯はぐらりと前のめりに体勢を崩した。


    「……そ、颯っ！」


    　太一は、地面に倒れ込む前に慌あわてて颯の身体を受け止める。


    　完全に気を失っているようだ。


    （なんなんだ。あの力は……いったい）


    　太一の身体から、毒素が消えていた。


    　ぎゅっと手を握ったり、開いたりしてみる。銃撃された部分の痛みはそのままだったが、意識ははっきりしているし、視界の異常もない。


    （颯……キミには、ＦＬＡＧフラグには、まだなにか秘密が……？）


    　とにもかくにも、太一はディヴァイン・ブラウザを起動し直した。


    　目を閉じ、脳内の映像を操作して救援信号を再度送る。


    　ほどなくして救助隊が駆けつけ、傷ついた颯と太一を〈細セ胞ル〉の医療施設に搬はん送そうした。


    



    　太一は搬送される最中、救急治ち療りようを受ける颯を見ながら考えていた。


    　僕らの日常の外側に否いや応おうなく存在し続ける、世界を廻まわすために、〈楽園〉が定義した戦争システム。


    　複雑怪奇に事象を絡ませあいながら、その実、〈楽園〉という自動的なシステムが駆動しているこのシャカイの深しん層そうと、そのうわずみであるはずの表層。


    　璃り奈なのような、ごく普通の人間も。


    　僕のような、戦争のために生み落とされたユニットも。


    　どうして、こんなにも翻ほん弄ろうされなければいけないのだろう。


    　それすら気づかずに。なにも考えず、ただひたすらに歯車として生きていたほうが楽だったとも思う。


    　くだらない、と他人からは笑われるようなことだとしても。


    　傷つきたくなくて、傷つけたくなくて、優しい噓を吐ついたり。


    　そうやって噓を吐いたことに、かえって傷ついたり。


    　壁にぶつかって、本気で悩んで道を選んだのに、やっぱりうまくいかなくて後悔したり。


    　友達と一緒なら、妙に簡単にその壁を乗り越えられたり。


    　同じ道を歩くこと、ただそれだけが妙にうれしかったり。


    　一般の人間よりも世界の陰いん惨さんな真実を知ったようなふりをして、本当のところ偽いつわりだらけだった自分だからこそ、本当に本当に、それが大切なものに思えたんだ。


    　そんな陽の当たる場所に黄たそ昏がれが訪れた今。


    　それを水面みなもにゆらゆらと映る夜月のような幻想にせず。


    　光射さす朝は、また必ず巡りくるのだと。


    　僕らはどこまで信じ続けることができるのだろうか。


    　今はただ颯そうの無事と回復を祈りながら。


    　兵器として生まれた氏うじ家いえ太た一いちは、ユニットとしてではなく──颯の友人として、一人の人間として。


    　出血のせいか、急速にまどろみゆく意識の中で。


    　そんなことを、思っていた。
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    　あの場をなんとか脱出したドクターと睡すい蓮れんは、迎えにやってきた車の後部座席に乗り込んだ。


    　広々として余よ裕ゆうのある座席に落ち着くと、ドクターはバックミラー越しに目配せし、車は発車した。


    　運転席と後部座席の間を隔へだてる仕切りが自動的にあがり、簡かん易いの密室状態となる。しばらく後部座席の二人は無言のままであったが、睡蓮がその沈ちん黙もくを破った。


    　睡蓮は仮面をつけたまま、腕と足を大おお仰ぎように組んで座るドクターを見つめた。


    「ドクター……。申し訳ありませんでした。私のせいでお怪け我がを……」


    　ドクターの腕には大きな裂け目ができており、脈打つたびに血がどくどくと滲にじんでいた。


    　だが、ドクターは痛みを覚えている素そ振ぶりもなく、平然としていた。


    　睡蓮はなにも言わず自分の衣服の一部を引き裂き、止し血けつ処理を施ほどこす。


    「問題ない。〈ラスト〉を仕し留とめ損そこねたのはともかく……。元々〝難なん攻こう不ふ落らく〟は、生かして帰すつもりだったのだからな。すでに目的は果たしてある」


    「……は？　それは、どういう……」


    「お前が知らなくていいこともある」


    「……申し訳ありません」


    「とりあえず、我らのクライアントである〈コクーン〉に出向くぞ。睡すい蓮れん、お前は私が育てあげた自信作だ。次回は、完全に〈ラスト〉を仕留めることを期待しているよ」


    「はっ。ドクター。……それにしても、あの力は一体なんなのですか。ＦＬＡＧフラグは、〈楽園〉のシステムを駆動する要因が埋め込まれている特殊な存在ではあるものの、あくまで普通の人間と認識しています。でも、あれではまるで……」


    「……ＥＸＥエグゼだよ。あのＦＬＡＧフラグはすこし特殊でね。その力が発現された状態のＦＬＡＧフラグ移い植しよく者は、攻め落とす者にとっては、まさに〝難攻不落〟だった。そして、〈楽園〉という巨大システムの閉じた扉とびらを、こちら側から開くための鍵かぎでもある」


    「エグゼ……？」


    　ドクターはそれ以上、睡蓮の疑問に答えることはなかった。


    （しかし、調査では坊やに移植されたときに封印されていたはずだが。ＥＸＥたる自覚もないはずだ。そんな状態でアレが、まさか起動するとはな。もしや……）


    　ドクターは内心で、忸じく怩じたる思いを禁じえなかった。


    　単純な憎しみと言い換えてもいい。


    　かつて、あの力のおかげで一度どん底に墜ちた自分の記憶を反はん芻すうする。


    （だが、もうすぐだ……。あれを〈楽園の庭〉にとらえられれば、〈過剰選択終局バツドエンド〉は必ずや具ぐ現げん化できる。欲望の世界から逃のがれられるわけがない。相当、傷ついたのだろうからな。お優しく繊せん細さいな少年は──くくくくくくっ）
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    　拓たく真ま颯そうは、隔かく離りされたとある病室の中で眠っていた。


    　颯がここに搬はん送そうされてから、すでに一週間が経過していた。


    　命が助かったのは、幸福の神によって与えられた奇跡であったのか、絶望の神によって見み初そめられた試練であるのか。


    　理屈で言えば、銃弾がソフトポイントやホローポイント弾の類たぐいではなく綺き麗れいに貫通しており、致命傷となりうる臓器をわずかに外れていたことが幸さいわいした。人工呼吸器をつけられているものの、容よう態だいは比較的安定していた。


    　ただ、あれからまだ一度も目を醒ましていない。


    　この治ち療りよう施設は、〈細セ胞ル〉の所有する数ある医療施設の一つである。


    　表向きは、一般の病院として看板を有している。中で働いている人間も、一部を除いてはその特殊性に関する事実は不知であった。


    「璃り奈なちゃん……すこしは休んだら？　はい。ココアでよかった？」


    「あ、おばさん。……ありがと」


    　病室前にあるベンチに腰掛けている璃奈に、そう声をかけたのは颯の母であった。


    　円えん藤どう璃り奈なは腰あたりまである長い黒髪が印象的で、前髪は眉のあたりで切りそろえている。師し範はん代だいまでのぼり詰めるほどの格闘少女でもあり、口調は男っぽい。


    　その口調に比例してか、颯そう曰いわく「よく言えばモデル体型」という感じで、出るべきところはそんなに出ていない。


    　颯の幼なじみでもあり、もちろん颯の母とも顔なじみだ。


    　璃奈は肩から三さん角かく巾きんをさげて左手を固定していた。


    　あの事件で負った傷のためだ。


    　痛みなどはたいしたことないが、傷は残るかもしれないと言われた。一時的にこの病院に入院している。


    　この病院が選ばれたのは、〈細セ胞ル〉の配慮だ。


    　ただし、その事実は璃奈には知らされてはいない。


    「いただきます」


    　もらったマグカップに注がれているココアからは、ふんわりとやわらかい甘い香りと湯気が立ちのぼっている。一口だけすすり温度を確かめる。


    　颯の家でよく飲ませてもらっていたココアと同じだった。


    　璃奈は、このココアが大のお気に入りで、颯の家に行ったときは、このココアが出てくるのを密ひそかな楽しみにしていたのだ。


    「おいしい」と璃奈が言うと、颯の母親はにっこりと笑い横に腰掛けた。


    「あのバカ息子はまだ目ぇ醒めない……か。今日でもう一週間ね。璃奈ちゃん、ほんとに大丈夫？　ここ数日、ずっとここにいるみたいだから、心配で」


    「……ボクは大丈夫だから。おばさんこそ休んでよ。どうせ仕事で寝てないんだろ？」


    「そう……ね。うん、璃奈ちゃんのお言葉に甘えて、そうさせてもらっちゃおうかなっ！」


    　颯の母は、この病院で看護師をしている。


    　とはいえ、毎朝スーツ姿で出かけていくところを見ることはあっても、こうして実際に働いている姿を見るのは、病院に縁のない璃奈には今回が初めてのことだった。


    　今は白衣に紺のカーディガンを羽は織おっている。


    　颯は常々「あんなのが白衣の天使って呼ばれるくらいだから、世界は平和なんだろ」と宣のたまっていたが、実際こうして看護師然としている姿を見ると、肝きもっ玉たまの据すわった母性が滲にじみ出ていて、すごくサマになっているなぁ、と思った。


    　璃奈は羨うらやましさを感じつつ、ココアをすするついでに横顔をちらりと見てみる。


    　普段の快活な印象からはほど遠く、疲労の色が色濃く残っていた。


    　颯のお父さんが二年前に亡くなってから、女一人で颯を養っている。


    　ほかに親しん戚せきもいないと聞いていたから、大変なんだろうけど、そんなことはおくびにも出さずにいつも明るく、からっとした夏の太陽みたいに振る舞う人だ。


    　璃り奈なが憧あこがれている人の一人でもあった。


    「でも、璃奈ちゃんも無理しちゃだめよ。あなただって、まだ安あん静せいの指示が解けたばっかりなんだから」


    　そう言って、璃奈の背中を優しくぽんぽんっと叩く。


    　無理矢理にでも、いつも通り振る舞おうとする颯そうの母の声が、璃奈にはすこし痛々しく思えた。


    「うん。でも……ボクもうちょっと、ここにいたいから」


    「……そっか。もー、颯は親不孝の幸せものよね！」


    「え？」


    「ううん。こっちの話。そっかそっか」


    　颯の母は、にんまりとすこし底意地が悪そうな、でもどこか憎めない笑顔で言った。


    　その笑い方は、やっぱり颯に似ているなぁと璃奈は思う。


    （なんかたぶん、おばさん〝勘違い〟してる……よな）


    　でも、勘違いであることそのものにも、璃奈は一いち抹まつの悲しさを感じていた。


    「いやね、最近あの子、妙にこまめにメールをするようになったり、変にそわそわしたりすることが多くてさ。もしかして、だれかと恋でも始めたのかなぁとか思ってたりしたわけよ。母親の勘だけどね。やっぱりあれって──」


    「それ、ボクじゃないよ」


    「え……あ、そ、そうなの？　あらやだ。よけいなこと言っちゃったかしら」


    「ううん。別にいいよ。ボクだって、そういうんじゃないし」


    「え、えーと。おほほほ……ほ。これはまたずいぶんと派手な〝弘こう法ぼうも筆ふでの誤り〟かしら……。また、颯に怒られちゃうわね」


    　内心の慌あわてふためき加減が隠せない颯の母を見て、璃奈はぷっと吹きだしてしまった。


    「ははっ、大丈夫だよ、おばさん。ボクと颯は幼なじみだよ？　あいつ、友達すくないし、こんなときくらい、ボクがいてやらないと」


    「うん。……颯も喜んでる、きっと。本当にありがとうね」


    　颯の母はこほんっとバツが悪そうに一つ咳せき払ばらいして、


    「ん。でもちょっと安心。久しぶりに璃奈ちゃんの笑顔見れちゃった」


    　すっと立ちあがり「じゃあ行くわね。なにかあったらすぐに言ってね」と歯を見せてにっと笑い、ぱたぱたぱたと足早にサンダルを踏み鳴らして、白い廊ろう下かを遠ざかっていく。


    「…………」


    　だが、すこし行ったところで、


    「あ、あの、おばさん！」


    　璃奈は思わず大きな声をあげて立ちあがっていた。


    　遠くのほうで自分の声が反響していて、すこし気恥ずかしくなる。


    「……？　どうしたの、璃り奈なちゃん」


    　颯そうの母は、首をかしげて振り向く。


    「颯さ、ほんとに……だ、大丈夫だよね？　アイツ、ちゃんと戻ってくるよね？」


    　確認するように絞りだした璃奈の声は、震えていた。


    　もしも、そうならなかったら……？


    　反転した言葉が返ってくる可能性から目をそらしたくて、璃奈はうつむいた顔をあげることができなかった。どうしようもない不安に、押し潰つぶされそうになる。


    　ややあって、下を向いた璃奈の顔をふんわりとした暖かさが包み込んだ。


    　颯の母の豊満な胸に、すっぽりと収まる。


    「大丈夫よ。絶対に大丈夫。なにかと憎まれ口ばっかりたたくあのバカ息子が、そんなに簡単にいなくなったりしないわよ。ほら、〝憎まれっ子世にはばかる〟って言うでしょ？　うちの旦だん那なはいい人すぎて、あっというまに逝いっちゃったけどさ。あの子の性格は、私似だからね」


    「なんで。どうして、こんなことになっちゃったんだろう……。ボク全然わかんないんだ。ボクが怪け我がしたときに起きたことも。颯がなんでこんなふうになってるのかってことも、全部……全然意味がわかんない。わからなすぎて、不安が消えてくれなくて」


    「璃奈ちゃん……」


    「さびしいよ……さびしくて仕方ないよ。まるでボクだけ、昨日まで信じてた世界から取り残されたみたいで。必要とされてないみたいで。でも──」


    「でも……？」


    「自分が必要とされるような人間なのかも、ほんとは……自信ない」


    　璃奈の目から涙が溢あふれたが、あっというまに紺こん色いろのカーディガンに吸い込まれた。


    「まったく、あのバカ息子は……こーんなかわいい娘こに、こんな想いさせて。家族裁判を開いたら間違いなく即決有罪ね。帰ってきたら、締めあげてやりましょ。二人で」


    　そう言いながら、璃奈の長い髪をゆっくりと撫なでた。


    　璃奈の顔が、急速に真っ赤に染まっていく。


    「ボッ、ボクは、かわいくなんて……男っぽいし……その」


    　颯の母は、綺麗に切りそろえられた璃奈の前髪を払うようにしながら、滲にじんだ涙をぬぐう。


    　璃奈の瞳は赤みを帯びていた。


    「昔は、颯と一緒にケンカしてるところ見てたら男兄弟みたいって思ったものだけど……いつのまにやら、こんなにかわいくなっちゃって。時間がたつのって早いわね。私も立派なおばさんになるはずだ」


    　目が合ったときに颯の母が見せてくれた眼まな差ざしは、颯が昔「しょうがねぇな」と言いながら笑いかけてくれたときの眼差しと、妙にダブって見えた。


    （やっぱり、親子なんだな──）


    　もう一度ぱふっと颯そうの母の胸にうもれると、カーディガンの毛糸のふさふさがほおにこすれて、すこしくすぐったかった。


    「とにかく、私たちは信じて待ちましょう。あのバカ息子だって、バカなりに闘ってるはずだからさ、きっと」


    「うん……」


    



    　颯の母は、結局璃り奈なが疲れて眠ってしまうまで、璃奈の横にいた。


    　璃奈の寝顔を見ていると、まだ小学校に入りたてのころ、一緒にウチでお昼寝とかしてたなーと、懐かしい思い出がよみがえってきた。


    （……こういうときに、人前では自分の寂しさをなかったことにして、笑って誤ご魔ま化かせちゃうのがオトナなのかもね）


    　唐とう突とつに、そんなことがふと頭をよぎった。


    　ガラスの向こうで、人工呼吸器や看護師である自分にすら見覚えのないような仰ぎよう々ぎようしい器具につながれている息子を見つめる。


    （颯……アンタ、さっさと……目を醒ましなよ。……お願いだから、さ）


    　残してしまったココアの入ったマグカップを持っていたその手がすこしだけ震え、ピチョンっとコップの中に水滴の落ちる音がした。


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    　拓たく真ま颯の病室の前。


    　病院の消灯時刻はとうに過ぎ、昼間は明るすぎるくらいに廊ろう下かの白さを強調している白熱灯はすべて消えていた。床近くにあるぼんやりとしたオレンジ色の光が、かすかに足下の輪りん郭かくを照らしだす。


    　シンと静まり返った病院の中では、一つの小さな物音が必要以上の存在感を持つ。


    　そんな中にあって、文字通り音も気配すらも消してたたずんでいる人影。


    「…………」


    　氏うじ家いえ太た一いちだ。


    　撃たれた箇か所しよを中心に、身体を包帯でぐるぐる巻きに近い状態にされていたが、自然治ち癒ゆ力が通常の人間のそれよりも数段強化されているため、もうかなり回復している。


    　その後ろには、ベンチに横たわりぐっすりと眠っている同級生の円えん藤どう璃奈がいた。


    　だれがそうしたのか、薄手のタオルケットが彼女の肩口までかかっている。


    　彼女は颯がここに入院したことを知ってから、ずっとこうやって颯のそばにいるらしい。


    　本当は秘密にしておくべきなのだが、同じ〈細セ胞ル〉用の病棟に入院していたこともあって、颯そうが病室に移送されてきたときに偶然見つけてしまったそうだ。


    （仕方ない……か。今は）


    　璃り奈なも巻き込んでしまっている。


    　彼女の怪け我がは、〈細セ胞ル〉を裏切ったユニット名な瀬せ龍たつ彦ひこによって負わされたものだ。


    　もっと正確に言うならば、彼自身も自分たちと同じ高校に通う同級生であった。おそらくは璃奈に好意を抱いていて、そのために同じバンドの活動までしようとしていた。


    　彼女にこんな怪我を負わせてしまったことは、彼の本意ではなかっただろう。


    　おそらく組織は知っていたのだろうが、太一自身はそのことをまったく知らされていなかった。ユニットとは、そういうものだ。噂うわさや、真しん偽ぎが曖あい昧まいな情報などを伝え聞くことはあるが、基本的に個々で独立していて、横のつながりは薄い。


    　自分たちは盤ばん上じようの駒こまに過ぎず、情報は第三者的にすべての事象を俯ふ瞰かんしながらゲームを進める〝プレイヤー〟だけが握っている。


    　ガラスの向こうに寝かされている颯は、あのときから目を醒ます気配すらない。


    「そ……ぅ。……どこにも、行かない……で」


    　ふと小さな声が背後から聞こえて、はっと後ろを振り返る。


    「円えん藤どうさん……？」


    　だが、璃奈はすやすやと寝息を立てている。


    　どうやら起きて喋しやべっていたわけではなかったようだ。


    　寝返りを打ち、かかっていたタオルケットがはらりとずれ落ちる。


    　初夏だというのに、冷たい風のせいか今日はどこか肌寒い。璃奈がぶるっと震えたのを見て、太た一いちはタオルケットをかけ直そうと近づいた。


    （……円藤さんて、こんなに小さかったんだ）


    　太一の知っている円藤璃奈という女の子のイメージは、男っぽい口調で虚勢を張りながら、颯と本格的なケンカをし始めたりする、強気な女の子。


    　わずかでも颯の傍かたわらにいるために、寝心地いいはずがないソファベンチで小さく丸まっている璃奈は、そのイメージとはかけはなれていてすこしおかしかった。


    　ずれたタオルケットを肩までかけ直してあげたところで、


    「……た、太一？」


    「……あ」


    　唐とう突とつにぱっちりと目を開けた璃奈と思い切り視線が交こう錯さくした。


    「やっぱり、たい──！」


    　璃奈が急に起きあがったため、ゴツンっと二人の額ひたいがぶつかった。


    「い、いたた……」


    「いってぇ……なんだよ、避よけてくれよ……」


    「だ、だって、円えん藤どうさんが急に起きるから」


    「そ、そんなことはどうでもいいんだよ！　なぁ、太た一いち。あんたは絶対なんか知ってるだろ！　あのときのこと」


    　と、太一の腕をぐいっと引っ張る璃奈。


    「いつっ」


    　璃り奈なはそこで、太一も怪我を負っていることに気づいた。


    「あ……ご、ごめん。怪我……してたのか？　お前も」


    　璃奈はぱっと手を離し、複雑そうな表情を浮かべた。


    「ひどい怪我じゃんか。なんで、お前はこんな怪我したんだ……？　そもそも、颯そうはなんでこんなことになってるんだよ」


    「…………」


    「あのあと、龍たつ彦ひこは……どうしたんだ？　あのカナデって子は、一回も見舞いに来ないけど、このこと知ってるのか？」


    「…………」


    「ほんとに……なにがあったんだよ。知ってること、すこしでいいから教えてくれよ」


    「…………」


    「あのときのこと、テレビじゃ手抜き工事の事故とか言ってるし、ケータイからネット見てみても、その工事会社を非難するような情報しか見つからないし」


    「…………」


    「太一は、なんか知ってるんだよな？　な？」


    「…………」


    　太一は矢や継つぎ早ばやに浴びせられる質問に、ただ視線をそらし無言で応えるしかなかった。


    「黙ってるだけかよっ！　ボクには答える価値もないってことか！」


    　璃奈は立ちあがって激げつ昂こうし、太一の襟えり首くびをつかんで颯の病室と廊ろう下かを隔へだてている大きなガラスの壁にどがんっと身体ごと打ちつけた。


    　ガラスに、左右が逆になった太一と璃奈の二人がぼんやりと映しだされる。


    　璃奈のあげた大声は、静かな病院の廊下の隅から隅まで波は紋もんのように響き渡っていく。


    　すぐにまた、それを打ち消すような沈ちん黙もくが伝でん播ぱしていく。


    「なんでだよ……」


    　璃奈は太一の目を見られず、うつむいてしまった。


    「ごめん……たぶん今アンタを責めたてたって、きっとしょうがないんだって……。どうしようもないんだって、なんとなくは、わかってるんだけど」


    「円藤さん……」


    「もう……ほかに、どうしていいかわかんないんだよっ！」


    　諦あきらめきれない思いと、どうしようもなさが入り交じる。


    　なかばヤケになったように、


    「くそっ……くそっ……くそぉっぉおぉお!!」


    　璃り奈なは、隔かく壁へきになっているガラスをガンっ、ガンッと、正せい拳けん突きで何度も殴りつけた。


    　──そのときである。


    　ビーッ　ビーッ　ビーッ！


    　突とつ如じよとして、病室にけたたましい警報音が鳴り響く。


    「え？　え？　ご、ごめん。もしかしてボクのせいか？」


    　ガラスを殴りつけていた拳こぶしをさすりながら、挙動不審げに視線をきょろきょろとさせる璃奈。


    「いや……違う」


    　病室にいる颯に取りつけられている計測装置の針やメーターが、すべて限界まで振り切れていた。


    



    「……間に合いませんでしたか」


    　突然、後ろから子どもの声が聞こえた。


    　璃奈と太た一いちが振り向くと、そこには一人の子どもがぽつんと立っている。


    　感情の読めない表情で二人をじっと見あげていた。
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    「あ、あれ？　遊園地にいた坊ぼう主ずじゃないか。な、なんでここに？」


    　それは颯そうと璃り奈なに奇妙な謎かけをしたあと、魔法のように消えてしまった少年だった。


    　ごっ。


    　太た一いちが、驚きよう愕がくの表情を浮かべて、ガラスに背中を預ける。


    「ま、まさか──」


    「太一……？」


    　こんなに面食らった太一の表情を、璃奈は見たことがない。


    「預よ言げん者しや……あ、あなたがどうしてここに」


    　太一に預言者と呼ばれた少年は、小首をかしげながらにっこりと、あくまで子どもらしい笑顔を崩さずに言った。


    



    「璃奈さんの質問には、ぼくがお答えしましょう。そして、これからのことについてもね」

  


  
    



    　　　２ｎｄ ＦＬＡＧ　モラトリアム・アディクション─ replay ─


    



    　間延びしたチャイムの音が頭の片隅で残響している。


    「…………ん」


    　視界は暗い。


    　俺はどうやら頭を腕に乗せ、机に突つっ伏ぷした状態で眠っていたみたいだ。


    　だが、眠りに就ついたときの記憶がどうもはっきりしない。


    　とにもかくにも俺はゆっくりと顔をあげ、真っ暗だった視野に色を取り込む。


    「教室……？」


    　一瞬、目がおかしくなったのかと思うくらい、茜あかね色が一面を彩いろどる世界が眼前に広がっていた。


    　高校の教室の片隅で、俺は眠っていたみたいだ。


    　長時間そうしていたからなのか、背中の筋肉がすこし軋きしむ。


    　教室には俺一人しかいない。


    　大きな窓が一か所だけ開いていて、そこから気持ちのいい風がときおり吹き込んでは、薄緑色のカーテンを揺らしている。


    　窓の外からは複数人で声を合わせた応援のかけ声が威勢よく聞こえてくる。


    　どうやら野球部がグラウンドで練習中らしい。


    （……なんで俺、こんなとこにいるんだっけ）


    　確かに、ここ数か月ですっかりと見慣れた教室の光景だ。


    　だが、こんなところで眠りに就いた記憶は、ない。


    　違和感を醸じよう造ぞうする記憶は必死に脳に伝わろうとしているが、首筋のあたりで堰せき止められている感じだった。


    （ここ……ウチの高校だよなぁ）


    　確かに俺の机。入学時にはすでに彫り込まれていた意味不明のラクガキもそのままだ。


    （俺、たしか……）


    　窓の外からカラスの鳴き声がしたかと思うと、数羽が止まり木から飛び立った。


    　ばさばさっという羽音と、枝葉がこすれあうざわめきが聞こえる。


    　そのとき、俺の脳のう裏りにある瞬間の映像が巻き戻ってきた。


    （そ、そうだ。俺！　たしか菜な月つきに撃たれて……！）


    　あのときの光景が、静止したイメージとして何枚もフラッシュバックしてくる。


    　俺は慌あわてて、制服をはだけさせて自分の胸のあたりを確認した。


    　だが──


    （あ、あれ……？）


    　銃による傷跡など、身体には微み塵じんもなかった。


    　思わず撃たれたあたりをさすってみたものの、やはりなんともない。


    （どういう……ことなんだ。こりゃ）


    　思考回路がうまく働かず、机に座ったままぼんやりとしていると、


    「あ、こんなとこにいたッ！　おーい、たっちんがいたよー！」


    「……へ？」


    　いきなりガララ～ッと教室のドアを開け、そう叫んだのは龍たつ彦ひこだった。


    　名な瀬せ龍彦。俺がバンドのボーカルに誘ったやつだ。


    　自分もタツヒコなのに、俺のことを〝たっちん〟と呼ぶ。まぎらわしくないか？　と言ってみたことがあるが、それがインスピレーションだからねッ、とかよくわからないことを言って、変えようとしなかった。


    　そんなふうに、すぐ人に変なあだ名をつけたがる。背は低めで、いじりっけのない髪、ビン底眼鏡めがねの風ふう貌ぼうはとてもボーカル向きに見えないが、ひとたびマイクを握れば、これがまた伸びやかないい声で歌うのだ。


    　だけど……龍彦は、あのとき確かに。


    「さすがっ龍彦くんっ！　頭いいねっ」


    　教室のドアのところに立っていた龍彦に、背後から勢いよく抱きつく女の先輩。


    「うわッと。やめろよ、織おり花か！　びびるだろッ」


    　龍たつ彦ひこの小さな身体はその勢いに負け、教室の中に押しこまれた。


    　あの人は……たしか神住かすみ織花さん、だ。


    　龍彦のことが好きで、いつも追いかけ回していた一学年上の先輩。


    （っつーか……あれ？　おかしい……よな。神住先輩って、たしか死んだって。それに龍彦も……だよ。なんで……）


    　夜の公園で太た一いちが抱き上げていた、神住先輩の亡なき骸がら。


    　俺に銃口を向けた、龍彦の顔。


    「どしたの？　たっちん。そんなオバケでも見たような顔して」


    　目の前で展開されている光景と、記憶の回路がうまくつながってくれない。


    　俺がどこか釈しやく然ぜんとしない気分でいると、


    「あ、ほんとだ。いたいた。颯そう、アンタなんで来なかったんだよ」


    「えー、ほんとに？　さっき捜しに来たときはいなかったはずだけどなぁ」


    　次に現れたのは、璃り奈なと太た一いちの二人だった。


    　俺の幼なじみと、親友。


    　この二人もバンドのメンバー。璃奈がドラム、太一がベース担当だ。


    「おい、アンタなんだよ。そのボサった髪は。まさか、言いだしっぺのアンタが練習すっぽかして、ここでずっと寝てたとか言わないよな？」


    　璃奈が、額ひたいに青筋を浮かべて拳こぶしをぽきぽきと鳴らしている。


    　ちなみに、璃奈は通っている格闘技の道場で、すでに師し範はん代だいまでのぼり詰めていたりする女だてらの豪腕だ。


    「え？　あ、いや……」


    「文化祭も近いから、今日は絶対みんなで集まって練習やるって颯そうが言ったんじゃないか。もう部室、閉められちゃったよ？」


    　ベースケースを背負った太一が言う。


    「あ、えっと……そうだったけか。す、すまんすまん」


    　謝りながらも、俺は自分が今放りこまれている状況をまったく呑み込めていない。


    　龍たつ彦ひこも、神か住すみ先輩も。


    　璃奈も、太一も。


    　俺も。


    　どうして、なにもかもなかったように──ここにいるんだろう。


    「すまんすまん……じゃないっての！　アンタなぁ」


    「もう……。颯が同じ言葉を二回繰り返すってことは、思ってない証しよう拠こ」


    　璃奈と太一は顔を見合わせたあと、そろって呆あきれを絵に描いたような表情を浮かべた。


    　俺は混乱しきりだった。


    　ただ一つ、今の状況に答えを出すのなら──


    「な、なぁ璃り奈な、ちょっと聞いていいか？　噓うそは言わないでくれよ」


    「……ん？　なんだよ。改まっちゃって」


    「ここってさ……天国とか、か？　もしかして」


    　その場にいる全員の空気がピシッと固まった。


    「…………は、はぁ？　ちょっと、颯そう。アンタ、マジでどっかで頭でも打ったのか？　それとも急激な高熱でやられたとか」


    　そう言いながら璃奈が近づいてきて中腰になると、俺の額ひたいにぴたっと手を当てた。


    「なっ──」


    　急に迫ってきた璃奈の顔。


    　璃奈の手は、俺の額と璃奈の額を何度か往復する。


    「熱って、わけではなさそうだな。あつくない」


    「……や、やめろって！」


    　俺はとてつもなく気恥ずかしくなり、璃奈の手を払ってしまう。


    「な、なんだよ……。今さらこんなのくらいで。逆に恥ずかしくなるっての！」


    「お前……なんとも、ないのか？」


    「なにがよ」


    「だから……その……撃たれた、とことか」


    　きょとんと俺を見つめる、璃奈。


    「……うたれた？　注射？」


    「銃……で」


    「やっぱり、頭をぶつけたセンかな？」


    　璃奈が他の三人に目め配くばせしながらそう言うと、みんなはおかしそうに笑った。


    「あ、わかった！　颯、きっといやな夢でも見てたんだろ。アンタ、ガキのころから結構夢見悪かったからなあ。目醒めたら世界がみんな崩ほう壊かいしちゃってて自分だけ生き残った夢とか。よく見たって言ってたじゃん」


    　璃奈は俺をちょっとからかうような目つきで、ふふんと笑った。


    「そんなわけない！　俺は」


    　確かに撃たれたんだ、と言いかけてやめた。


    　さっき確認したばかりではないか。


    　俺の身体にそんな傷跡は残っていなかったのだ。


    「練習サボって眠りこけて悪い夢にうなされるとはね。いいご身分というか、自じ業ごう自じ得とくというか、アンタらしいというか」


    　璃り奈なは胸のところで腕を組んで、仁に王おう様のように俺を見おろす。


    「いや、そうじゃなくって──」


    　俺がそう否定しかけたところで、


    「うわ───ッ！　なんだよ、これ！」


    　いきなり、黒板の前で大声をあげたのは龍たつ彦ひこだった。


    　龍彦の視線の先を追うと、確かにとんでもないものが描かれていた。


    　なんで気づかなかったんだろう、俺。


    「うぎゃ────っ！」


    「な、なななななっ！」


    〝拓たく真ま颯そう〟　〝円えん藤どう璃奈〟


    　俺と璃奈の名前が並んだ〝相合い傘〟などという時代錯さく誤ごかつ年齢錯誤も甚はなはだしいものが、ご丁てい寧ねいにピンク色と黄色と白のチョークで書き分けられて、黒板の中心にでかでかと鎮ちん座ざしていたのだ。


    「もしかして、たっちん。これ自分で書いて、璃奈っちに告白しようとか思ってたんじゃないの!?　やっるねー、この旧世代アナログ男！　ひゅーひゅーっ！」


    　龍彦がわけのわからん妄もう想そうを、ありったけの笑顔で口走った。


    「するわけあるか！　まして、そんな恥ずかしい方法で！」


    　太た一いちはといえば「颯って、こんなに字うまかったかな」とか冷静に相合い傘を観察しながらつぶやいている。やめてくれ、頼むから。


    「ったく、だれだよ。こんなガキくさい冷やかしすんのは！」


    　璃奈が黒板に駆け寄って、黒板消しを左右にこすり回す。


    　あっというまに俺と璃奈の相合い傘は形を消し、乱雑なチョークの消し跡だけが残った。


    　ただ、璃奈の背では届かなかったのか一番てっぺんにあるハートマークだけが、そのまま置き去りにされている。


    　それが逆に恥ずかしいのは、俺だけだろうか。


    「あーぁ、なんだつまんないの」


    　龍彦が両手を頭の後ろに回して、子どもっぽい仕草で不平を漏らす。


    　すると、神か住すみ先輩が龍彦に強引に腕を絡ませて、


    「ねえねえ。龍彦くんっ、今度はわたしたちも描こうよ！」


    　ずいぶんと楽しそうに、そう言った。


    「は？　や、やだよー。やめてくれよ～」


    「えー。いいでしょ？　実は一回やってみたかったんだ。おねがい、龍彦くんっ」


    「しょ、しょうがないなぁ、織おり花かは。……ちっさく書いてよ？」


    　しょうがないのはお前だ。なんだよ、そのデレ面づら。


    　つーか、そもそも、二人ってそんな仲良かったっけ。


    　そう思って龍たつ彦ひこと神か住すみ先輩を見ていると、璃り奈なが怖いくらいの大おお股また歩きで戻ってきた。


    「もうっ。帰ろうぜ！」


    「な、なにをそんなに怒ってんだよ。お、俺が書いたんじゃないぞ、あれは。そんな赤鬼みたいに顔真っ赤にして……」


    「お、怒ってない！　ただ、その……」


    「なんだよ……」


    　真っ赤な金魚みたいに口をぱくぱくとさせる璃奈。


    「な、なんでもねぇよ！　バカ颯そう！」


    　なぜか俺に寸すん止どめの正せい拳けん突きが飛んできた。


    「怒ってるじゃねえか……」


    　璃奈は真っ赤な顔で怒ったまま、教室の一角にある机に向かった。


    　そして、そこにかけられている荷物を乱暴に鞄かばんに投げ入れ、帰り支度を整え始める。


    　俺は璃奈のその行動に思わず立ちあがっていた。


    「ちょ、ちょっとまて！」


    　座っていた木製のパイプ椅い子すが、ガタンッと大きな音を立てる。


    「璃奈……その席って、お前のか……？　お前って、このクラス……だっけ？」


    「はい？　ちょっとさ、今日はほんとどうしたんだよ。おかしいぜ？　アンタとボクは、同じクラスだろーが。寝ぼけすぎだぞ」


    　だって、その席は──〝菜な月つきカナデ〟の席じゃないのか？


    「な、なぁ。おかしいついでにもう一つ聞くけど……このクラスにさ、菜月カナデって娘こ、いるよな？　わかるよな？　お前も」


    「……な、つき？　だれそれ。ボクは知らないよ、とりあえず」


    　きょとんとした璃奈の顔は、噓うそを言っているようには見えなかった。


    　知らない？　菜月の存在自体が、なかったとでもいうのか。


    「た、太た一いち、龍彦！　お前らはわかるよなっ！　会ったじゃないか！」


    「なつき……さん？　ううん、知らないなぁ。龍彦くんは？」


    　ちょっと考える素そ振ぶりをしてみせたが、やはり龍彦も首を振る。


    「そ、そんなバカな……ことって」


    　あっていいのか。


    　頭がくらくらしてきた俺は、椅子に力なく腰を落とした。


    「颯、ほんとにどうしたのさ。大丈夫？　なんか顔色悪いよ？」


    「あ、わかった！　すっげリアルな夢に出てきた超かわゆい女の子なんじゃね？　しかも、エッチぃ夢だったんだろ！　それで未練がましく……もうっ、たっちんのすけべッ！」


    　俺は、みんなの顔をもう一度ゆっくり見回してみる。


    　これは、確かに現実としか思えない。


    　今までのは本当にすべて夢だったというのか？


    　目の前でやわらかく笑う太た一いちの胸に抱かれていた、神か住すみ先輩の亡なき骸がらも。


    　その太一が、俺にずっと噓を吐ついていたという事実も。


    　俺がＦＬＡＧフラグとかいう存在で、実はもう一度死んでいるという与よ太た話ばなしも。


    　目の前でにゃははっと子どもっぽく笑っている龍たつ彦ひこが、俺に銃を向ける光景も。


    　その龍彦に璃り奈なが撃たれ傷ついたときの、どうしようもなく苦にが々にがしい気持ちも。


    　菜な月つきに撃たれた、あの夜ことも。


    　そう。俺はあのとき、確かに「好きだ」と思った女の子から。


    　銃口を向けられて、撃たれた。これ以上ない方法で、拒絶されたのだ。


    　信じたくない。あんなことが現実であっていいはずがない。


    　じゃあ、一体どこからどこまでが？


    　わからない。なにもかも、わからないけど……。


    　あれがすべて、本当にタチの悪い夢だったとしたら。


    （そう考えるほうが自然だよな……実は）


    　あれはどう考えたって現実離れしすぎてる。


    「そ、そうだよな。俺やっぱ、変な夢見てたのかも……うん」


    「うわっ、やっぱたっちん、エッチぃ夢見てたんだ！　たっちん、不ふ潔けつだよッ」


    「そっちじゃねえよ！」


    「どっちでもいいよ。さっさと帰ろうぜ。もう下校時刻過ぎてるぞ」


    　帰り支度を整えた璃奈が促す。


    「颯そう、今日の練習の代替日もちゃんと考えておかないとね。文化祭まで時間ないよ？」


    「ああ。わ、わるかったな、今日は」


    「たっちん、夢の女の子かわいかった？　ねぇねぇ、くわしく聞きたいな」


    「あ、龍彦くんっ。他の女の子の話してる。浮気はだめだよ！」


    「ゆ、夢の話だからいいじゃんよ」


    　みんなの顔が、茜あかね色の夕闇に吸い込まれていく。


    　みんなの声が、あんなのは夢だよ、噓うそだよと言ってくれているようで。


    　この日常が現実でなくて、なんだというんだろう。


    （……そうだよな）


    　あれは夢だったんだ。


    　全部。全部。全部。


    　あの悪夢の中で起きたイヤなこと、そのすべてが。


    （バカみてぇ……俺）


    　普段は無ぶ愛あい想そうな顔が、自然と笑顔になっていたんだと思う。


    「あれ？　今度はなんかうれしそうだね。どうしたの、ほんとに。変な颯そう」


    　太た一いちが、いつも通りの優しい笑顔を浮かべながら、そう言った。


    「ちょっとな。いいことあったつーか。いやなことがなかったつーか」


    「どーせエッチぃ夢の思いだし笑いだろ！　たっちんのムッツリ！」


    「だから、ちげぇっての……。お前は人の話を聞け！」


    　妄もう想そうスパークで俺を茶ちや化かす龍たつ彦ひこに、ヘッドロックをかましてやった。


    　璃り奈なも、太一も、神か住すみ先輩も、技をかけられている龍彦も──俺も。


    　みんな、楽しげに笑っていた。


    



    　これが、ホントにホントの現実で──いいんだよな。


    　まだどこかで釈しやく然ぜんとせず、完全には迷いをぬぐい去ることができずにいた。
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    「ただいま」


    　なぜか、その一言に安あん堵どする自分がいた。


    　玄関のドアを開けると、洗濯機の回るゴオオンという駆動音が聞こえる。


    　病院で夜勤のことも多いのだが、今日は母さんご在宅の日らしい。


    「おじゃましまーす」


    　後ろから言ったのは璃奈だ。


    　どうも昨日ＣＤを貸す約束をしていたようで、家までそのままついてきた。


    　俺はまったく覚えてないけど、別に断るようなことでもなかったし。


    　リビングのドアを開けようとしたとき、ガチャリと、


    「あ、あら。びっくりしたあ。帰ってたの、颯」


    　母さんのほうがドアを先に開けた。


    　大きな洗濯カゴを、胸の上で抱えている。


    「おう。ただいまって言ったじゃん」


    「聞こえなかったのよ。洗濯機回してたからかな」


    「あ、おばさん。こんちはー」


    「あら、璃奈ちゃん。こんにちは。今日は遅かったのね。今まで学校だったの？」


    「ああ。部活があったからな」


    「ぷっ、部活って、よく言うよ。聞いてよ、おばさん！　颯のやつ、バンドの練習すっぽかして、教室でずっと寝てたんだぜ？　ひどくない？」


    「あらら……。まったく……璃り奈なちゃんには、苦労かけるわね。こんなバカ息子だけど見捨てないであげてね」


    　母さんが、ぽんぽんと俺の頭を叩く。


    「どういう意味だ……」


    　母さんは俺を無視して、璃奈に話し始めた。


    「璃奈ちゃん、実はもうご飯の準備してるんだけど、ウチで食べてかない？」


    「あ、ボク今日はＣＤ借りたら帰るから」


    「あら残念。今日は璃奈ちゃんの好きなラザニアで──」


    「やっぱ食べてく！」


    （おいおい、マジかよ……）


    　ラザニアというキーワードが、璃奈の顔を一瞬にして輝かせていた。


    「ほほほ。じゃあ、璃奈ちゃんのおうちには、母さんから電話しておくわね～」


    　母さんは愉ゆ快かいそうに手をひらひらと振って、洗濯機のある洗面所に入っていった。


    「なんだよ……ＣＤ借りるだけじゃねぇのかよ」


    「わ、悪いかよっ！　颯そうのおばさんのラザニアとココアは天下一品なんだよ！」


    「悪かないけど……」


    　この円えん藤どう璃奈という男兄弟みたいな幼なじみはいつだって強引なのだ。昔からよくこんなふうに振り回される。ため息を吐つきながらリビングに入ると、


    「……え？」


    　その人の顔が目に飛び込んできた瞬間、俺の思考は完全に停止した。


    　背中にかついでいたギターケースが、がたんっとフローリングの床に落ちる。


    「あぶねっ！　アンタなにしてんだよ！　って、颯？　どしたんだ？」


    　その人は、さも当たり前のように、リビングの椅い子すに座っていた。


    　こちらに気づくと、読んでいた新聞を閉じる。


    「どうしたんだよ、颯。ぼっとしちゃって」


    　後ろから、璃奈が怪け訝げんな顔をして俺をのぞき込んだ。


    　それでも、俺は冷静になることができない。


    「と、と……う」


    「おじさん、なんか、すごい久しぶりだねー。今日の颯なんかおかしいんだよ？　部活サボって教室で眠りこけてるし。寝ぼけてワケわかんないことばっか言うし。ちょっと父親の視点から説教してやってよ」


    「はははっ、仕方のないやつだな」


    　ひとかけらも邪じや気きが混じっていない、春先の陽光のような笑顔のまま。


    　二年前に事故で死んだはずの父親がそこにいたのだ。


    「おかえり、颯そう」


    「た……ただいま」
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    「でね。颯が言ったの。ここって……天国か？　って」


    「はっはっは。それはひどい寝ぼけようだな」


    「でしょー。もうヤんなっちゃうよ」


    　璃り奈なと、俺と、母さんと、父さんと。


    　奇妙な布ふ陣じんでの夕食タイムではあったが、リビングには笑い声が溢あふれていた。


    　…………俺以外の、だけど。


    　俺の学校生活もろもろが、話の花を咲かせるためのタネになってしまった。


    　とはいえ、父さんの笑い声が聞けるのは、掛け値なしにうれしかった。


    　あとで久しぶりに音楽の話でもしよう。俺がギターを始めたのは、完全に父さんの影響だったから。


    「ん、どうしたんだ？　颯」


    　無意識にじっと見てしまったようで、父さんが不思議そうに聞いてきた。


    　父さんは二年間単身赴ふ任にんで遠くにいたが、今日帰ってきたという話だった。


    　俺もずっと前から今日戻ってくることは知っていたらしいのだが、全然憶えてない。話しているときは適当に合わせたが、璃奈にＣＤを貸すという約束も憶えてなかったし。もしかしたら、軽い記憶喪そう失しつなのかもしれない。


    「な、なんでもない」


    「颯はまだギターやってるんだよな？　あとで、どれくらい巧うまくなったのか聞かせてもらおうかな。場合によっては特訓しなきゃいけないかもしれないが──」


    「あ、ああ！　わかった。巧くなりすぎててビビんなよ？　父さん」


    「お。言うようになったじゃないか」


    　無ぶ愛あい想そう面づらしかできない俺とは違って、大学生とか、新社会人といっても通じそうな若々しい容よう貌ぼう。いつだって人を心の底から和なごませる笑顔。


    　どちらかというと、太た一いちみたいなタイプだ。俺はたぶん、母さん似だ。


    「あ、預よ言げん者しや様の時間だよ。おばさん、テレビテレビ」


    「あら。もうそんな時間ね」


    　と、母さんがつけたテレビで不思議な番組が始まった。それを、みなは食い入るように見つめている。それは占うらないのような体てい裁さいを取った、不可思議な番組だった。


    



    



    §拓たく真ま颯そうさんのための預言§


    　あなたの望みを叶かなえてくれる人間は、今とても近くにいます。


    　その人を選べば、あなたはきっと迷いない選択ができるでしょう。


    　この世界そのものの。


    



    　書かれていることはへんてこだったけど、テレビ画面に俺の名前が入っていた……なんなんだろう、これ？


    　番組はすぐに終わった。当たり前のようにテレビは消され、話題は元に戻る。


    　そのうち俺イジリにも飽あきたのか、最近はやりのテレビ番組などの話題を交えながら、総じて至し極ごく他愛たわいもない話をした。


    「ごっちそうさまでしたー。おばさんの、ラザニアはホンット最高！」


    「璃り奈なちゃん、ありがと～。あなただけよ、そう言ってくれるのは」


    　母さんはオーバーなリアクションで、璃奈をぎゅぅと抱きしめた。


    　璃奈はうれしいような、恥ずかしいような、微妙な表情になっていた。


    「そんなふうに言ってもらえると、作った甲か斐いもあるってものよ。我が家の男たちは、そんなこと全然言ってくれなくてねぇ」


    　母さんは、横目でちらりと俺と父さんを順番に見やる。


    　父さんはバツが悪そうに咳せき払ばらいして、わざとらしく新聞を広げた。


    　それを見た母さんは不満そうに「もうっ」と言いながらも、あと片づけを始める。


    　璃奈も片づけを手伝いながら、母さんとおしゃべりをしていた。


    　普段とは違う璃奈の家庭的な雰ふん囲い気きを見せられて、すこしどきりとする。それにしても、なんでかこの二人は昔から気が合う。


    　片づけが終わると、手についた水をぴぴっと切って背伸びをした。


    「さ、おいしいご飯も食べたし、片づけも終わったし。そろそろ行こうぜ、颯」


    「お、おう」


    



    　ドア脇にあるスイッチを入れ、自分の部屋の明かりをつける。


    「相変わらず、味気ない部屋だな」


    　先に入った璃奈がぼそっとつぶやいた。


    「よけいなお世話」


    　俺はパタムと外開きのドアを閉める。


    　俺の部屋は、本当にいつも通りだった。


    　床には音楽雑誌が何冊か無造作に散らばったままだ。


    　エレキギターとアコースティックギターが一本ずつ、ベッドのすぐ横に並べてある。


    　とはいえ、音楽関連を中心とした必要最低限のものしかないので、殺さつ風ぷう景けいにも見える。収納家具は黒めのものが多い。


    　あまり勉強には使わない勉強机が木目なくらいだ。


    　璃り奈なはそんな部屋の隅にある、銀メッキのＣＤラックに迷うことなく向かう。


    　特に遠慮した様子もなくかがんで、がさごそと物色している。


    「…………」


    　俺の部屋は、記憶にあるそれとまったく違いがなかった。


    　なくなったものも増えたものも一切ない。


    　一つ気になることがあり、リビングとは襖ふすまを挟んでひと続きになっている和室をのぞいてみた。記憶通りであれば、父さんの仏ぶつ壇だんがあったはずだからだ。


    　だが、仏壇は洋服ダンスになっていた。


    　目の前で生じている事象すべてのつじつまが合っている。


    　ただ一つ、俺の記憶を除けば。


    　やっぱり俺がおかしくなっただけなのか。


    「あ、これこれ。じゃ借りてくな」


    「おう」


    　目的のアルバムを見つけだした璃奈。


    　リトルボーイというバンドのアルバム『エノラ・ゲイ』だ。


    　ジャケットは赤と黄色で表現されたキノコ雲。かなり昔の反戦歌なのだが、璃奈はその中に入っているラブソングがお目当てらしい。


    　戦争で国ごと引き裂かれた男女が、やがて戦場で再会するが、凶弾が女性を撃ち抜いてしまう。悲恋のリリックだったが、ピアノを取り入れたアレンジとメロディは美しい。


    「なんで、その曲知ってたんだ？」


    「ん～、預よ言げん者しや様が昨日いいよって奨すすめてくれたんだよな。ボクにはぴったりだって」


    「預言者……？　はっ、そんなベタなラブソングを璃奈にお奨めするとはな」


    　璃奈は、なぜかそのまま俺のディスクデッキにそのＣＤを挿し込み、再生ボタンを押した。


    　ギターのイントロ・リフがスピーカーから流れだす。


    　璃奈はアルバムのブックレットを開き、歌詞やライナーノーツを読み始めた。


    「……帰るんじゃないのか？」


    「いいじゃんか。ちょっと休きゆう憩けいさせてくれたって」


    　璃奈は途と端たんにむっとした顔になって、俺を睨にらみつけた。


    「別に……いいけどよ」


    　部屋には俺と璃奈の二人だけだ。


    　とはいえ、璃奈と俺は男兄弟かつケンカ友達みたいなものなのだ。


    　学校でも同じバンドまで組んでいるわけで。


    　璃り奈なが俺の部屋にいるのだって、別に珍しいことではない。


    　なのに、なんでだろう。


    　相合い傘あんなものを書かれたからか、璃奈の様子が気になって見えたりする。


    　食事のときから、妙に何度も目が合うし。


    （はっ……ないない）


    　ばかばかしい思考を、首を振って打ち消した。


    　イントロ的な短いインストが終わった。二曲目が、璃奈が目的としていたラブソング。


    　打って変わって、ギターとピアノが優しく一体となった美しいメロディで始まる。


    「なあ、颯そう……知ってた？」


    「知ってた」


    「殴るよ？」


    　璃奈はふんっと鼻を鳴らしてから、おもむろに言った。


    「龍たつ彦ひこと神か住すみ先輩さ。ちょっと前から、ちゃんとつき合ってたんだってさ。そうかなーとは思ってたけど。実はさあ……昨日学校の体育館裏で二人がキスしてるの見ちゃって」


    　それはまた大胆な話だ。


    「それからちょっと変なんだよな、ボク。なんか二人見てるとさ、こいつら二人きりのときはどんなことしてんのかなとか……。やっぱ好きあってればいろいろ、って……あ、べ、べつに変なこと考えてるわけじゃないんだぞ！　全然！」


    　考えてたんだな、きっと。


    「へー」


    「へー……じゃねえよ！　なんだその気の抜けた返事はっ!?」


    　璃奈はクワッと振り返った。また、顔が真っ赤になっている。


    　俺、そんなに怒らせること言ったか？


    「な、なんだよ……。そんなのぞき体験を告白されてもだな」


    「そうじゃなくてさ！　アンタも年ごろ男子なんだろ!?　なんか感想とかないわけ」


    「感想って言ってもなぁ」


    「アンタにこの手の話を聞いてもらおうとしたボクがばかだったよ。もう……なんで、アンタって……そんな鈍感なんだよ！」


    　叫ぶのと同時に、勢いのある蹴りが飛んできた。


    　狭い部屋の中では下へ手たに避けることもできず、中途半はん端ぱな状態でぶつかって足がもつれる。


    「きゃっ」


    「あぶねっ」


    　璃奈が机に激突しそうな危ない体勢で倒れたので、強引に引っ張って俺のほうがベッドを背にして倒れ込んだ。だが目もく算さんを誤り、頭が壁にぶつかりドゴぉンッと大きな音がした。


    「ん……いつっ」


    「わ、わるい……颯そう。大丈夫？」


    「いってえけど……お前のほうこそ大丈夫か？」


    　目を開くと、


    「……！」


    　璃り奈なとバッチリ目が合った。


    　なにより近い。顔がすさまじく近いのだ。


    「颯ってさ……変なときに妙に優しいよな。普段無ぶ愛あい想そうなくせにさ。卑ひ怯きようだよ」


    「な、なんの話だよ」


    　接触まであと数センチ。さっき熱を確かめられたときの比ではない。


    　しかも俺の上に璃奈が馬乗りで覆おおいかぶさった格好になっている。


    　心が勝手に鐘かねの早打ちを始めてしまう。


    　俺と璃奈はただの幼なじみ。男女だけど、気き兼がねせずにケンカだってできる仲。


    　ただそれだけ。璃奈だって、そう思ってるに違いない。そう思うのに。


    「……離れ、ないの？　璃奈さん」


    　動揺を気け取どられないように、努めて冷静に言ってみる。
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    　だが、意に反して璃奈はそのままじっとして、動こうとする気配すらない。


    「やだ……」


    「へ？」


    「離れ、たくない……かも」


    　そんな囁ささやきと同じリズムの吐と息いきを感じた。


    　鼻先同士が、ちょこんと当たる。


    「颯そう……」


    　異なる磁じ極きよくが緩ゆるやかに惹ひかれあうようにして。


    　俺たちはいつのまにか、唇を重ねていた。


    　甘くて、すこしだけしょっぱい、クリームみたいな味がした。


    　璃り奈なの小さな身体が押しつけられて、鼓こ動どうが強く伝わってくる。


    　普段のそれを知る由よしもないが、やたらと速くて不正確なビートを刻んでいて、時間の感覚を乱してしまう。璃奈は唇を離したあと、ぷはっと苦しそうに息を吸い込んだ。そうしている間、ずっと息を止めていたようだ。


    「ち、違うぞ！　…………じ、事故だからなこれ！　なんか急にそういう気分に」


    　顔を見られるのが恥ずかしかったのか。


    　顔を俺の隣となりにきゅっと寄せて身体を密着させた。


    「な、なんかボクも颯も、今日はおかしいんだよ」


    　璃奈の声が、これ以上ないくらいの近さで聞こえる。


    　ギターとピアノが奏かなでる泣きそうになるくらい切ない旋律がデッキから流れっぱなしだが、俺の耳にはすでに璃奈の身体越しに伝わってくる鼓こ動どうしか聞こえなくなっていた。


    「事故でも……俺なんかでよかったのかよ、相手」


    　俺がそう言うと、璃奈は小さく「ばか」とつぶやいた。


    「キスって……こんな、なんだな。神か住すみ先輩と龍たつ彦ひここういうことしてたんだ……うん、そっか。この先があんのか。あっちの二人は……進んでそうだよな」


    「まあ……。神住先輩ってかなり積極的っぽいしな」


    「そうだよな。あの先輩ってボクとは違って、女の子っぽいし。胸も……あるし」


    「胸は……まあ、比べるなよ。人それぞれだろ」


    「お世せ辞じでもそこは否定してくれよ！　でも、そうだよな。いくらあんたが鈍感男バカでも一応男だし、そういうの興味あるよな。男ってみんな胸はおっきいほうがいいんだもんな。で、でもボクだって格闘技やめたらきっと今よりは……」


    「そ、そりゃぁ興味ないって言ったら噓うそだけど。だからって、胸がでっかくなきゃとかっていう話じゃなくてだな──お、俺は別にいいと思うぞ、女のわりに筋肉質だろうが、人よりちょっと洗濯板だろうが」


    「アンタ……それフォローしてるつもりか？」


    　逆効果だったみたいだ。慣れないことはするもんじゃない。


    「ちょっと、颯そうー！」


    　唐とう突とつにリビングから母さんの声が届いた。


    　璃り奈なはがばっと飛び起きて、一瞬で部屋の隅へかっとぶ。


    　母さんは躊ちゆう躇ちよなくドアを開けると、顔だけ出して部屋の中をのぞき込んだ。


    「すごい音したけど、大丈夫？」


    　俺と璃奈は不自然なまでにそっぽを向いていた。


    　しかも流れているのが璃奈の聞きたがっていたラブソングなのだから始末が悪い。


    　美しいメロディが無駄にとってもムーディだ。


    　てか、らびんゆーとか何度も連れん呼こするな。雰ふん囲い気きでも出してるみたいじゃないか。


    「……どしたの、あんたたち」


    「だ、大丈夫！　ギター倒れただけだって！」


    　俺は慌あわてて声を張り、そう返した。


    「倒れてないじゃない」


    「さっきまで倒れてたんだよ！　いいから、はやく出てけって！」


    「はいはい。お邪じや魔まはいたしませんよ」


    　あんなところを見られていたら、お邪魔どころの話ではなかっただろうが。


    　母さんがおとなしく退散すると、部屋の隅でとてもわざとらしくＣＤをあさっていた璃奈が、ふぅぅぅぅと長いため息を吐ついた。


    「ボク帰るな。ごめん、なんか」


    　璃奈が目的のＣＤを仕し舞まい込んでから、部屋のドアノブに手をかけたとき、


    「颯……あのさ」


    「うん？」


    「さっき思わず事故とか言っちゃったけど、あれウソだから。ボクな、最近……颯の友達でいるのいやになっちゃったんだよな」


    「璃奈……それって」


    「あ、さすがに颯でも意味わかってくれたんだな。よかった。アンタって激烈に鈍にぶいからさ。真顔で『どういう意味だよ』とか言うかと思った」


    　璃奈は振り向いて、恋愛映画に出てくる恋する女の子みたいな顔ではにかんだ。


    　瞬間、なぜか別の記憶が頭をよぎった。


    　菜な月つきカナデという少女の幻影。


    　その肌に触れたこと。唇を重ねたこと。そのあとに、起きたこと。


    　璃奈も、もしかして、そうなるのではないか？


    　菜な月つきカナデなんていう存在はここにはいないはずなのに。


    　そんなふうに考えたくなくても、考えてしまう自分がいた。


    「と、とりあえず考えといて。返事、すぐじゃなくてもいいから！」


    　璃り奈なはそれだけ言うと、即座に部屋を飛び出していった。


    「おじさん、おばさん。さ、さよなら！」


    　妙にぎこちない慌あわてた声が、耳に届いた。


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    「璃奈さんの質問には、ぼくがお答えしましょう。そして、これからのことについてもね」


    「あ……アンタがぁ？」


    〈細セ胞ル〉の所有する医療施設。


    　預よ言げん者しやと呼ばれた少年は、露ろ骨こつに怪け訝げんな声をあげた璃奈に、「はい」と微笑んだ。


    　警報が鳴り続けているというのに、だれかが駆けつけてくる様子もなかったが、少年がパチンッと指を鳴らすと音は一瞬で止まった。


    「預言者！　円えん藤どうさんは一般人です！　今、彼女を巻き込むようなことは」


    　太た一いちが横から口を挟むと、預言者は困ったように眉根を寄せた。


    「そうなんですけど。もう充分巻き込んじゃってますし。緊急事態でもありまして」


    「で、ですがっ！」


    　納得していない太一を尻目に、預言者はおもむろに話を始めた。


    「璃奈さんは、この国で起こっているとされる戦争について、どのくらいご存じですか？」


    　預言者は、その小さな手を後ろ手に組み直す。


    「せ、戦争……？　テレビでやってる情報とか、偶然映ってたら見ることもあるけど、全然わかんないよ。だって、死人もほとんどでてないらしいし。関係ないって……思うし」


    　璃奈は質問の真意がわからず、とまどいながら答える。


    「まさにそう。多くの人々にとって、この国で行われている戦争は関係のない出来事なんです。かつて、戦争に大勢の人が反対したのは、だれかが打ちたてた大義名分で起こる争いによって、不条理に、かつ悲劇的に身近な人の命が失われたから。それでも、戦争は形をかえて繰り返されてきたわけですが」


    「う、うん……。その工夫の結果が今の戦争なんだろ？」


    「そう。実際、この戦争はほぼ〝戦死者ゼロ〟です。あくまで数字の上では、ですが」


    「……それは隠してるってこと？」


    「この戦争に関して、真実は隠匿されているといって過言ではありません。ネットの情報もあらかたフィルタリングされていますし、存在していてもノイズでしかない。ネットで食いつかれやすい、わかりやすい〝隠された真実〟もベイトとして定期的に撒いていますしね。また仮に本当に真実の情報をもつ人がいたとして、その情報を大きく発信しようとしたら、処分の対象になるでしょう」


    「しょ……しょぶんって。ボク……大丈夫なのか？　今こんなこと聞いちゃって」


    「え？　あ、す、すみません。つい脅おどかすようなことを」


    　預よ言げん者しやはいきなり子どもっぽい顔に戻って、慌てて首をふった。


    「さて、この戦争の本当の目的ですが。それはＦＬＡＧを奪い合うこと。ＦＬＡＧを埋め込まれた人間が体験した感情ログによって構築された可能性ストーリーを〈楽らく園えん〉に示すことです」


    「フラグ……？　〈楽園〉？」


    「はい。〈楽園〉は、世界中に張り巡らされているネットワークを一手に制御し、最適化するシステムとして生まれました。ＰＣからつなぐインターネットだけではありません。公共機関、交通機関、金融機関を始めとしたパブリックデータ。個人の行動に関しては、ケータイはもちろん、日常的な買い物、好み、趣味、友人関係の情報の蓄ちく積せき。ＧＰＳや硝子球による取得情報を合算した正確な位置情報……。通話の際の音声から感情を分析し、相手へ抱いた感情すらも保存しています」


    「……全部見られてるっていうのか？」


    「ええ。デジタル化された情報なら、基本的にすべて」


    「気持ちわりぃな……なんか」


    「そうでしょうね。ですがインフラとしてネットワークされているデジタル情報は、別々のシステムで管理してしまうと齟そ齬ごが生じることが多く、非効率的でした。そこですべての情報規格を統一し、張り巡らされたネットワークに構築された極大データベースを一元的に管理し、最適化するための運用システムが必要とされたのです」


    「最適化……って、みんなの調整役みたいなもんか？」


    「はい、わかりやすく言うとそうですね。〈楽園〉はすべてのデータが合算された集合知でもあり、同時に大変優秀なシミュレータでもありました。集められたすべてのデータを体系化し評価し、それに基づいた理想的な未来を精度の高い予測として導きだす。みんなをシアワセにするための調整役。そして、ぼくは〈楽園〉の行う膨ぼう大だいな処理を手助けするため、〈楽園〉がはじきだした未来を媒介する負荷分散システム。いわゆるＡＩです」


    「負荷分散……えーあい？」


    　璃奈が呆けたように呟くと、


    「璃り奈なさーん！」


    　預言者が急に甘える子どものような顔つきになり飛びつこうとした。


    「はっ!?」


    　驚いて抱き留めようとする璃奈だったが──


    「……え？」


    　預よ言げん者しやの少年の小さな体たい軀くは、璃り奈なの身体をそのまますり抜けた。


    　璃奈は啞あ然ぜんとしたまま、身体を動かすことができない。


    「な……あ。アンタって、ゆ、ゆ、幽霊……？」


    「だとしたら、まだよかったんですけど」


    　預言者は、固まっている璃奈の前にまた現れると、自じ嘲ちょう気味に笑う。


    「ぼくは〈楽園〉という巨きよ軀くなシステムを円滑に駆動させるために造られた、自立思考型の負荷分散システム〈預言者〉です。〈楽園〉が導き出した未来を現実に反映させる実行役だった。とでもいえばいいでしょうか。いわゆる生命体ではない。あなたの視覚視野に情報を送り込むことで、ここに存在するように見えているだけです」


    　預言者の少年は璃奈の手を握った。今度は、しっかりと感触がある。


    「こんなふうに、あなたの感触を司る信号に介入させてもらえば、本当に存在しているかのように感じさせることも可能です」


    「ど、どうやってボクに感覚を送ってるんだよ」


    「ぼくは情報体として、この世界と化合しているんですよ。あなたの身体には、そういうフェムトスケールの情報体が入り込んでいるんです。フェムトというのは、ナノよりさらに小さな大きさをあらわす言葉ですが」


    「……ま、マジ？　ボクの体に？」


    「はい。この国に張り巡らされている硝子ガラス球ありますよね？　あの球体から、絶えずそういった情報体が散布され、それらすべてはネットしています。この国にいるだれしも、それから逃れることはできない。この硝子球の開発によって〈楽園〉のカバーする情報ネットワークは、ほぼ完全になりました。まあ、安心してください。通常の生活で人体に害のあるものではない」


    「安心とか……言われても」


    「さらにプラスして、ひとつ大きく変わったことがありました」


    「変わったこと？」


    「はい。さっきのように璃奈さんの体に入り込んだ情報体を通して情報を保存するだけではなく、情報の定義そのものを書き換え、感覚に直接影響させることで、ぼくたちのような存在が実在しているように感じられる。要するに、実体がなかったはずの〈楽園〉が、実世界に影響を及ぼす術まで手に入れてしまったのです」


    「も、もうギブアップ寸前なんだけど、ボク」


    　璃奈が頭を抱えた様子を見て、預言者はくすりと微び笑しようした。


    「ネットワークを一元支配する〈楽園〉というシステムは確かに有効でした。そのとき、その人自身が望むパーソナルな欲求を読み込んで、これまでの実績データなどから換算した、その人の能力値における最適な未来を予測し、必要ならば世界の定義を書き換えたりしながら、最適な状態に導いていったのです。あくまでそれとは意識されないままにです」


    「な、なんか……怖いな。そんなの、ボクたちが機械に支配されてるようなものじゃないか。そんなのが、本当にシアワセなのか？」


    「でも璃り奈なさんは、これまで自分が支配されていると感じたことはありますか？」


    「いや、な、ないけど……」


    「そうでしょう？　でも、確実に誘導されているんですよ、どこかで。気づかないのは、たぶん個人化パーソナライズされているからです。あくまで、自分の意志で選択したのだと思いこめる。たとえばあなたと颯そうさんをつなぐ、偶然としか思えないような忘れ去られた記憶の中にも、〈楽園〉が誘導した事象があるんです」


    「……」


    「よくある、一つのイデオロギーを主体とした集団催眠的なものではありません。集合知が導き出した、その人にとっての、よりよい未来の形を提供するだけ。でも……」


    「でも……？　やっぱなんか……あったのか」


    「〈楽園〉が扱う欲望は、あまりにも肥大化しすぎたのです。あるとき、〈楽園〉が行うことのできる最適な環境構築の許容量を、人間の欲求によって生まれる〝奪い合い〟の必要性が超えてしまい、一つのエラーを起こしました。最初はただのイレギュラーパターンかバグだと思われた。だけど、次第にぼくと同じ存在である〈預よ言げん者しや〉同士の要求がバッティングするようになった。そんなことが度々起こる中、〈楽園〉の最適化システムは、自動的な判断で、人類そのものの未来を選択するためのシミュレーションを、世界に対して定義した。理想の戦争を模索するためにシミュレートされていたシステムを活用してね」


    「そ、そんな……」


    「そのときから〈楽園〉は、その問題を解消するための理想的な可能性ストーリーを求め始めたんです。そして、その答えをもって、世界の定義を一手に書き換えようとしている」


    「ストーリー……？」


    「はい。現存する預言者たちは、それぞれが最適だと判断した可能性ストーリーを適用するために、そのシナリオの正当性を宿すＦＬＡＧの奪い合いを開始することになったのです」


    「なんだよ……それ。なんなんだよ！」


    「その戦争を行うために生まれたのが、太た一いちくんのような戦争用のユニットです。彼らは戦争で消費されるために生まれた。人としては認定されていない存在」


    「なっ──」


    　璃奈が太一のほうを振り向くと、太一は苦しげな表情で目をそらした。


    　璃奈は預言者の少年をきっとにらみつけ、胸ぐらをつかむ。たしかな感触があった。


    「ア、アンタなあ、いい加減にしろよ！　人の気持ちも考え──」


    「円えん藤どうさん、いいんだ……本当のことだから」


    「た、太一……」


    「とはいえ、一般の人々にとっては、これまで通り。なんら変化のない、普通の生活が送れるわけです。関係のない戦争が、日常生活の外側に存在しているだけですから」


    「じゃあ颯そうは！　颯はなんでこんなことになったんだよ……」


    「それは、これからご説明します。では、颯さんの病室へ」


    　ずっと面会謝絶と言われ、近づくことができなかった病室に、預よ言げん者しやは躊ちゆう躇ちよなく入っていく。璃り奈なもそれを追って中に入った。


    「颯……」


    　璃奈は、人工呼吸器につながれている颯を間近で見て、胸が締めつけられる想いだった。


    　その光景があまりに痛々しく感じられる。


    「ＦＬＡＧについて。ぼくらは、これを奪い合っている」


    　そう言うと預言者は、颯の胸のところに手を当てた。


    　すると、颯の胸から半球状の深しん紅くの球体がにじりでてきた。


    　球体と同じ色の発光をともなって。


    「それが……ＦＬＡＧ？　な、なんでそんなものが颯の体に！」


    　預言者は、半分露出したＦＬＡＧを仕舞いこむように押し戻した。


    　深紅の光も、消失していく。


    「璃奈さんは、二年前、颯さんが巻き込まれた事故のこと、ご存じですよね？」


    「あ、当たり前だろ。それで颯のおじさんが……亡くなって」


    「実はそのとき、命を落としたのは彼の父である拓たく真ま一かず樹きさんではありませんでした」


    「は？」


    「本当は颯さんが、二年前のその日、命を落としていたのです」


    「ば、ばかなこと言うなよ。颯は、事故で失明とかして、大変だったけど……でも、もうピンピンしてて、ボクたちと一緒に暮らしてたじゃないか！　な、なあ、太た一いち！」


    　太一のほうを振り向くが、璃奈と視線を合わせようとしない。


    「ＦＬＡＧという〝いのち〟を父親から譲り受け、埋め込むことで……」


    「いのち……？」


    「はい。正確に言うなら、疑似生命として振る舞う情報体、フェムトスケールな情報の集合体ですね。身体の中に入り込んで、生命として、記憶や身体情報など、ほぼ完全な形で拓真颯さんという人間を機能させます。ぼくらは、これを再生リアライブと呼んでいます」


    「な……なんだよ、それ。じゃあ、颯のおじさんもＦＬＡＧだったのか？」


    「はい。そうして颯さんは、〈楽園〉の模索する可能性の一部となったのです」


    「それで……命を狙われた……ってことか？」


    「正確にはＦＬＡＧを、です。ＦＬＡＧは、その生命活動そのものが、完全なるライフログとして機能し、特殊要因として〈楽園〉にアーカイブされています。硝子ガラス球が通常得ている情報の比ではない。人間の心そのものをトレースしている。感情も、記憶も。そのライフログが、〈楽園〉に可能性ストーリーをシミュレートさせ、シナリオを生成していく糧になる」


    「お、おかしいよ……なんなんだよ、それ」


    　璃り奈なは眠っている颯の隣で、力なく膝を落とす。


    「それでも、しばらくは膠こう着ちやく状態が続いていたのです。だがそんな状況を、一気に進めようとする存在が現れてしまった。それが今回の一連の件です」


    　説明された事実に対して、認識がついていかない。


    「じゃあ、もしかして、あのとき龍たつ彦ひこが……ボクを撃ったのは。龍彦が颯を狙ってたって……そういうことなのか？　ま、まさかそんなことは、ないよな？　だって、龍彦は普通の」


    「いえ、残念ながら、その通りです。彼はこちら側のユニットでしたが、ドクターという男の奸計にかかり、寝返ってしまいました」


    「ドクター……な、なんだよ、そいつは。なんでこんなことを！」


    「ドクターは我々と敵対関係にある預よ言げん者しや〈コクーン〉と結びつき、ある計画を実行しようとしています。彼の目的、それは〈過剰選択終局バツドエンド〉と、世界そのものの〝再生リアライブ〟」


    「バッドエンド……世界の〝再生リアライブ〟」


    「人類の生命をすべてＦＬＡＧ化し、シアワセな世界に住まわせよう。そういう計画です」


    「……話してることが頭おかしすぎて、考えるだけで頭痛くなってきた……」


    「ですが、彼は確信をもってこの計画に囚われていました。……ずっと、ね。彼もかつては仲間だったのです。ぼくは預言者という身でありながら、そんな彼の感情に気づくことができなかった。それほど巧妙に、準備を進めていたのですが」


    「……で、でもさ。颯は今ここにいるんだから、とりあえず大丈夫なんだよな？」


    「いえ、ＦＬＡＧは情報体。どうやら、颯さんのＦＬＡＧを特定の場所に転送するプログラムを侵入させていたようです。その存在を把握したのが先ほどでして。お恥ずかしいことですが」


    　太た一いちが、そう聞いてはっとした顔になる。


    　颯を助けたとき身体に刺さっていた、ペンライトのような形状の器具。


    「……傷口に刺さっていた、あれか」


    「おそらくは」


    「え、じゃ、じゃあ、今の颯は……」


    「転送されたのは、いわゆる〝こころ〟を構成するデータだけのようです。生命活動は今のところ維持されている。ただ、おそらく時間はないでしょう。颯さんが『選択』をしたら、その時点で可能性ストーリーが確定され、起動してしまうかもしれない」


    「転送場所はわかっているのですか？」


    　太一が表情を崩さずに、低く冷徹な声で聞く。


    　普段の太一しか知らない璃奈にとって、太一のそんな声色は違和感があった。


    「ええ、それについては、すでに具体的な転送経路を調査させています」


    「ど、どうすればいいんだよっ！　は、はやく助けないと！　で、も……そんなすごいこと。ボクじゃなんにもできないのか……？　くそっ、またかよ……また、カヤの外なのかよ」


    　璃り奈なは拳こぶしをぎりぎりと強く握りしめる。


    「そんなことはありませんよ。そうであれば、こんなお話はしない。璃奈さん、現状の未来予測では颯そうさんを助けられる可能性が一番高いのが貴方なんです」


    　預言者はにこりと笑いかけた。


    「颯さんが飛ばされたのは、おそらくドクターが作った〈楽園の庭エデンズ・ガーデン〉。〈楽園〉のシステムを利用して、個人のデータを元にした世界を構築し、欲望の完全なる最適化を行うパーソナライズド・ワールドです。ドクターの目指している世界のシクミは、それを幾重にも連ねて、最適化が必要な部分以外相互に影響しあうクラスタ・ワールド」


    「〈楽園の庭エデンズ・ガーデン〉……ど、どうすれば颯を助けられるんだよ！」


    「端的に言えば。こちらの人間をデータ化したうえで〝庭〟に乗り込み、囚われている颯さんを連れ戻します。ただ……」


    「ただ？」


    「正直に申しあげると、この方法は大変な危険を伴います。生きて帰れるという保証は、残念ながらできません。璃奈さんの心が、そのままあちら側に取り込まれてしまう可能性も高く、成功確率は──」


    「行く！　行くに決まってるだろ！　絶対あのバカを連れ戻す」


    　預よ言げん者しやがすべての前提条件を言い終わる前に、璃奈は即答した。


    　颯を助けるために、自分の力を必要としてもらえるというのだから。


    　璃奈には、迷うことなどなに一つなかった。


    「……わかりました。……ただ、もう一つ」


    「なんだよ！　まだ、なんかあるのか」


    「〈楽園の庭エデンズ・ガーデン〉には、かなり強引な方法で入り込みます。ですが、扉の鍵を開く必要がある。要するにセキュリティを破るということです」


    「ア、アンタはだめなのかよ。そういうのって、お手のものなんじゃないの？」


    　預言者は首を振る。


    「残念ながら。ボクはあくまで〈楽園〉のシステムの一部。戦争に関する行為に直接関与することは、定義上できないのです」


    　子どもらしい顔で、オトナのような哀しげな表情をする。


    「〈細セ胞ル〉に所属している技術者では、埋め込まれたスパイウェアの対抗手段どころか、解析すらまともにできていない。単純に時間がない、ということもありますが、そのくらい〈楽園〉というシステムのセキュリティは固い」


    「そ、それじゃ……結局、今はどうしようもないってことじゃないか！」


    　預よ言げん者しやは、首を横に振った。


    「あらゆる可能性は常にゼロではない。セキュリティの要塞に侵入することのできる天才的なハッカーの心当たりがあります」


    「天才……ハッカー」


    「はい。それも年齢は璃り奈なさんより下ですよ」


    「ま、まじか？」


    「ええ。ハッカーのような人種の場合、才能を開花させる年齢が極端に若い場合が少なくないのです。ウィザードクラスの実力と呼ばれる彼の異名は〈鍵開けの魔術師マスターキー・ウイザード〉。彼の協力を得られれば、どんな扉の鍵でも打ち破ることができるでしょう」


    「じゃ、じゃあ今すぐ連れてきてよ！」


    「では太一くん。あなたが彼を迎えに行ってくれますか？」


    「は、はい。僕が、ですか」


    「ええ、すこし嫌な預言が〈楽園〉から降りてきているもので。なるべく急いでください。彼の名前は九ここの重えハルカ。過去、何度も〈楽園〉のセキュリティを突破したことのあるハッカーです。まあ、彼自身は〈楽園〉の敷いたセキュリティを破ったという認識はないと思いますが」

  


  
    



    　　　３ｒｄ ＦＬＡＧ　コラプテッド・コンフェッション─ simulation ─


    



    　自動生成型オートマチツクダンジョン。


    　鍵のかかった扉と、扉の奥に拡がる隠し部屋。


    　隠し部屋の中にある宝箱とその中身。


    　この世界はすべからく、そんなものでできている。


    　数え切れないほどの扉が並んでいる、平へい凡ぼんで退屈な一本道の寂さびれたダンジョン。


    　扉を開いて道を増やさなければ人生終了ゲームオーバーまで一生潜ることも曲がることもできない。


    　オレらは生まれ落ちた瞬間、破滅的に退屈なダンジョンに送り込まれたファイターってわけだ。あ、別に職業はウィザードでもいい。ハッカーらしくさ（笑）。


    　退屈とはいっても一直線の道にも罠わなは仕掛けられてるし、モンスターだって配置されてる。


    　災さい厄やくイベントだけは、頼みもしないのに向こうから勝手にやってくる。


    　扉の鍵を開けなきゃ、逃げる場所さえない。


    　イベントに出くわしたら、勝つか負けるかのサバイバルさ。


    　ダンジョンにいる間は油断できない。


    　じゃあ、鍵のかかった扉ってなんだって？


    　人間関係ってやつさ。


    　特定の法則によって暗号化された「鍵かぎ」のかかった扉とびらが、人間様。


    　その法則をここでは『約束事』と言おう。これはオレの好きな言い方で、特に理由はない。


    『約束事』を使って解読できる〝暗号化された心〟が、扉の錠じよう前まえってわけだ。


    　鍵がやたらと強固なヤツもいれば、そもそも外れっぱなしなヤツもいる。


    　鍵を隠そうとするヤツがいれば、隠してある他人の鍵をやたらと探したがるヤツもいる。


    　もし自分がそうだと思うなら、職業はシーフだぜ、きっと。


    　自分をうまく偽いつわって、相手の鍵だけを手に入れようとするヤツもいるだろうな。


    　他人のふりをしたり、偽ったりしながら、隠し部屋に入り込むなんてソーシャルエンジニアリングみたいなもんか。


    　他人の心の扉についた錠前を外すための『約束事』。それを獲得することができれば、相手の心を解読し、隠し部屋に入り込むことハツキングができる。


    　実は、みんな心をハッキングしあって生きてるってわけだ。


    　本質的には人類総ハッカーズ。オレらハツカーと全然変わらないんだよな。


    　ま、ともかく、そうやってお互いの『約束事』を共有して鍵を渡しあうことができれば、晴れて隠し部屋を往き来できるオトモダチになれる。


    　一いつ旦たん鍵を渡しあうと、不思議とお互いの部屋に専用の扉と通路リンクが生成されるんだよな。


    　専用だからよ、そこ通ってるときは気持ちいい。


    　そんな道がいくつも絡みあって、人間関係ソーシヤルネツトってやつになってく。


    　リアルには隠し部屋の中を、さらに細かく区切りパーテシヨンしてるヤツが多いけどな。


    　じゃあ、肝かん心じんな話。


    　結局、クラック用プログラムを使えないリアルな世界に溢あふれてる暗号を解く『約束事』はどう手に入れるのか？


    　それが一番単純なようで、単純じゃない話だよな。


    　ここにいるような人種は、オレも含め、それが苦手なタイプ多いだろうけど（笑）


    　相手が抱えてる過去すべてが絡みあって『約束事』を形成しているわけだよな。


    　だけど、相手の過去なんて簡単にわかるもんじゃないよ。


    　まずは読み取りスキヤンしていかなきゃならない。


    　とにかく情報を検索して、自分の経験と照合して、近いコードを見つけだす。


    　見つけたコードをハメ込んでみて、対処方法をコンパイル。


    　合ってるか、合ってないかの勝負はアウトプットしてみるまでわからない。


    　メンドくせえよ、実際エラーコードも吐いてくれない。


    　え？　心なんてもの表層で取り繕つくろうことができてしまうって？


    　そうだよな。その通り。ほんと厄やつ介かいさ。


    　表情も、話し方も、細かい仕草も。すべてがヒントであると同時に、フェイクである可能性だってある。


    　さらに言うなら、わりと取り繕うことができるという事実を、みんなで了りよう解かいしあいながら、たまにどうしようもなく取り繕つくろうことができなくなることも、また知ってる。


    　制御なんて、完かん璧ぺきにできるわけじゃない。


    　書いた本人が完璧だって吹ふい聴ちようしているソースコードほど、でっかい穴があるのと同じさ。


    　自分で定義したルールから外れた感情バグの奔ほん流りゆうに制圧されて、強固だったはずの暗号化が自壊し、隠し部屋の宝箱が開いてしまう。


    　たとえ部屋の鍵を渡しあっていても、普通宝箱の中身までは見られない。


    　お互いのこと結構深く知ってるようで、全部知ってるかって改めて真顔で言われたら微妙なこと多いだろ？


    　それが「全部か」なんて、実はそいつ本人にだってわからない。


    　だからこそ、みんな興味津しん々しん、開いた扉の宝箱をのぞくってわけだ。


    　ここで人間の質ってやつがわかる。


    　宝箱を開けちまったほうじゃない。見てるヤツのほうの本質がね。


    　怪物になりきって。宝箱の深しん淵えんを見つめようとする、その目を見つめ返してやればいいのさ。


    　好奇心旺おう盛せいなヤツ。同情してるヤツ。本気で心配してるヤツ。見ないようにして、実は指の間からのぞいてるヤツ。優しそうな目をしてたはずが嘲ちよう笑しようまじりに見下してるヤツ。


    　実際、宝箱の中身をのぞいたやつは大抵こう思うだろうな。


    　取り繕いきれずにあぶれた隠された中身こそ、真実だ。


    　そいつが覆おおい隠していた、本質なんだ──ってな。


    　だけど、本当にそうなのか？　そうオレは思うんだよな。


    



    　まあ、あれだ。


    　こんなことグダグダ言いたくなったのは、この界かい隈わいでは〈鍵開けの魔術師マスターキー・ウイザード〉とか言われて少なからず認められてても、リアルな人間関係ソーシヤルネツトにおいてオレはどうしようもなく鍵開けベタで、優秀な暗号解読者デクリプターにはけっしてなれないってことを痛感したからなんだけどな。


    　内うち弁べん慶けいまっしぐらだよ（笑）。


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    「よっ、副会長！　いいところに遭そう遇ぐう！　ちょっと頼みたいことが──」


    「副会長ちょっと来て。なんか生徒会長はどうしても無理みたいでさ。こっちの書類と、あと他校との懇こん親しん会の件の会計書類、まとめといてくれる？　こういう作業は君のほうが正直頼れるし。ほんとごめんねぇ。よろしく！」


    「あ、副会長！　こないだ申しん請せいした件って、まだ結果出てないの？　会長は、もう君が知ってるはずだって言ってたんだけど。え、知らない？　そんなあ」


    「副会長！　大変！　ケンカ、ケンカだよっ！」


    「副会長～。校内月報の件で会長に確認したら副会長マターだって言われちゃったんだけど、知らない？　うそぉ。困ったな……ま、今でいいや。ちょっとこれ見てほしいんだけど」


    「副会長ぉ。会長が呼んでるみたいよ？　なんか至急の用件だって」


    



    〝ああ、もう……。メンドくさい！　くそっ、でも……放っておけないんだよな、はあ〟


    



    　平へい穏おんこの上ない丘おか神がみ学園中等部の放課後には決まって、仕事を抱えて駆け回る生徒会副会長の足音が響き渡っていた。


    　とはいえ、それは副会長という役職だからという以上に、何事も放っておけないという彼自身の性質ゆえのものでもある。


    　怒りすらこもった足音が、生徒会室の前でぴたりと止まった。


    「会長っ！　なんでもかんでも仕事押しつけないでって、あれほど──」


    　九ここの重え悠ハルカは、勢いよく生徒会室のドアを開くなり、そう叫んだ。


    「やあ、早かったなハルカちゃん。私からの伝言伝わったみたいだね」


    　会長は、そう言って優雅にティーカップを掲かかげた。


    「ハルカちゃんって言うな！」


    〝ハルカ〟という女の子のような名前だが、れっきとした男。


    　友達からは「ハル」と略して呼ばれることが多く、そう呼ばれるほうが耳に馴な染じんでもいた。


    　一番嫌いな呼ばれ方が「ハルカちゃん」だ。


    　容姿にこれといった特徴がないのが特徴で、自分では印象の薄い顔だと思っている。


    　すっきりとした小顔で、ほどよく散らした短めの黒髪。


    　男の子にしては睫まつ毛げが長いね、などとよく言われる。


    　丘神学園中等部における、現役の生徒会副会長である。


    　それは、とても不本意ながらハルカに付ふ帯たいしているステータスだ。


    「なんなの。この惨さん状じようは」


    　ハルカは人差し指と中指の二本をこめかみに押しつけて、状況を見つめる。


    　頭の中にあるキーボードで、エラーを吐くだけのシンプルなコードを叩いた。


    　理解できないものを前にしたとき、ハルカのよくやる癖くせだ。


    「見ての通りさ」


    「通りって言われても」


    　明かりもついておらず、カーテンも閉めきられた薄暗い生徒会室。


    　その中心に敷かれたマットの上に、小さな球状の白いセンサーをつけてうごめく男子生徒数名がいた。その体勢や無駄に反はん復ぷくしている動きだけで言うと、どう見てもアレの真っ最中なのだが、メンツはみんな男。


    　もちろん裸ではなく、服の上から全身につけられたセンサーをぷらぷらと揺らしている。


    　だからこそ、今目の前に拡がっている光景はいっそう滑こつ稽けいに映った。


    「なに……やってんの、お前ら」


    　夢中になっていて、ハルカが入ってきたのに気づいていなかったらしい。


    　ハルカが声をかけると、警察のガサ入れにでもあったかのように、男子生徒たちが身体を寄せあい一か所に集結した。ぶるぶると震え「ひぃぃぃ」「もうお嫁にいけねぇよぉ」などと口々に（明らかにふざけ半分で）叫びあっている。


    　マットの対角線上の左右両角には、二台のカメラが設置されていた。


    　どうやら、モーションキャプチャー用の設備らしい。


    「これが、なんなのか知りたくないかい？」


    　そんな異様な空間にいる唯ゆい一いつの女の子が『会長』である。


    　ホンモノの絵になってもおかしくなさそうな整った顔に、自信が満ち溢あふれている。


    　ほおづえをつき、無駄に雰ふん囲い気きたっぷりな〝不敵な微笑〟を浮かべていた。


    　優雅に脚を組んで鎮ちん座ざしつつ、哀あわれな子こ羊ひつじたる彼らを観察している。

  


  [image: ]


  
    　カーテンの隙すき間まから射さし込む薄光が、会長の鮮やかなロングの金髪をよけいに際きわ立だたせていた。


    「知りたいような、すさまじくどうでもいいような」


    「まあ、そう言うなよ、ハルカくん。これは極めて実践的な実験なんだ」


    「実験？　これが……？」


    「そうさ。日にち夜や鬱うつ憤ぷんの溜たまる生徒のため、思春期特有の愛について、研究資料を制作しようと思いついてね。今、男性諸氏が欲望する愛の動作形態をトレースしているところさ。これを３Ｄモデルのモーションとして当て込めば、第一段階としてはそれなりにリアルな資料が作れるのではないかと、そう思ってね」


    　平然とそんなことを言ってのける会長。


    「しかし、こんな設備よく用意できたね。まさか校費使ってないよね？　会長」


    　にっこりとさわやかな笑顔でハルカが言う。


    「問題ない。領収書はきちんと切らせた」


    　ハルカの笑顔がひきつる。


    　会長は、ひらりと一枚の紙をハルカに差し出した。


    　ハルカがそれを受け取って見てみると、見慣れない桁けたの数字が並んでいる。


    「こんなの許可されるわけないだろっ！」


    「大丈夫さ。小さなことは気にするな、ハルカくん」


    　よく見ると、会長の横にはモーション保存用と思おぼしきノートＰＣが置かれていた。無線でカメラのシステムとネットしているようだ。


    　交互に見やると、確かにセンサーをつけた男子生徒たちと、リアルタイムに動きが同期シンクロしていた。


    　ぶるぶると微び細さいに震えあう数体のトレース用棒人形が画面に映っている。


    （シュールすぎ……）


    　ハルカは頭がくらくらしてくるのを感じて、右手で顔を覆おおう。


    「で、会長はそれを尻目に、一人優雅にお茶会？」


    　場違いな高級ティーセットは会長の私物だ。


    　紅茶葉の甘い香りが漂ただよっている。


    「さながら、マッド・ティーパーティといったところかな」


    　カップを右手に持ちながら、会長は悪びれもせず言った。


    「マッドなのは会長のほうでしょうが！」


    　ハルカは、抱えた重たい書類の束でばんっと手近な机を叩く。


    　この人、なにもしなければ普通の美人なのに……。


    　ハルカはため息を吐つきながら、つくづくとそう思った。


    「ハル！　会長は悪くないぞ！」


    「そ、そうだそうだ！　会長は俺たちのために」


    「そうだぞ！　ハル、お前だって男だろ！　わかるだろ、俺たちのりびどー」


    　モーション軍団（もちろん、全員顔見知り）が、そろって会長を援護した。


    「はいはい。どうせお前らのことだから『完成品ができたら無償で提供するぞ』とか甘いこと言われて、会長に首輪つけられてるんでしょ？」


    「う、うぐっ。一瞬で見抜くとは。貴様、実は名探偵か!?」


    「なんだよ。ハル、するどすぎ！」


    「ハルだってほんとはほしいくせに！」


    　ハルカは、ぎゃーぎゃーとうるさい不平を華か麗れいに受け流すさわやかな笑顔を浮かべた。


    「わかったわかった。わかったから、出た出た！　文句なら、あとでいくらでも受けつけるから。生徒会は忙しいんだって、これでも！」


    　ハルカは笑顔を作りながらも、全身にぽんぽんと揺れる電極を取りつけたままの風ふう体ていを晒さらしている情けない友人たちを、まとめて強引に生徒会室から押しだしていく。


    「忙しいのはハルだけだろぉぉ」


    「ハルの裏切り者ぉぉ」


    「うああぁあ、かいちょぉ。たすけてぇえ」


    「君たちの協力は無駄にしない。デキは期待していいぞ、待っていてくれ」


    　会長がモーション軍団に手を振った。


    「頼みましたよぉぉお。約束わすれな──」


    　ピシャンっ。


    　ハルカは全員をドアの外に閉めだすと、スライド式の鍵かぎをずらし施せ錠じようした。


    　施錠したドアにもたれかかり、ふぅっと一つ大きく息を吐つく。


    （忙しいのがオレだけってのは、正解だけど）


    　ドアの外ではモーション軍団を構成する友人数名によるブーイングが聞こえていたが、やがて諦あきらめたのか、大きな笑い声に変わった。


    「やっべ、実はちょっと楽しくなっちゃってた、俺」


    「あ、俺も俺も」


    「俺なんて、一瞬だけど君のよがる顔に惚ほれそうになったぜ」


    「そうかい？　じゃあ、家で続きでも──」


    「キモッ！」


    「そのやりとりはさすがにアブネえって！　ひくわ！」


    「てか、マジでできあがりが楽しみだよなー」


    「あの会長のやることだから、半はん端ぱねえって」


    「なっ。すげー神クオリティを期待してるんだけど」


    　バカな会話で盛りあがりながら、友人たちの足音が遠のいていく。


    　ハルカは、薄暗くなっていた生徒会室の電気をつけた。


    　ぶぶんっと音がして、手前から順番に天てん井じようの白熱灯が点ともっていく。


    「相変わらず見事な仕切りぶりだね、ハルカくんは。いや、本当に板についている」


    　ゆっくりとした拍はく手しゆが二人だけの生徒会室に響いた。


    　会長は不敵な笑みを崩し、愉ゆ快かいそうに笑っていた。


    「それ……皮肉？」


    「いいや。ハルカくんを副会長というポストに引き入れたのは、やはり正解だったな、と言いたいだけだよ。そんな私の名めい采さい配はいを自画自賛中さ」


    「引き入れたっていうか……強引に脅おどしたくせに」


    「ん～、聞こえないな」


    　ハルカは以前に友人が中学留年の危機に瀕ひんしたとき、テストの内容を〝不正な方法〟で入手して渡してしまったことがある。浅はかだとは思ったが、どうしても放っておけなかったのだ。


    　だが、証しよう拠こは一切残さなかったはずなのに、どうしてか会長に知られてしまい、黙っておくかわりに、ということで生徒会の仕事を引き受けたのだ。


    「オレはごく普通の平へい穏おんな生活を取り戻したいよ。副会長ってメンドくさいこと多すぎ。生徒会長がちゃんと働いてくれないと、特にね」


    「それが参さん謀ぼうというものだよ、ハルカくん？」


    　会長は皮肉をいなすようにティーカップ越しにウィンクした。


    　ウィンクなんて人によってはうすら寒いだけだろうが、会長のそれはサマになっている。


    （ほんとに……この人は）


    　会長はやることなすこと逐ちく一いちおかしい。


    　なのに、なぜか人を惹ひきつける不思議なカリスマ性というやつを持ち、それを隠そうとするどころか、常に全力でそれを誇こ示じ、発散し続けているのだ。


    　そして彼女のまわりには、その引力に惹きつけられた、心の鍵かぎを開けた人たちが集まってくる。


    　彼女自身が、人の心の鍵を開ける『約束事』を提供しているかのように。


    　そうして、次第に彼女のまわりには人が増えていき、あまつさえ生徒会長なんて役職までこなしているのだ。


    （仕事をこなしてるのは、オレだけど）


    　ハルカは一つため息を吐ついて、副会長用の席に座る。


    　そのデスクの傍かたわらには自分好みのスペックで構成したデスクトップＰＣが置かれていた。


    　ＰＣを起動すると、ハードディスクの回転音とともに駆動を始める。


    　ハルカは常々「普通でいたい」と思っている。


    　自分の力なんて、本当にちっぽけなもので。


    　結局、無力なんだ。関われば、自分の無力さをいつか突きつけられるのに。


    　もうイヤというほど体験したのに。


    （放っておけないんだよな……でも）


    　そう思うハルカにとって会長は、かなり謎の多い人物でもあった。


    　自然と場の空気を自分の色に染めあげていく。


    　会長はあらゆる意味でハルカとは対極的な存在といってもいい。


    　だからこそ、なのかもしれない。自分は性しよう懲こりもなく知りたがっているのだ。


    　この人が歩きながら撒まき散らす理解不能な謎ウイルス・プログラムを、解読デクリプトしたくはないのか？


    　ハルカの奥底にくすぶる好奇心が、誘惑する。


    「あ、そういえば。お呼びだったみたいだけど、なんか用事だったの？」


    「ん。実はとある制作物の出で来き映ばえについて、ハルカくんの意見がほしかったのだが。ま、立ち話はなんだ。紅茶でも飲みたまえよ、略式ですまないが」


    「本式なんてわからないし。別にいつも気にしないよ」


    　作さ法ほうはよくわからないが、会長の紅茶の味だけはホンモノだということはわかる。


    　会長は本当によそでは味わえない、段違いに美お味いしい紅茶を淹いれてくれるのだ。


    　それを楽しめるのが、ハルカがこの生徒会にいることで得られる唯ゆい一いつの特権と言ってもよかった。


    「いただきます」


    　鮮やかで、すこしだけ酸味のある深い薫かおりが鼻の奥をくすぐる。


    　その温かな紅茶で喉のどを潤うるおしながら、


    「出で来き映ばえって、なんなの？　新作の紅茶ってわけではなさそうだけど」


    「うむ。すこしだけ待ってくれるかな？」


    　そう聞くと、会長はカチャカチャとキーボードを打ち鳴らし、なにかの操作を始めた。


    　どうやら最終的な仕上げ作業中のようだ。


    　ややあって、会長がおもむろに「できたぞ」と言ってノートＰＣをくるんと回した。


    　会長が操作していたノートＰＣの画面をのぞき込む。


    「これさ」


    　会長がエンターキーを押すと、その映像は再生され始めた。


    「ぶふっ！」


    　せっかくの特権を盛大に噴きだしてしまう。


    「な、なんでオレと会長が」


    　トゥーンレンダーっぽく処理されてはいたが、ハルカと会長の体型がほぼそのまま再現された３Ｄモデルに、そのまんまの顔や髪型が、まるでプロの仕し業わざかと見み紛まごうほどに綺き麗れいなテクスチャとして当て込まれている。


    　ピンク色の狭い一室で、二体のモデルが絡みあっていた。


    　しかも、なんというか服を──着ていない。


    　極めつけに、モデルの〝動作〟には先ほどのアホな友人たちの実践的な動きとやらをトレースしたモーションが、早速当て込まれていた。


    「力作だろう？　昨日会長としての激務をこなして帰宅したあと、徹夜までして作ったのだよ。ネットで知りあったデザイナーに一部手伝ってはもらったがね。しかし、それでも服の制御は色々難しくてね。しわの再現などがどうしても。だから、このような状態に」


    　ハルカは口からぽたぽたと紅茶を零こぼしながら、


    「このような……っておかしいだろ！　このデータを全部消せ！　今すぐ！」


    　真っ赤な顔で叫んだ。


    　だが、会長がそれを意に介した様子はない。


    「いやいや、さすがにキャプチャーすると手つけの動作と違うな。どうだい、このリアルな動き。表情が変わらないのは難点だが」


    　カクカクと無表情のモデルデータが踊る。


    　映像を直視できず、真っ赤になった顔を隠すように両手で覆おおう。


    「……まさか、これのために、あんな高額設備そろえたの……」


    「まさか。それだけではないよ。今後もっと有意義に使うつもりさ。ちなみに、これを単なるモーションの設備と思ったら大間違いだよ、ハルカくん。あくまで、これは手始め」


    「ま、まだなにかやるつもりなの？」


    「詳細は秘密にしていたほうが、あとのお楽しみが増えるというものだろう？」


    「…………」


    　ハルカの指が眉み間けんでリズミカルに躍る。


    　渦うず巻まく疑問を解かい析せきするようにして、頭の中でキーボードを叩いているのだ。


    



    　なんでだろう。なんでこんなものを作ろうと思ったんだ、会長は。で、どこであんな設備をそろえ……って、たぶん、ネットで買ったんだろうな。怪しいサイトじゃなきゃいいけど。てか、あの請せい求きゆう金額やばいだろう。学校にバレたらどうするんだよ。いや、バレないなんて絶対ありえないだろ。どうやって言い訳するの？　またオレが帳ちよう尻じり合わせするの？　あれ結構大変なんだけど。てか、他の仕事も超山積みなんですけど。


    　そもそもさ、会長はオレとあんなのになってるの見て、なにがうれしいんだよ。


    　もっと山ほどいるカッコイイやつとか、タレントとかにすればいいんじゃないの？


    　オレをからかうため？　そうだろう。たぶん、そうだよな、きっとそうだ。


    



    　頭の中で〝カチッ〟とスイッチの入る音がした。


    「はは……しょうがないなぁ、会長は」


    　壊れ気味に笑いながら席に戻り、起動ずみのＰＣのキーボードを叩き始めた。


    　ＰＣの画面を見るなりハルカの瞳の色が──変わっていく。


    　コマンド入力ウィンドウ展開。フィールド接続完了。


    　リモートＰＣ接続完了。


    　侵入用プログラム〈クラック・エスピオナージ〉起動、接続経路検索開始。


    　無線ネット検知。暗号化確認。暗号形式照会。


    　暗号解析プログラム〈デクリプター・ナイト〉起動、注入開始。


    　痕跡消去プログラム〈クローキング・ニンジャ〉起動。常じよう駐ちゆう。


    　ここではないどこか。別の場所にあるＰＣを起動。そのディスクに隠してあるお手製のプログラムを次々と立ちあげながら、複雑怪奇なコマンドをカタカタと圧倒的なスピードと正確さで打ち込んでいく。


    　その過程で、それぞれのプログラムに設定されている忍者や騎士のＳＤマスコットキャラクターが、自分の行おこなっている処理作業を劇画化して再現する。


    　通常こういった類たぐいのツールでは〝無駄な処理〟は極力省はぶかれるものだが、ハルカはこういった処理を自作のプログラムに好んで取り入れていた。多くの作業を同時に進行しながら視覚的にマルチタスクの進行状況を確認できる点で、効率がよいと思っているのが三割。あとの七割は遊び心だ。


    　二頭身のトレンチコートが、秘密の隠し扉とびらを探しだす。


    　隠し扉の中にはいかにも殿との様さま然とした殿様がいた。


    　二頭身ニンジャが背後から現れ、殿様の首に暗あん器きを突きつけた。


    　殿様の首をすぽんとはねると、コミカルにとんだ首の真っ黒な断面に騎士が飛び込む。


    　騎士が暗闇で次々と襲いかかるコウモリ型のモンスターを打ち倒していく。


    　モンスターは毎回宝箱を落とすが、すべて空から箱ばこだ。


    　何度も何度もそれを繰り返す。


    　ハルカのキーボードを叩く手のスピードはどんどんと加速していく。


    （見つけた──）


    　キーを叩くリズムに乗せて、頭の中で勇壮な行進曲の鼻歌を流す。


    　大きな一つ目のボスモンスターが出現。


    　騎士は剣に雷らい光こうを落とし、斬ざん撃げきを繰りだす。


    　暗号解析を行うための分散コンピュータネットワークに接続。


    （行け！）


    　ボスモンスターを倒すための「呪文コマンド」入力だ。


    　炎に包まれたボスモンスターはあっけなく崩ほう壊かいし、宝箱にモーフィングした。


    　騎士が宝箱の中身を取り出し、高らかに剣を掲かかげた。


    　宝箱の中身は「鍵パスコード」だ。


    　今度はその鍵を、忍者が受け取る。


    　ハルカの口元が無意識に笑みを浮かべる。


    　その表情は、先ほどまでとは完全に別人のものになっていた。


    　大好きな遊ゆう戯ぎに熱中する子どものようだ。


    「いやはや、やはり男性諸氏の妄もう想そう力は賞賛に値あたいするよ。この体位の独[image: ]性は素晴らしいな。なあ、ハルカくんも、もうすこし見てみるべきだと思う……が、んん？」


    　会長が異変に気づいたようだ。


    　ノートＰＣのマウスやキーボードが一切意のままにならない。


    　闇やみ雲くもに操作するが、マウスのポインタはまったく別の動きを見せていく。


    「は、ハルカくんっ！」


    　会長が優雅な姿勢を崩して、勢いよく立ちあがった。


    　会長のノートＰＣの画面には、二頭身の忍者が現れていた。


    　一体。二体。三体。次々と現れる忍者が、やがて画面を埋め尽くした。


    「な……」


    　会長の見ていた映像やキャプチャー用のアプリケーションが強制的にシャットダウンされる。


    　そして、生成した動画ファイルのアイコンを忍者が寄ってたかって切り刻んでいく。


    　一人だけ色の違う赤い装しよう束ぞくを着た忍者が、画面上から飛び降りてきて着地。


    　これ見よがしにＰＣの暗証番号が入った「鍵かぎ」をかざした。


    　ハルカは回転する椅い子すをくるりと回し、


    「解かい錠じよう完了！　会長のノートはもうオレの意のままだ」


    　まるで子どものように、ハルカは楽しげに言った。


    「動画のデータは消去中だから。悪く思わないでね、会長。モーションデータもロックしちゃったよ。お情けでまだ消してはいないけど」


    　普段のハルカからしたら妙に活き活きと芝居がかった口調だった。


    　同時に、その目に宿る確かな凄すご味みも感じられた。


    　現実に、そういうことが簡単にできてしまうという証しよう左さゆえ。


    　ハルカはネット上で「ウィザードクラス」とまで称されるハッカーなのだが、普段その力を進んで使おうとはしない。


    　だから、よもやこんなくだらない局面で、力を行こう使ししてくるとは思っていなかったのだ。


    「ま、待った！　そ、そう怒るなよ、ハルカくん。そんなに私というお相手が不満だったのかい？　軽くショックじゃないか」


    「またまた。オレをからかって遊んでるくせに。それに、あんな映像がアイツらに渡ったら、オレもう学校来れないじゃないか。会長はオレが悶もだえるのを見て愉ゆ快かいかもしれないけどね」


    「ひ、ひどいよ……ハルカくん、君は誤解している！」


    　と、急に会長がしゅんとした表情になり、下唇を嚙かみ殺してうつむいてしまう。


    （あ……あれ？）


    　予想外の反応。絶対に詭き弁べんを弄ろうして反論してくるかと思ったのに。


    　椅い子すの上で体育座りの格好になり、あからさまに落ち込んだ様子だ。


    　普段の不敵な様子はなりを潜ひそめ、妙に女の子らしい顔つきになる。


    「ひどいよ……誤解だ。あんまりだよ」


    　今にも泣きださんばかりだ。


    　急激に罪ざい悪あく感がむくむくと湧き上がってくる。


    　ハルカは、自分があの状態に入り込むと自制が効かなくなるのをよく知っている。


    　ひどい高揚状態になってしまうのだ。


    　普段はなるべくそうならないように気をつけていたのだが。


    　あんな映像を見せられて、思わず感情が先走ってしまった。


    「ご、ごめん会長……オレ」


    「許して……くれるのかい？」


    「オレのほうこそ、やりすぎたよ。本当にごめん。動画はもう完全に削除しちゃったけど、他は全部引きあげるから。元気出してよ、会長……」


    　ハルカはキーボードを操作してハッキング状態を解く。


    　会長のノートＰＣの画面から、一いつ斉せいにニンジャが消え失うせていく。


    「そうかい！　いやいや、心配にはおよばないよ。さっきの映像をそのまま彼らに渡すつもりは初めからないから。彼らには協力の報ほう酬しゆうとして、そして、それ以外の生徒たちには代金と引き換えにお望みの理想の相手との映像をだな……ははは。ハルカくんも、私以外をご希望なら」


    「……か、会長。商売しようとしてたの？」


    「う、うむ？　生徒会の予算の一いち翼よくを担になうこと間違いなしだろう？」


    「……あんたって人は」


    　ハルカは、会長をありえないくらいに冷たい眼まな差ざしで見つめてしまう。


    「そんなに、オレにハックされたいの？」


    　会長は今度はきちんと危険を察知したようで。


    「……い、いや、わかったよ。これは、消さざるをえないようだね。はぁ……彼らとの約束破ってしまうな。しかし、もうすこし喜んでもらえるかと思ったのだが。意外と固いな、君は。って、アソコのことじゃないぞ？　それはさすがにデータがないから設定は私が手動でだな」


    「手動でつけないでよ、そんなとこの設定！」


    



    



    　しばらく本気で残念そうに肩を落としていた会長だったが、一応きちんとマトモな執しつ務むもこなし、一通りの作業が終わったころには、もう十七時を過ぎていた。


    　作業の少なかった会長は一足先に作業を終えた。


    　ハルカの隣となりには、書類の束たばが積まれている。


    「ハルカくん、いい情報がある」


    「いい情報？」


    「我が家は今日、両親が出版社のパーティで留守らしいぞ。男子的に、こんなにおいしいシチュエーションはそうそうない」


    　会長がハルカの横に来て、わざとらしいほどつやっぽく耳元で問いかけた。


    　いつもの会長の悪ふざけなので、ハルカは別段気にすることもない。


    「あ、ごめん、会長。オレ今日はちょっと用事があるんだ」


    「ほう……君が学校外で用事とは。めずらしいな」


    「ん、まあちょっとね」


    　会長の目がキランと光ったのを、ハルカは見み逃のがさなかった。


    「ふむ。私の誘惑を振り切っての用事とは。一体どんな用事か興味があるな」


    「べ、別にたいしたことじゃないよ。会長が興味を持つようなものじゃないって」


    　ハルカはあえて会長から目をそらさずに、にっこりと笑った。


    「…………」


    「…………」


    　ツクリモノの笑顔同士が向かいあう。


    　無言で腹を探り合うような均きん衡こう状態が、数秒間続く。


    「……脂あぶら汗あせ、出てるぞ？　ハルカくん」


    「えっ!?」


    　ハルカは慌あわてて額ひたいをぬぐった。そんな様子を見て、会長はおかしそうに、


    「ふふっ、冗談さ。すこしさっきのお返しをしたかっただけ。私とて、それほどに無ぶ粋すいではないさ。では今日はおとなしく、お先に退散することにしよう」


    　無粋の塊かたまりのくせに──思わずそう切り返しそうになる。


    　どうやら今日の件でも、会長はあまり懲こりていないらしい。


    「また明日な、ハルカくん」


    　会長がさっと踵きびすを返しそう言うと、鮮やかなロングの金髪が動きと連動するようにふさっと宙で舞い流れた。


    　背を向けたまま手を振りつつ、あまりにもあっさりと生徒会室をあとにした。


    　だが、それが逆に気になる。


    　しばらく、会長が出ていったドアから目が離せない。


    「…………おかしい」


    　そう。あの興味を抱いたものに関しては異様なほどに執しゆう着ちやくを示すはずの会長にしては、奇妙なくらいの退ひき際ぎわなのだ。


    （あれは絶対……尾行つけるつもりだな……）


    　ハルカは、背筋にぶるっと薄ら寒いものを感じつつ、会長を撒まくためのルートを頭の中で算段し始めていた。


    　帰宅の準備を終え、生徒会室を施せ錠じようして職員室にキーを返したあと、昇降口に向かう。


    「お。副会長。じゃあなー。おつかれー」


    「おろ、ハルめずらしいじゃん。今日は会長一緒じゃないの？　ま、そういう日もあるか」


    「きゃっ、ハル先輩だっ。先輩さよならー」


    　学校を出るまでに何人にも挨あい拶さつの声をかけてもらった。


    　中には自分のほうからは見覚えのない人もいるくらいだ。


    　生徒会の仕事を始めてから、こういうことは加速度的に増えた気がする。


    　メンドくさいことだ。むげに無ぶ愛あい想そうな対応はできないのだから。


    　笑顔を作り、機嫌よく「じゃあね」と挨あい拶さつを返さなくてはならない。


    　だが、ハルカは幾いく度どもそうしていくウチに、自分の顔が自然と笑顔になっていくのもまた、確かに感じていた。


    「こういうの喜んじゃうオレって……子ども？」


    　学校を出たあとに挨拶攻勢が収まると、ハルカは周囲に会長の気配がないかを注意しつつ、ケータイを取りだし画面に目を落とした。
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    （メンドくさい……ほんと、メンドくさい）


    　ハルカは、辟へき易えきとしながらつぶやいた。


    　ひょいっと二メートルほどのアスファルトの壁を登りきって、向こう側に着地する。


    　学園の最も寄より駅から、電車に揺られて数十分。


    　ハルカは、生まれ育った小さな町の土を久しぶりに踏んだ。


    　駅を出たあとも、気のせいかもしれないが、やはり背後からの視線を感じたハルカは人通りの多いところに出てから、算段した通りの裏道をジグザグに駆け回るハメになった。


    「目的の場所」へ向かうための、本当にごく一部の身内だけが知っている秘密のルートだった。とはいえ、こんな場所を通るのは子どものころ以来だ。


    　むしろ子どものころまでで十分だったと、久しぶりに通ってみて後悔していた。


    　駅からほど近い町の中心部のすぐ近くにある小山を、上へ上へ登っていくためのルート。


    　さっきのような壁登りなどは子どものときよりはるかに楽々とクリアできるのだが、逆に壁と家の狭い隙すき間まや、木の密集地にできた太い枝で偶発的にできた〝通路〟など。


    　一体どうやってこんなところを通っていたのかと、我われながら疑問に思えるようなルートのオンパレードだ。


    　服にも泥汚れや青臭い草の匂いがたくさんついた。


    　昔はそんなのも含めて、このルートを通り抜けるのが楽しかったような気もするのだが、今は感覚が変わってしまったようだ。それはすこしだけ寂しくもあった。


    　ノスタルジックな冒険コースを抜けると、草がぼうぼうに茂りきった空き地が見えてきた。


    　そこだけぽっかりと、不自然な大きさの空き地があった。


    　その一角には野生のキノコが生えた古びた木材が、所在なさげに積みあげられている。


    　空き地を囲う煉れん瓦がの壁も手入れされていない。一部かなり崩れかかっていたが、入り口のところに寄りかかるようにして、かつてここにあった施設の名前が刻み込まれた木片が倒れていた。


    　ハルカは、それを手に取る。


    　見覚えのある豪快な筆跡が刻み込まれている。自分がしたラクガキもある。


    　ケータイのメモリーに残してある写真を表示させた。


    　入り口で、みんな笑顔の記念撮影というやつだ。


    　そして、これが最後の写真。


    



    　ひなた園


    



    　その入り口の前を横切る、緩ゆるやかなスロープ。


    　花壇があった場所に腰掛けて、道路の曲がる先を見やった。


    　坂道の向こう側から、今にもあの人が帰ってきて──くれるのではないか。


    　蟬せみの声と一緒に、麦わら帽子をかぶって、ハンカチで汗をぬぐいながら。


    　自分を見つけると、顔中の細かいシワをさらにくしゃっと笑顔にした。


    　その笑顔が、それだけが見たくて。


    〝おや、ハルじゃないか。うれしいな。待っていてくれたのか？〟


    　そうして、髪をワシャワシャに撫なでられるのが、好きだった。


    　この場所で、何度も何度も、あの人の帰りを待っていた。


    　でも、あの人が帰ってくることは──永久にない。


    　二年前と違い、まだ蟬が鳴くほどには暑くなっていなかったけれど。ここにこうして立っていると、どこか遠くのほうから、あのころと同じ蟬の声が聞こえてくるような気がした。


    （まあ、ここに来れば思いだすよな……イヤでもさ）
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    　人間は、忘れる。


    　イヤなこと、ときにはうれしかったことですらも。


    　でも、デリート・コマンドの効かなくなった、記憶の片隅で再生され続ける過去のファイルもまた存在する。


    　オレにとってそれは、あの日とそれにまつわる一連の出来事だ。


    



    　夏の陽光の中で照り返しを強めるように、老い先短い蟬たちが声を張り叫ぶ季節。


    　児童養護施設ひなた園は、窮きゆう地ちに立たされていた。


    　園長先生は、そんなことおくびにも出さず、園の子どもたちには笑顔を振り撒まいていたが、オレにはわかっていた。借しやつ金きんが、どうしようもなくらい嵩かさんでいたのだ。


    　いわゆる経営上の問題というやつで、ひなた園があった土地と建物は借地だったのだが、元元園長先生の親友だった地じ主ぬしの厚意にかなりのレベルで頼っていたらしい。


    　だからこそ、何人もの親がない子どもを預かることができた。


    　ありがちな話だが、その親友が亡くなったことで土地が人手に渡ってしまい、存続させるには買い取りが必ひつ須す。かつ法外に近い金額をふっかけられていたのだ。新しい地じ主ぬしは、園を潰つぶして別の建物を建てたいらしいと、先生が電話でだれかと話していたのを盗み聞いた。


    　園長先生はこのころから目に見えて白髪が増え、ため息を吐つく回数も多くなった。


    　しばらくして、園長先生の誕生日のこと。


    　この日は、園のみんなでお祝いをするのが恒こう例れいだ。


    　そのときだけは、オレも日ごろの不安を忘れてお祝い会を楽しんだ。


    　手作りのプレゼントも用意してって、直接渡した。


    　入り口の前でみんな一緒に撮った写真を表面にプリントしてはめ込んだ、いびつな形の白皿だ。皿の裏面には先生宛のメッセージを書いたりして。


    　先生はそれを、すごく喜んでくれた。


    　そのあと、先生は〝物語〟をみんなに語ってくれた。先生の得意技だ。


    　先生は色々な物語を生徒に語ってくれる。先生自身の[image: ]作も多かったみたいだ。


    　みんなが落らく雷らいにおびえていれば、優しい話を。


    　みんなが雨で遊び足りないときには、わくわくする冒険の話を。


    　オレは、先生の語る八はち面めん六ろつ臂ぴに活躍する主人公の物語が大好きだった。


    　特に好きだったのは、困った人に色々な方法で笑顔を与え続ける旅の道どう化け師しの話と、けっして自分を折らずに、みんなにバカにされながら人助けを続ける正義の味方のお話。


    　その道化師や正義の味方が、まるで先生のように思えたからだ。


    　その日の先生は、道化師の出てくる誕生日にまつわる幸せな話をしてくれた。


    　だけど物語が山場にさしかかったとき、それを嘲あざ笑わらうように取り立て屋らしき極ごく悪あくな人相の二人組がやってきた。先生は会を打ち切って園長室で長時間の応対を迫られた。


    　オレは怖がる年下の子どもたちを、どうにか落ち着かせるので精一杯だった。どうにか二人組が帰ったあとの園長先生は明らかに疲れ果てた顔色で、限界を感じさせた。


    　だから、オレはたまりかねて言ったんだ。


    「先生、金が必要なんだろ？」


    　単たん刀とう直ちよく入にゆうなオレの言葉に、先生は驚いていたようだった。


    　オレの頭を小さな子どものときと同じようにワシャワシャと撫なで回して、


    「お前は考えなくてもいいことだよ。先生がなんとかするから」


    　優しい、でも疲れ切った眼まな差ざしでそう言った。


    　オレは初めて、先生が頭に乗せてくれた手を振り払った。


    「でも……ここはオレにとっても大切な場所なんだ！　ここがなくなったら困るんだよ！　みんなと離ればなれになるんだろ、家族じゃなくなるんだろ！　放っておけないよ！」


    「大丈夫だ……そんなことは、先生がさせないから。なんとかなるさ。今までもそうだった」


    　先生がもうすでにかなりの借しやつ金きんをしていることも、知っていた。


    「オレにも協力させてよ。先生は、そんなにオレが頼りない？」


    「ハル……お前の気持ちはうれしいが、お前はまだ子どもじゃないか。お前が頼りないわけじゃない。でもな、こういったことは──」


    　先生はオレのことを頼りにしてくれていない。それが悔くやしくて仕方なくなって。そのままひなた園を飛びだした。後ろから先生のオレを呼ぶ声がしたが、無視して走った。


    　向かった先は、当時入り浸びたっていた『秘密基地』だった。


    　長らく使われておらず放置されていた貸別荘のような木造の施設、管理者が止めるのを怠おこたっているのか、電気まで通っていた。そこにノートＰＣを設置して、日ごろから施設の仲間たちとの「冒険ごっこ」の拠きよ点てんとしていたのだ。


    　八歳ごろから施設にあったＰＣにどっぷり漬つかっていたオレは、そのときすでにハッカーとしてアングラ界かい隈わいでは名が知れ渡り始めていた。一部で〝ウィザード〟なんて言われて調子に乗っていたのかもしれない。


    　それまでオレは正義のハッカーを自認していた。


    　憧あこがれる「正義の味方」に近くなれる自分に、歓よろこびを感じていた。


    「悪人」が行おこなった悪事の記録をネットに公開したり、政治家の汚い裏金をすべて消去したり、セキュリティの弱い箇か所しよを匿とく名めいで企業に報告したりした。


    （オレの持っている技術を使えば……金をきっと作れるはずだ……だけど）


    　当然、迷いはあった。


    　だけど迷っている間も、周りにいる仲間たちの不安がる声が耳に届いてきた。


    「さっきのやつら、マジ怖かったね……」


    「ねぇ、ハルにぃ。ひなた園どうなっちゃうの？　なくなっちゃうの？」


    　奴らの来訪で子どもの間にも一気に動揺は拡がっていた。


    　施設の子どもたちのちょっとしたリーダー気取りだったオレは、自分がなんとかしなきゃいけない、自分がなんとかすべきなんだと、強く思い込んでいた。


    「大丈夫。オレが金を作るよ……いけるさ」


    　秘密基地にいた年少の子どもたちの目に期待の光が宿る。


    　だけどそのうち「でもどうやって金作るのさ？　俺たち、働くこともできないガキなんだぜ？」そんな疑問が投げかけられた。オレは一瞬頭の中にある方法を口に出していいか逡しゆん巡じゆんしたが、もうほかに道はないと思い直した。


    　今回だけ悪意の侵入者クラッカーになる──そう決めた。


    「オンラインバンクにハックをかけて、銀行口座を乗っ取る。たくさんある口座から少額ずつ抜き取るんだ。決けつ済さい履歴も残さない」


    　子どもたちがざわめく。オレがやろうとしていることの意味が、ちゃんとわかっていない子たちも多かったと思う。


    　ヌルいセキュリティしか敷いていない銀行の目星はすでについていた。


    　先生が金に困っていることを知ってから、ずっと頭の片隅にこのことを置いていた。


    　数日前から、管理者のＰＣにパケットスニッファープログラムを仕掛けてある。


    　できれば使いたくないとは思っていたが。


    「今日やろう……もう、ほかに方法はない」


    　盗みだした膨ぼう大だいなパケット情報から、管理パスコードと思おぼしき文字列を抽ちゆう出しゆつ。


    　コマンド入力ウィンドウを起動した。自分でもわかっていた。今までは遊びの延長。だけど、これはもう言い訳の一切効かない単なる犯罪だ。それでも、オレにはほかに選せん択たく肢しが浮かばなかった。だって、そうだろ。オレたちよりシアワセで、裕ゆう福ふくな奴らがごまんといる。そいつらの金をオレたちにすこしくらい分け与えたって、罪つみにはなっても罰ばちは当たらないはずだ。


    「や……やめようよ、ハルカちゃん」


    　突然そう言ったのは、オレより一つ年上。園で一番年長のカナデという女の子だった。


    　くりっとした瞳に、長すぎない髪が似合っているかわいらしい容よう貌ぼうだ。おっとりしているくせに、実は責任感だけ妙に強い。


    　オレは、その娘このことが好きだった。


    「やっぱり……よくないよ、そんなのハルカちゃんらしくないっ」


    　そんなにオレは頼りないのか──そう思って、また苛いら々いらした。


    「……じゃあどうするんだよ。このまま放っておけっていうのか？　オレはそんなのイヤだ。ほかにいい案でもあるっていうのかよ」


    　カナデは無言で首を横に振る。


    「う、ううん。そうじゃない……けど」


    「ほらみろ。お前はいつもそうだ。カナデは最近園に来たから、ひなた園がなくなってもいいって思ってるのかもしれないけど、オレたちにはあそこだけが家なんだよ。家族なんだ」


    「そ、そんなこと──思ってないよ……あたしだって」


    　カナデが喉のどを震わせて涙ぐんだ。


    「バカナデ！　お前は泣けばいいと思ってんのかよ！　くそっ」


    　言わなくてもいいことを言ってしまう自分にも、ひどく苛々した。


    　でも、そんな感情を頭から振り払って作業を進めた。


    「始めるぞ」


    　手の震えが、作業を始めるとぴたりと止まる。


    　アクセスするネットのヘッダー情報を改ざん。いくつかの中継点を経けい由ゆして、オンラインバンクの管理サーバーに侵入する。容よう易いに扉とびらは開いた。データで構成された金きん塊かい。


    　そして、作業自体はあまりにもあっけなく終わった。


    　始める前に充じゆう満まんしていた罪つみの意識が、すっかりと抜け落ちてしまうくらいに。


    　一つの口座から少額の金をかすめとっていき、それを合がつ算さんしていくと必要な金額に達するまでにはさして時間がかからなかった。


    　拍ひよう子し抜けするくらい、あっけなく口座に必要な金が振り込まれた。


    　もちろんこの口座も偽ぎ装そうデータで構築されている。しかもいくつも経由させた。そして、メモっておいた新しい地じ主ぬしの口座にひなた園と園長先生名めい義ぎで金を振り込む。


    　仕上げに、作業の痕こん跡せきはすべて消去した。


    「終わった……ははっ！　これでひなた園はなくならないはずだ！」


    「ほ、ほんとかよ！　ハル！　すげええ」


    「やったよ！　さすが、ハルにぃ天才！　もう先生よりすごいって！」


    　みんなで肩を叩きあって喜んだ。ただ一人浮かない顔をしているカナデを除いて。


    　大丈夫。明日には、すべてが元通りになっているはずだ。


    　オレは久しぶりにぐっすりと眠った。


    　翌朝のことだ。


    「は、ハルっ！　どこだ！　ハルカはいるか！」


    　園長先生が血相を変えて、オレを捜しに共同の寝室までやってきた。


    　年少の子どもたちは、何事かと寝ぼけ眼まなこをこすっている。


    　先生は動どう悸きが速く、血走らせた目を大きく見開いていた。


    「ちょっと来なさい！」


    「い、いたいって、先生！　どうしたの」


    　強い力で、そのまま裏庭まで引っ張りだされた。


    「今、先せん方ぽうから電話があったんだ……私名義で満まん額がくが振り込まれていた、と……ひなた園の土地は、正式に手放すことにした、と」


    「ほんとに！　すごいじゃん！　正義の味方っているんだね。世の中捨てたもんじゃない」


    　オレはわざとらしく笑って、しらを切った。正直、そのときはまだ先生も喜んでくれると思っていた。だけど、先生は俺のほうを厳しい顔でじっと見つめたままだった。


    「お前……なのか。お前なんだろう？　ハル……正直に言ってくれ」


    「先生、昨日言ったよね。オレただの子どもだよ？　そんなことできるわけ──」


    　もう一度しらを切るが先生の表情は変わらず、さらに詰きつ問もんされた。


    　なんとなくその目でわかった。先生はもう確信しているのだ。


    「その金を……一体どこから。まさか……盗んだ、のか？」


    「…………」


    「ハル……噓うそは言うな。そうなのか？　……違うよな？　違うと言っ──」


    「そうだよ。オレがやった」


    「お、お前っ……」


    「先生が頼りないから、オレがやってやったんだ。やってみたら簡単だったよ。なにも先生が白髪増やしてまで、金の苦労することなんてなかったんだよ」


    　先生の拳こぶしが固く握りしめられ、小刻みに震えていた。


    「オンラインバンクから、ちょっとずつかすめとった。誰にも迷惑のかからない額だよ。いいじゃないか、裕ゆう福ふくな奴らから不幸な俺たちにちょっとずつ恵んでもらっただけ──」


    　ガッッ！　目の前に白い閃せん光こうが走った。


    　なにが起こったかわからなかった。気づくとオレの体は吹っ飛んでいて、ランドセルの山に突っ込んでいた。痛むほおと、先生の握りしめられた拳。


    　園長先生の拳がオレのほおを強く、とても強く殴りつけたことに、ようやく気がついた。


    「な、なにする──」


    　見あげると先生は泣いていた。


    （なんで……だよ。なんで、先生が泣くんだよ）


    　オレはみんなのために。


    　違う。本当は、先生のいつもの笑顔が見たかっただけなのに。


    　なんで、先生が泣かなきゃならないんだよ──そう大声でそう叫びたかった。


    「ハル……お前はいったい、ここでなにを学んだ。親の違うみんなと本当の家族として一緒に生活してきて、なにを見てきたんだ。自分は人様よりどうしようもなく不幸で。だから、人様のお金をすこしだったらかすめとってもいい、そんなことを学んだというのかっ!?」


    　先生に、そんなことを言わせるためにしたんじゃないのに。


    　先生に、そんな思いをさせるためにしたんじゃないのに。


    「ち、ちがうよ──オレはただ！」


    「言い訳するな！　お前の顔など二度と見たくない！　どこへでも行ってしまえ！」


    　先生は顔を真っ赤にして、唇から血が流れだすほど歯を食いしばっていた。


    　いつも優しかった園長先生。悪さをして怒られることはあったけど、そこにも、いつだって優しさが含まれていた。絶対に最後まで話を聞いてくれた。


    　だけど、そのとき初めて先生に一切を拒絶された気がした。


    　喉のどの奥が震え、頭の中が重い鐘かねの内側に閉じ込められたように揺れた。


    　ショックで、頭の中から正確なワードを叩きだすことができなくなった。


    「な、なんだよ……オレの気も知らないで！　わかった……アンタの気持ちはよくわかったよ！　はははっ、本当はオレに嫉しつ妬としてるんだろ！」


    「は、ハル……」


    「そうだよ……オレが全部解決しちゃったから、嫉妬してんだよ！　ひなた園を、みんなを守ったのはオレなんだ！　オレも言うけどさ本当はこんなところにいるのずっとイヤだったんだよ！　こんな貧乏くさい生活ずっと前からこりごりしてたんだ。今すぐ出てってやるよ！」


    　オレはそんな心にもない矛む盾じゆんした言葉を吐いて、ひなた園を飛びだした。


    　それから、中学校にも秘密基地から通う生活を始めた。


    　食べ物や着る物は、施設の仲間がどうにかしてくれた。


    「ハルカちゃん……もう、戻ったほうがいいよ。先生、ずっと心配してる。[image: ]やせちゃったよ。だめだよ、先生困らせたら……」


    　夕飯を持ってきてくれたカナデが、姉あね面づらをしてそう言ってきた。


    「うるさいな……そんなのポーズに決まってるだろ。先生はオレのことなんて嫌いになったんだよ。あっちから直接謝りに来るまで絶対に帰らない」


    　ケータイには先生から何度も着信や留守電が入っていた。本当は出たくて仕方なかったけれど、完全に意い固こ地じになっていて、結局一度も電話に出たり留守録を確認したりすることはなかった。その状態で、あっというまに一週間が過ぎていった。


    



    　──そして、その日は訪れた。


    



    　眠りに就つこうとしていたときだ。突然施設の仲間が血相を変えて飛び込んできた。


    「は、ハルにぃ！　大変だ！　戻って！　ひなた園が！　爆発が！　先生が！」


    　まったく要領を得ない言葉を慌あわてた口調で並べたてる。


    「な、なんだよ……なに言ってんだ。落ち着けって」


    　そいつは深呼吸をして、もう一度冷静に言った。


    「だから、ば、爆発が起きたんだよ。そ、それで、ひなた園が……巻き込まれて、燃えまくってるんだっ。みんなは逃げだしたんだけど。先生だけまだ──」


    　言葉を聞き終わる前に、オレは秘密基地を飛びだしていた。


    　道すがら、避難してきた仲間たちとすれ違った。


    「全員ちゃんと逃げだせたのか！」


    「は、ハルにぃ！　先生が！　それに姉ちゃんがまだなんだ！　途中ではぐれちゃって」


    　涙声でそう言ったのは、カナデの弟のヒロだった。


    「カナデも……？　あの……バカッ！」


    



    　その光景は、文字通り炎上と呼ぶにふさわしかった。


    「噓うそ……だろ」


    　十年近く見慣れた建物が、圧倒的な炎に包まれていて見る影もなかった。


    　あちらこちらで、ぱちぱちと燃え盛る火の粉が踊り、支柱が焼け落ちそうになっているのかメリメリっといういやな音がしていた。


    　建物自体が、もはや崩ほう落らく寸前であることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


    　遠くから消防車のサイレンの音が聞こえてくるが、まだ時間がかかりそうだった。


    「カ、カナデ！」


    　建物の真下でへたり込んでいるカナデを見つけた。


    　カナデはどうやら足に怪け我がを負っているようだった。血が流れている。


    「カナデ、大丈夫か！　しっかりしろよ！　……な、なにがあったんだよ。先生は!?　先生は無事なんだよな、逃げたんだよな！」


    　カナデはじっと炎の奥底を見つめ、首を横に振るばかりだ。


    　目の焦点が合っていない。しかし、その場所に留とどまっているのは危険すぎた。


    「くそっ──カナデ、つかまれ。こい！」


    　カナデの体を強引に引っ張りあげる。


    「は、ハルカ……ちゃん？」


    「カナデ！　ここにいたらあぶないって！　はやく逃げよう！」


    「だめ……せ、先生が──中に」


    　カナデが呆ぼう然ぜんとしたまま、ぼそっとつぶやいた。


    　もう一度燃え盛るひなた園を見つめた。窓という窓から、勢いの良い炎が立ちのぼって、一つの炎えん龍りゆうを形作っていた。もしこの中に先生がいたら──。


    　とてもではないが、今から助けに飛び込めるような火の勢いではなかった。


    （そんな……そんなわけない！）


    　だから聞かなかった。聞かなかったふりをした。


    　信じたくなかった。先生はオトナだ。逃げてるに決まってる。そうに決まってるんだ。


    「あたしの……せいだ、あたしの」


    　オレは呆然とするだけのカナデを、強引に自分で背負った。


    「なんでお前が悪いんだよ、バカナデ！　先生は絶対もう逃げてる！　大丈夫だから！」


    　そうだよ。先生が、死ぬわけないじゃないか。


    　カナデと、そして自分自身にそう言い聞かせながら逃げだした。


    　走りながら、背後でひなた園が崩壊していく音を聞いた。


    　オレがこの手で守ったはずの大切な場所は、あっけなくこの世から消えた。


    



    　──先生の遺体が焼け跡から見つかったという報しらせを聞いたのは、翌日のことだった。


    



    　地方紙と、テレビにより毎日数分だけ流される戦争情報。


    　その中で、この事件が報じられているのを知ったのは、ずいぶんあとのことだった。


    　ローカルのネットニュースでも小さく報じられたが、それだけだった。


    　そこで知ったのは、爆発事故が〈戦争〉により引き起こされたものだったということ。


    〈戦争〉による戦闘行為があった。当日の戦死者は０名。


    〈戦争〉行為における二次火災で付近にあった養護施設が全焼。一名死亡。


    〈戦争〉とその出来事を関連させる報道は、あとにも先にもそれ以外存在しなかった。


    　世界からは、あまりにも小さな出来事だった。


    　先生の遺体は損そん傷しようがひどいという理由で、見せてもらえなかった。


    　先生の亡なき骸がらを見ていないからかもしれないが、あの優しい先生がもうこの世界からいなくなったなんて、ひどく現実感のない話だった。


    　先生はみんなを逃がして自分も逃げようとした瞬間、はっと思いだしたような顔になって園長室になにかを取りに戻ったらしい。「すぐ戻るからな」そう言い残して。


    　実際、そのときはまだ火の回りにも余よ裕ゆうがあるように見えたそうだ。


    　だけど、火の回りが急に速くなり、運悪く出られなくなった可能性が高いと聞いた。火事のときには急に火の回りが速くなることがまれにあるらしい。


    　警察の人からそんな情況説明を聞いても、まだ信じることはできなかった。


    　オレは焦こげ臭くさい匂いが充じゆう満まんする中、一晩中ひなた園の入り口にある花壇に座り込んでいた。


    　子どものとき、先生の帰りをいつもいつも待っていたその場所で。


    　そうすれば先生は何事もなかったように、坂の下から帰ってくるんじゃないか。


    　そこを離れたら、本当に先生がいなくなったのを認めるようで怖かった。


    「君が、ハルカくん……だね？」


    　実況検分を終えた警察の人がやってきてオレに先生の「遺い品ひん」を託してくれた。


    　先生はこれを必死に守るように抱きかかえながら亡くなっていたらしい。


    　包みを開けると中から出てきたのは、ハルカが誕生日会で先生にあげたプレゼント。


    　いびつな形のお皿だった。


    「先生がこれを？　噓うそだよ……そんなの」


    　ハルカが自分で焼いたもの。


    　表面には、園のみんなで撮影した集合写真がプリントされていた。


    　ところどころ焦げついていたが、ほぼ原型を留とどめている。


    　警察の人は、あの延焼でこれが焼け残るなんて奇跡だよ──そう言った。


    　裏側に彫り込んだメッセージも、ほぼそのまま読み取れた。


    



    〝いつもありがとう、先生。いつか、お父さんとか呼んでもいいですか？　ハルカ〟


    



    　ふと、先生からの留守電が残されていたことを思いだした。


    　震える手で、ケータイに残された先生からの留守電メッセージを再生した。


    　元気のない声で「すまなかった」「元気でいるか？」「ちゃんとメシ食べてるのか？」と。


    　他愛たわいもない一言だけの音声が何度も何度も録音されていた。


    　そして、最後の一件のメッセージ。昨日の日付。


    



    『本当にすまなかった……。ハルがあんなことをしたのは、みんなを思ってのことだったと思う。それなのに言い過ぎたと後悔しているよ。あのとき私は、自分が許せなかった。ただ奪うだけの行為は絶対にしてはいけないことだ。だからこそハルのような優しい子に、そんな真ま似ねをさせてしまった自分がとにかく情けなくて、どうしていいかわからなくなってしまったんだ。今はあのプレゼントのメッセージを何度も読み返している。いつか本当にそう呼んでくれる日が来るのが楽しみで仕方ないよ。ただ、先に言っておく。お前は今までだって、これからだって……間違いなく私の自慢の息子だよ』


    



    　音声は、そこで途切れた。


    「なんだよ……言い逃げかよ、先生。ずるいよ。ずるいって……」


    　いつかなんかじゃなくて。本当は、前から。ずっと前からそう呼びたかったのに。


    　もっと言いたかったことが、たくさんあったのに。


    　なのに、もう永久にその言葉は、先生に届かない──。


    　ケータイから聴こえてくる先生の声は、データでしかない。０と１に分解されて、圧あつ縮しゆくされて、解凍されて届くただのデータなのだ。


    　それでも、オレは音声の再生を止めることができなかった。


    　何度も、何度も。


    　すり切れるはずのない音声データが、自分の涙で朽くち果てるまで。


    



    　自分の力でなにかを変えられると、大切な場所を救えると。


    　あのときまで、オレは本気で信じていた。


    　だけど──。


    　この世界には、自分には絶対にどうしようもない運命システムが働いているということを知った。


    　あの日のオレは、間違いなく世界で一番──どうしようもなく無力だった。


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    　山やま間あいにほとんど落ちかけた太陽が、周囲を束つかの間まの茜あかね色に染めあげていく。


    　小さな山の中ちゆう腹ふくにある見晴らしのいい場所。


    　ひなた園からさらに百メートル以上のぼったところにある集合墓地は、周囲から隠されるようにして存在していた。


    　目的の墓は崖がけ側にあり、風の吹きさらしが強くなっていた。


    　もうすでにだれか来ていたのだろうか。新しげな花が手た向むけられていた。


    　ハルカは墓石の頭から水をかけながら、そこに眠る人に語りかけるようにつぶやいた。


    「先生……去年は、来れなくてごめん。なんかまだ、整理ついてなかったんだ。今もついてるかって言ったら微妙なんだけど」


    　お世せ辞じにも、けっして立派とはいえない墓石。


    　先生が好きだったメーカーの缶コーヒーを、コトリと石の上に置く。


    　ろうそくにはマッチで火をつけた。


    　ぽうっと蠟ろうの先に点ともった小さな灯とも火しびを手で風から守りながら、風かぜ除よけの中に設置する。線せん香こうをかざすと、かぎ慣れない辛しん気きくさい香りが漂ってくる。


    　ハルカは腰をかがめ、目をつぶって鼻の前で手を合わせた。


    「この前、編入試験とかパスしたと思ったら今度はもう高校だって。エスカレーターってのもいいけど。実は迷ってるんだ。今世話になっている両親は、お前の決めた進路ならなんでもいいって言ってくれてるけど。なんでもいいって結構困るよな」


    　今日はハルカにとって、父親の命日であった。


    「あ、それと……。さっきさ、ひなた園のあった場所見てきたけど、相変わらず草ぼうぼうの空き地だったよ。さっさと別の建物とかができて、景色が上書きされれば、その前になにがあったかとか忘れられるのに。空き地のままだと幻影が居座ってる感じがする」


    　ひなた園。ハルカが育った児童養護施設の名前だ。


    　今日は、ひなた園でずっと世話になっていた園長先生の命めい日にちなのだ。


    　この墓地は、ひなた園からほど近い高台にある。


    「先生は、そっちで元気にやってる？」


    　ハルカは、物心ついたときからひなた園で育てられていた。


    　実の両親に関する記憶は一切ない。


    　先生からは死別だと聞いていたが、父親に棄てられた若すぎる母親が、自分をもてあましたのだと知っている。


    　ＰＣに保存されていた資料を盗み読んだのだ。パスワードがかかっていたが、そのころのハルカにとってそれを解くことなど造ぞう作さもなくなっていた。


    　自分の親のことを知りたかった、どうしても。


    　だが、あまりにも無機質なテキストデータの向こうには、望んだものはなにもなかった。


    　もっと悲劇的な物語でもあれば、まだ救われたのに。


    「……ハルカちゃん？　ハルカちゃんだよね！」


    　唐とう突とつに自分の名前を呼ぶ声がしたので、ハルカは声のほうを向く。


    　ずいぶんと久しぶりの顔がそこには並んでいた。


    「カナデ……ヒロ……」


    　ひなた園で一緒に育った奏カナデと演ヒロの姉弟だ。


    　カナデ──ハルカの初恋の少女だ。初恋とはいっても、まだ当人にとっては甘い想い出などではなく、すこし苦みのあるものだった。


    　カナデは、黒めの服を着込んで手て桶おけと花を持っている。


    　育ったとはいっても、この姉弟は物心つくころからひなた園にいたハルカと違い、カナデが小学校の高学年になってから園にやってきた。


    　本当の両親は他界してしまったらしい。事故だったと聞いている。


    （たしか新しい里さと親おやの苗みよう字じって、菜な月つき……とか言ってたっけ）


    　ハルカとカナデ、ヒロが最後に会ったのは、かれこれ二年近く前の話になる。


    　ひなた園がなくなり、それぞれ別の里親に引き取られ離ればなれになって以来だ。


    「やっぱりハルカちゃんだ。うわぁ、すごい偶然。占うらないでこの時間に決めてよかったー」


    　カナデが小走りで駆け寄ってきた。


    「ヒロってば！　ゲームやめて、早くおいでよ」


    　カナデの後ろを悠ゆう々ゆうと歩いてくるのは、カナデの弟ヒロ。


    　ヒロは歩きながらケータイをじっと睨にらみつけ、小刻みに操作している。


    　どうやらゲームをしているらしかった。そういえば、昔からゲーム好きだった。


    　フォルムや操作キーに特徴があるゲーム特化型ケータイだ。画面が他のケータイよりも相当大きく、ほとんどの操作形態が画面の中に収まったタッチインターフェイス。


    　左手で操作しながら、右手で髪の毛をくるくると遊ばせていた。


    　年齢は十三歳で中学生になったばかり。


    　白いパーカーと黒のジャケットが一体になったアウターを着ている。


    　当然ながら二年前、小学生のときに比べれば背せ丈たけもかなり伸びていた。


    「久しぶりだな、カナデ」


    「ほんと、久しぶりだねっ！　ハルカちゃん、元気だった？」


    　にっこりと笑うカナデ。


    　記憶と変わらない笑顔を見ると、どことなく落ち着かない気持ちになった。


    　ハルカは立ちあがって、ポケットに手を突っ込む。


    「あ、うん……まあまあかな。そっちこそ。どう？」


    　目を合わせることができない。先生の墓石を視線を逃がす先に指定した。


    「うん、あたしは元気。実はヒロ、最近まで入院してたりして大変だったんだけど……」


    「え、入院？」


    「あ、あ、で、でも今はもう大丈夫だから。心配しなくていいよ」


    　邪じや気きなく笑うカナデ。


    「でも、ハルカちゃんも背伸びたねー。いつのまにか、すごい差ついちゃったね」
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    「そ……うかな。別に普通だって。そんなに背高いほうじゃないし」


    「ううん。あのときはまだ、あたしより、ちょっと大きいくらいだったのに」


    　そう言われて、改めて昔の記憶を引っ張りだしてくる。


    　近づいて話すと、確かにあのころとはずいぶん目線の位置が違うのに気づいた。


    　カナデがすっと隣となりに寄ってきて、背を比べる。


    　ハルカの顔をじっと見あげた。


    「これじゃ、ますますお姉さん顔できないね」


    「なんだよ、それ。元々、カナデがお姉さんだなんて全然思ってないよ」


    「あ、ははっ。そだよね、ごめん」


    　カナデの笑顔を見てしまうと、とうの昔に仕し舞まい込んだはずの感情が呼び起こされて、胸の奥底あたりが苦にがくなる。


    「こるああ、ハルにぃっ！」


    　ハルカはいきなり走り込んできた弟のヒロに弁べん慶けいの泣きどころを蹴られた。


    　声にならないほどの痛覚が下半身を走り抜けていく。


    「ウチの姉ちゃんバカにすんなっ！」


    　ふんっと鼻の穴を広げてふんぞり返った。


    　ヒロは昔から極度のシスコンなのだ。


    「い、いつっ……別にばかにしてるわけじゃ──」


    「いーや、今のは聞き捨てならないねっ」


    「ひ、ヒロ！　だ、大丈夫？　ハルカちゃん」


    「てか……カナデも……ハルカちゃん呼ばわりはいい加減、やめてくれって」


    「ええ？　あ、ああ。そっか。でも昔からそうだったし。今さら変えたら、きっとハルカちゃんも変な感じだよ？」


    　カナデはくりっとした瞳が印象的な、小動物系の雰ふん囲い気きを感じさせる女の子だ。


    　肩口くらいまで伸びた栗くり色いろの髪には、すこしウェーブがかかっている。


    「でも。嫌い、なんだよ。ハルカちゃんって呼ばれ方は」


    「なんで？　昔はずっとそうだったのに。そんなにイヤなの？」


    「昔からイヤとは言ってたじゃないか。そ、それに……だな」


    　ハルカがカナデから男扱いされない象しよう徴ちようみたいだから。


    　──なんて、間違っても言えない。


    　どうしようもなく好きだった相手から、男として見られていないんじゃないか。


    　ハルカにとっては、それがこの呼び方の象徴する意味にすり替わっているのだ。


    「もうオレだって来年高校生だし……ちゃんづけとかさ、いやだろ普通……」


    「そういうもの……かな？」


    「てか、なんでもないよ！　いいよ、もう」


    　目をそらしながら、ハルカはヤケになって言った。


    　カナデは一つ年上で、今年から高校生。


    　施設にいた友人経けい由ゆで聞いた話だったが、今は隣となりの市にある平たい良ら台だい高校まで通っているはずだ。高校生にもなると変わるものがあるのか。


    　二年前に比べて雰囲気が大人びたかもしれないなと、ハルカは思った。


    　なんだか置いてけぼりをくらった気分だ。


    「てか、ハルにぃ。ほんと久しぶりじゃん。なんかあんま変わってないね」


    　まだ痛む弁慶の泣きどころをさすりながら、


    「お前も相変わらずガキくさいな」


    　ハルカはさわやかな笑顔を装よそおって言った。


    「なっ……ちょ、ちょっと待てハルにぃ！　俺すげー背ぇ伸びたじゃんかっ！　ハルにぃなんて、きっともうすぐ追い越しちゃうぜ」


    　頭の上で手をひらひらとさせ、ハルカとの背せ丈たけ差が詰まったはずだと訴えるように、必死で測り始める。とはいえ、ハルカも二年前に比べて当然身長は伸びている。


    「……」


    「……変わったか？」


    　あまり差が詰まっていないことに気づいたのか、話題転換。


    「それにほら、髪も変わっただろっ!?」


    　ヒロは自分の髪をつまみあげて、今度は綺き麗れいに染めあげた銀髪を誇こ示じする。


    　昔さらさらの栗くり毛げがガキっぽくてイヤだと言っていたのを、ハルカは思いだした。


    　童顔なカナデの弟だけあって、ヒロも負けず劣おとらずの童顔ぶりだ。


    　ヒロの銀髪は顔の幼さをよけいに強調する結果になっているように見えたが。


    「髪染めたとか、身長が伸びたとか主張するあたりが、ガキだっていうんだ。声変わりだってまだみたいだしね」


    「声のことは気にしてるのに……」


    　と、高めのソプラノボイスで言うヒロ。


    「けっ。オトナぶっちゃってさ。ハルにぃは、相変わらずイイ性格してんね」


    「褒ほめ言葉どうも」


    　ハルカはヒロの頭をぽんぽんと、優しく二度叩く。


    「だっ、だからそういう子ども扱いをやめろってば！」


    　ヒロは頭の上に乗せられた手を、払いのけた。


    「ハルにぃ、そういうことするんだったら俺もハルカちゃんって呼んじゃうぜ！　ハルカちゃんハルカちゃんハルカちゃんハルカちゃん！」


    　なんだかこういうやりとりそのものが、とても懐かしい。


    「も～。ヒロってば！　園長先生に笑われちゃうよ！」


    「……へーい」


    　ヒロは昔からくそ生意気ではあったが、姉の言葉には逆らえない。


    　それは昔と変わらないようだった。


    　カナデというやつは、普段ぼーっとしてるし、なにかやらせれば失敗することが多いし、どうひいき目に見ても、頼れるタイプではない。


    　なのに、いつもお姉さんぶる。施設に来たときからそうだった。


    　ヒロに対してだけではなく、ハルカに対しても。


    　実力の伴わない責任感だけが、やたらと強いのだ。


    　たった一つ、年が違うというだけなのに。


    　ハルカはその扱いにひどく苛いら々いらしていた。


    　弟的な扱いされるたびに冷たい態度を取ったり、当たったりしていた。


    　結果彼女を泣かせてしまったことも、一度や二度ではない。


    （……結局、オレもガキだったってことなんだけど）


    　カナデはどこかぎこちない仕草で、墓のまわりを念入りに掃除していく。


    　たぶん、今日だけでもう何人も訪れているから、そんなに汚れてはいないのだが気持ちの問題でもあるだろう。


    　ヒロはつまらなそうに頭の後ろに手を組んで、姉を見つめていた。


    　カナデが一通り準備を終えると、ヒロにも線せん香こうを一本持たせた。


    　ハルカが火をつけたろうそくから線香の先端をいぶす。


    　二人の持ってきた線香からは、またすこし違う風香が漂ただよった。


    　ヒロは匂いが苦手なのか、右手で髪をくるくると遊ばせながら顔をしかめている。


    　カナデは線香を立てると無言のまま瞳を閉じて、手を合わせる。


    　姉の見み様よう見み真ま似ねで、ヒロも同じようにした。


    「…………先生」


    　じっと、祈るように。


    　カナデはずいぶんと長い時間そうしていた。


    　先に飽あきたらしいヒロが目を開けたり閉じたりしながら、姉の様子をうかがっていた。


    「……ふぁ」


    　ヒロが眠気を嚙かみ潰つぶしたようなあくびしている。その仕草があまりにも子どもっぽくて、また頭をぽんぽんと叩いてしまいたくなる。


    　やがて、カナデがそろそろと立ちあがった。


    「ハルカちゃんは、どうするの？　このあと」


    「なんも考えてないよ。まあ帰るだけ」


    「そっか。ねえ。ハルカちゃんの新しいご両親って、どんな人？　うまくいってる？」


    「どんなって。そうだな。まあ、優しい人たちだよ。子どもほしかったけど、できなかった人たち。だから、大切にしてくれる。そっちは？」


    「うん。あたしたちも。とっても、大事にしてくれるよ。ね？　ヒロ」


    「ん。俺が入院してたときもさ、ほとんど毎日来てくれた。あー、他人の子どものために、心配して泣ける人いんだぁって、ちょっとうれしくなったかな」


    　カナデと目を合わせて、笑う。


    　交わった視線の上に「共通の記憶」が浮かんでいた。


    　ハルカとは、今はその点が決定的にズレていて、二人の親の顔さえもわからない。


    　以前とは違う。明白な「別の時間」がそこにはあった。


    「でもそういえば、カナデってたしか結構場所離れてるところにある高校まで行ってるんだよな？　病院通いも大変だったんじゃないか？　もしかして、独り暮らし、とか。それはないか、さすがに」


    「えーっと……」


    　どうしてか、カナデが答えにくそうにしている。


    「ふふん。心配なのかなあ、ハルにぃ。知ってるか!?　なんと、あのぽえぽえな姉ちゃんがさ、最近高校で好きな男ができたんだぜ！　きしし、残念だったね、ハルにぃ！」


    　横から、空気を裁たち切るようにヒロが口を挟んだ。


    （…………え？）


    　カナデに好きなヤツ──が。


    　ウソだと言ってほしかった。


    　そんなふうに思う自分の感情ごと、否定したかったけれど。


    　ヒロの言葉は、ハルカの心に風かざ穴あなを開けるには十分な威力だった。


    「ひ、ヒロ！」


    　だが、なぜかカナデの様子が一変する。


    「……その話は……しないで……もう」


    　消え入るようにうつむき、表情が苦痛に歪ゆがむ。


    　その声色はカナデから発せられたとは思えないほどの悲ひ愴そう感かんを漂ただよわせていた。


    「姉ちゃん……？」


    　ヒロにもその違和感は伝わったらしい。


    　自分の恋愛の話をからかわれるのをいやがっている。


    　それだけには思えない。


    「あの、あたしもう、そこ転校することになってるから」


    「えっ!?　姉ちゃん、そうだったの？　し、知らなかったよ、俺」


    「ごめんね、もうちょっと整理ついたら、言おうと思ってたから」


    「それで……最近ずっと休んでたの？　姉ちゃん」


    「……うん。あ、でもね、ヒロが気にするようなことはなにもないから。ね？」


    「…………カナデ」


    〝ソイツ〟に、学校でなにかされたのか？


    　傷つけられたのか？


    　イヤなこと、されたんじゃないのか？


    　教えてほしい。なんとかしてやりたい。


    　放っておけない。おきたくない。


    　──どうしようもないくらいに無力なオレなのに？


    　ハルカのモヤモヤにカナデの無言が共鳴して、感情バグの奔ほん流りゆうが起きかけていた。


    　オレが、なにかできることはないのか。


    　傷ついたなら、心の傷をふさぐことくらいは。


    　──やめとけ。ヘタに恋愛沙ざ汰たに首突っ込んでも傷つくだけだって。


    　ついには制御がきかなくなる。


    「…………なにか、あったんじゃないのか？　カナデ。オレにできることなら」


    　自然と口から溢あふれでる言葉。


    　カナデはすこしこわばった笑顔になった。


    「だ、大丈夫だからっ。ほんとに」


    　弱々しい心が小さく震えだそうとするのを、必死に虚きよ勢せいを張って支えているようにハルカの目には映った。


    　それは、昔と妙に重なる光景だった。


    　本当は自信なんてないくせに、責任感だけはいっぱいで。


    　守らなきゃ、自分がなんとかしなきゃって。


    　自分に言い聞かせて、だれにも頼れなくなってしまう。


    　全部を自分一人の責任にして、抱え込もうとするのだ。


    　そのときの表情、そのままではないか。


    「ハルカちゃん、あたしたち帰るね。行こう、ヒロ」


    　カナデはこちらに背を向けて言った。


    「え？　あ、ま、待ってよ！　姉ちゃん！」


    　カナデが足早に立ち去ろうとし始めたときだった。


    「帰るのはすこし待っていただけないだろうか。カナデさん、といったかな」


    　路ろ地じの陰から華きや奢しやな人影が現れて、カナデの行く先を遮さえぎった。


    「え……えっと。どちらさま……でしょう」


    　急な横やりに困惑顔のカナデ。


    　ハルカの見知った顔が、そこにはあった。


    「か、かいちょ──（な、なんでここにいるの？）」


    　完全に撒まいたはずだったのに。


    　鮮やかなロングの金髪が、どうして目の前でひるがえっているんだろう。


    　驚きのあまり、口をぱくぱくさせるハルカ。


    「申し遅れた。だが怪しい者ではない」


    　十分怪しいよ、てか怪しさしかないよ──ハルカは内心で切り返す。


    　だが今カナデを引き留めてくれるのは、ありがたい。


    　ありがたい……はずなのだが、同時に限りなく不安でもある。


    「私は九ここの重えハルカくんが副会長を務める生徒会で、会長をしている者だ。言うなれば、彼の上じよう司し、監督役というわけだ。もちろん同級生ではあるがね」


    　年はカナデのほうが上だが、風格では完全に逆転していた。


    「はぁ……会長、さん」


    　カナデがハルカのほうをちらりと見る。


    　ハルカは本当だ、という意味で頷うなずいた。


    「実は折り入って話があるのだが、私にすこし時間をくれないか。もちろん弟くんも一緒に」


    「え、ええ？　はぁ。いいです……けど」


    　会長の口元は「してやったり」と言いたげに、にんまりと笑っていた。
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    「実に興味深いエピソードだね。いや、やはりカナデさんに話が聞けてよかったよ」


    　会長には、児童養護施設にいたということはバレていない。


    　ひなた園のことを知らない様子の会長の話しぶりから、カナデとハルカは近所に住んでいた幼なじみで前の学校での「同級生」だったということで話を合わせた。


    　ヒロはなにか言いたそうにしていたが、その瞬間に頼んだチョコパフェがやってきたので、そちらに夢中になった。


    （それにしても……なんで、こんなことに）


    　交通量のそれほどない大通りに面した、チェーン展開のファミレス。


    　会長は「ハルカくんの昔のことを、ぜひ聞かせてほしいのだ」などと言いだして、カナデとヒロをこのファミレスに誘導したのだ。


    　安っぽい内装の店内は結構寂さびれていて、四人が入店したとき、他には疲れた感じのサラリーマン一人と、井い戸ど端ばた集会している主婦三人くらいしか客は入っていなかった。


    　自分たちが店に入ったあと、あまりファミレスには似つかわしくない風ふう体ていの背中の曲がったおばあさんが隣となりのテーブルに座った。


    　おばあさんは白髪を結いあげ、紫色の着物を着ているのに、三百グラムのハンバーグステーキを注文していて、そのギャップがハルカの印象に残った。


    　四人掛けのテーブルに、ハルカと会長、カナデとヒロが向かいあって座っている。


    　会長はブラックのコーヒー、カナデはミックスジュース。


    　ハルカはホットミルクティーを居い心ごこ地ち悪そうに、ちびちびとすすっていた。


    　味は会長のと比べるべくもなく、変な渋しぶみと苦にがみが口の中に拡がるが、コーヒーや炭酸はあまり飲めないのでこれで我慢するしかない。


    　ヒロはずっと片手でケータイのゲームをしながら、会長のおごりということで頼んだ特大のチョコアイスパフェを嬉き々きとしてパクついている。


    「いえいえっ。でもやっぱりすごいなぁ、ハルカちゃんは。生徒会の副会長なんて、あたしはそういうの全然想像できないよ」


    「す、すごくないよ。別に……」


    　カナデに褒ほめられると、なんだかむずがゆくなる。


    　耳が紅こう潮ちようしているのを気づかれないように、心を落ち着けようと努める。


    　机の上に乗せた指を小刻みに動かし、頭の中でキーボードを叩き始めた。


    　クールダウン。クールダウン。


    「ハルカくんは実に優秀な右腕さ。彼がいることで、生徒会長としてこなす仕事の能率が数倍にアップしているといっても過言ではない」


    「ちゃんとした生徒会の仕事はほとんどオレに押しつけてるからね」


    「一面ではそういう見方もできるがね」


    「全面的にそうだよ、会長」


    「では、なにか？　私が会長としての責せき務むを放ほう棄きし、仕事を全まつとうしていないとでも？」


    「そ、そこまでは言ってないけどさ」


    「私はこれでも日夜生徒全体のことを考え、より楽しい学園生活が送れるようにだな」


    「たまにはオレ個人のことも考えてよ。だいたい、会長がなんであそこにいたんだよ。私はそれほど無ぶ粋すいではない──とか言ってたじゃないか。超無粋もいいとこだよ」


    「記憶にないな」


    　会長は罪ざい悪あく感など微み塵じんもないといった具合で、しれっとした顔をする。


    「なっ──」


    「それはともかくな、これは私とハルカくんがより強い絆きずなで今後も仕事を遂すい行こうしていくために必要な通つう過か儀ぎ礼れいでもあるのだよ」


    「どういうこと……」


    「ハルカくんは転入組だからね。学園内には君の過去を知るものがいない。詮せん索さくは確かにいい趣味とは言えないが、関係改善のために相手のことを知りたいと思うのは、わかってほしいな。そういう欲求を君なら理解できるはずだろう？」


    　丘おか神がみ学園は、小学校から大学まである一貫校だ。このあたりでは名門の部類になるが、学費はそう高くない。


    　学校には確かに、初等部からのエスカレーターであがってきている人間が多く、すでに友達グループができあがっていたので、そこに入り込むのはハルカも苦労した。


    　ハルカは施設がなくなった二年前、新しい里さと親おやと相談して、今後の進路も含めると総合的に学費が安くてすみそうな、この学園に転入したのだ。


    　ただ、今の会長の言葉にはそれ以上の含みがある。


    　目の前に開かない扉とびらがあったとき、その裏に隠された部屋を見てみたくはないか？


    　自分にその力があるのなら、尚なお更さらに。


    　気づかなかったふりをして、扉の前を通り過ぎるのは簡単だ。


    　だけど、ただなかったことにして逃げているだけのようで。


    　どうしようもなく口くち惜おしくなるのだ。


    　その知りたいという欲求。


    　それこそが、ハッカーの基本原理でもある。


    「ぷっ。あははっ。お二人はすごく仲いいんですね。羨うらやましいな」


    　カナデの言葉尻に、不ふ穏おんな空気を感じた。


    「か、カナデ……あのな、ちょっと誤解が」


    「ハルカちゃんって昔からすごく頭よくて。でも、あたし、バカだからハルカちゃんには怒られてばっかりだったなぁ、そういえば。あのね……ついこの間も思いだしたばっかりだったの。お前は絶対いつまでたってもバカのままだよって、ハルカちゃんに言われたこと」


    「ほう。ハルカくんがそんなことを。意外だな」


    「あ、あれは……」


    「だから会長さんは、ハルカちゃんともお似合いだって思ったよっ、うん！　ハルカちゃんのことよろしくお願いします」


    　姉あね面づらをして、ぺこりと頭をさげるカナデ。


    「いやだから……あのな、会長とは別にそういうんじゃ」


    　カナデから、先ほどの極度に動揺した様子は表面上消えて、微み塵じんも感じない。


    　確かに、ハルカの記憶しているいつものカナデだった。


    「そうだね、ハルカくんと私の相性がいいことは否定はしない。それに二人の間には生徒会長と副会長ということだけではない、トクベツな関係性がある。な？　ハルカくん」


    「か、会長！」


    　誤解を感染増ぞう殖しよくさせそうな発言を、会長はさらりと言い放つ。


    　会長のキャラが確立している学校内でいくらそういうことを吹ふい聴ちようされても堪こたえないが、カナデに無用な誤解をされるのだけは避けたかった。


    　おそるおそる、カナデの表情を横目で見る。


    〝トクベツ〟発言を真まに受けたカナデは、すこしほおを赤くしているようだった。


    （うわ……間違いなく誤解してる）


    　カナデの横でチョコレートパフェをほとんどたいらげたヒロが、ケータイをテーブルの上に置いて「俺トイレっ！」とマイペースに席を立った。


    　ここでムキになって否定しても、なんだか噓うそくさい上に、会長が言葉遊びでカナデを丸め込むことは容よう易いに想像できた。


    「オレも……トイレ行ってくるわ」


    　ハルカは頭がくらくらするのを抑えながら、ヒロを追ってトイレに向かった。
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    　男子トイレの反発感のあるドアを開くと、ヒロが小のところに立っていた。


    　ハルカが手を離すと、ドアが自動的にゆっくり閉じていく。


    「あら、ハルにぃも来たんだ」


    　ヒロは三個ある小便器の左端にいた。


    　ハルカは右端に歩ほを進めた。


    「ん……まあ、なんかいたたまれなくて」


    　用を足しながら、はぁと別の意味でため息を吐つく。


    「そういえばヒロ、さっき入院してたとか聞いたけど、もうなんともないのか？」


    「ん～そうみたい。今はピンピン、どこも悪くない。でも、ぶっちゃけさ」


    「うん？」


    「死ぬかもしれなかったらしいんだけどね、俺」


    　右手で髪の毛をくるくると巻きながら言う。


    　その奇妙なほどの平然さに、逆にリアリティを感じる。


    「……ほ、ホントかよ」


    「うん。姉ちゃんは俺が知ってるとは思ってないと思うけど。姉ちゃんと先生の話を、偶然立ち聞きしちゃってさ。しかも相当高確率。マジがーんって思った」


    「…………」


    　それは本当のことなのだろうか？


    　ヒロは生意気ではあったが、こんな趣味の悪いウソを吐つくようなやつではない。


    　入院とはいえ──まさか、そんなに悪かったとは。


    　軽い気持ちでした質問が、あまりにも現実離れした事実につながっていて言葉を失う。


    「カナデも……知ってたのか。動揺しただろうな……カナデはお前のこと、ホントに大事に思ってるんだから」


    　ヒロはシスコン気質を隠さない、とろんとした顔になる。


    「……へへっ、俺姉ちゃんに愛されてる？　まあ、それに両親がいるとはいっても、実質は姉ちゃんがたった一人の肉親だしね。言わないわけにはいかなかったんじゃん？」


    「まあな……。大変だったんだな、お前」


    「ま、今はこうして治ったわけだしさ。気にしない気にしない」


    　こちらを向いて、にかっと無む邪じや気きに笑う。


    　その笑顔を取り戻すまでに、相当な苦労があったことは想像に難かたくない。


    　やっぱり自分は、どうしようもなく無力だ──。


    　手助けどころか、そんな状態になっていることすら知らなかった。


    　改めてハルカは戒いましめるように、その現実を心に強く刻む。


    「ところでさ、あの会長さんてすっげ美人だよな。なんかちょっと変だけど」


    　と、ヒロが急に話題を変えた。


    　確かに大抵の場合、会長の第一印象はそのようなものになる。


    　実際は「ちょっと」どころの話ではないのだが。


    「やっぱさ、ハルにぃのカノジョなの？」


    「ち、違う！　断・じ・て違う」


    「え～、じゃあ、その一歩手前とかってこと？　トクベツとか言ってたじゃん」


    　ヒロが話をしっかり聞いていたことに、むしろ驚く。


    「あれは……そういう意味じゃないよ」


    「ふーん？　いやさあ、ハルにぃ、姉ちゃん相手に明らかにキョドってたじゃん」


    「う……」


    「だからさ、ハルにぃって姉ちゃんのこと今も好きなのかなーとかって思ったからさ。いきなり、あんな美人なカノジョさんが登場して、ちょっとショックぅとか思ってさ」


    　ヒロが、ぷるるっと身体を震わせた。


    「なんかさ、ハルにぃちょっと変わったよね。昔って、もっとぐいぐい引っ張るタイプっていう感じだったのに。今は尻に敷かれてるってやつ？」


    　違う。単に自分の無力さを思い知っただけだ。


    「……なに言ってんだよ」


    「もしかしてさ、今ごろ、昔の女と今の女が直接対決！　みたいな修しゆ羅ら場ばってやつになっちゃってたりして」


    「はあ？」


    「えー、そういうのあるってネットに書いてあったぜ？　女ってさ、男ができると、そいつの昔の女より優位に立たないと我慢ならないからって」


    　ついこの前まで小学生だったとは思えない発言。


    　溢あふれ返る情報の取得だけが先行して、それをフィルターなしに受け入れてしまっているようにも思えるが。


    「そんなネットの情報ばっかり覚えてくるなよ。というかさ、そもそもどっちも彼女じゃないんだし。修羅場になんて、なりようがない」
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    　ヒロとハルカの男性陣二人がトイレに消えていく。


    　四人掛けのテーブルに、会長とカナデだけが残された。


    　広めのテーブルは、二人だけでいるにはすこし余よ裕ゆうがありすぎる。


    「こじらせた初恋ハシカ……というやつ、かな」


    　会長があえて聞こえるような大きさの声色で、独り言風につぶやく。


    「え？」


    「いや、こちらの話だ」


    　会長は首を横に振ったあと、ほおづえをついた。


    「いやね、実は私はハルカくんのことを心配していたのだよ、正直なところ」


    「心配……って、なにをですか？」


    「彼は、どうしてか女性に対して興味が薄い。薄すぎる。私が接している健康な男子の一般水準からすると、どうもそう感じる出来事が多くてね」


    　会長の予想外の方向からの発言に、カナデは目を白黒させている。


    「だから私は一つの仮説を立てた。実はハルカくんは、そもそも女性には興味を持てず、むしろ男性側に興味がいってしまう類たぐいの人間なのではないか、とね」


    「え？　え？　は、ハルカちゃんが!?　ウソ……」


    「いや、誤解しないでほしいが、私はそういうセクシャリティそのものを否定するつもりはないのだ。ただ多くの時間をともに行動する身として、事実関係は知っておきたい。無知のままでいると、不用意に傷つける発言をしてしまうかもしれない、と思っていた」


    「えっと……あ、あのちょっといいですか？　会長さんとハルカちゃんは、つき合ってるんじゃ……ないんですか？」


    　混乱したカナデの逆質問に、今度は会長が目を丸くして驚いた顔になる。


    「私はそんなことを言ったかな？」


    「ハルカちゃんと会長の間柄は、トクベツだって」


    　カナデの言葉に納得し、ふっと不敵な笑みを浮かべた。


    「ああ、いわゆる恋愛関係的にトクベツという意味で捉えたということだね。大変失敬した。私もまだまだ思慮不足だな」


    　カナデの頭の上に「？」マークが三つほど点灯した。


    　会長は腕と脚を優雅に組みながら、コーヒーカップに口をつける。


    　途と端たんに会長の眉み間けんにシワが寄った。


    「想像を絶するほどマズいな……。安物に期待はしていなかったが」


    　カップを皿の上に戻し、一つ咳せき払ばらいをした。


    「私自身は、恋心というのは日夜せっせと子し孫そんを残すために我々が課せられた、遺伝子レベルで組み込まれている罪つみ深ぶかい感情だと思っていてね。そうでなければ、こうも多様化する社会の中で皆々が恋だセックスだと一いち律りつに熱中するのはおかしいではないか」


    「し、子孫……」


    　急激な話の飛躍ぶりに、カナデは曖あい昧まいな笑顔をひきつらせる。　


    　かといって露ろ骨こつに「ついていけない」という顔もできず、どうしていいのか判断しあぐねている様子だ。


    「とはいうものの、だ。私は自慢ではないが、何度か告白された経験もあるし、恋を謳おう歌かしようとしている同世代の人間の反応がどういったものなのか、それなりに把は握あくしているつもりだった。だが──」


    　自信に満ち溢あふれていた会長の表情が曇くもる。


    「ハルカくんという男は反応が特殊でね。なぜかそういう話をされるのを極端にいやがったり、平然と受け流したりする。今日も私の特製ビデオをあっというまに消去してしまってね。普通の男子生徒であれば泣いて喜ぶ逸いつ品ぴんだというのに」


    「特製ビデオって……？」


    「私とハルカくんとの絡み──」


    「え!?　か、から──」


    　ストローで吸いあげられていた最中のミックスジュースが逆流した。


    「──を仮想で再現した３ＤＣＧ映像だったんだが」


    「あ……再現」


    　なんでそんなもの作ったんだろう、という疑問をカナデは口に出さなかった。


    「初めのうちはね、ただシャイでオクテなだけかと思ったのだが……どうも、それとも違うような気がしてね。普段の彼は女子生徒と話すとき至って普通だし」


    「ハルカちゃんて、昔から女の子苦手ってことはなかったですけど……普通に話すし、あたしなんてよく怒られてたし」


    「うむ、やはりな。ずっと理由がわからなかったが、今日ハルカくんのカナデさんへの態度を見ていて、疑問が氷ひよう解かいしたよ」


    「…………え？」


    　会長が、カナデの目を真正面から射い抜ぬくように見み据すえる。


    「カナデさんは、本当は気づいてるんだろう？　ハルカくんの気持ちに。ただ気づかないふりをしているだけで」


    「…………」


    「二年ぶりの再会、か。だが露ろ骨こつに引きずっているね、あれは。バカ正直なのか、度を超して純粋なのか。その両方かもしれないが」


    　会長がコーヒーカップに再び口をつける。


    　マズかったのを忘れていたようで即座に「しまった」とつぶやき、渋しぶい顔をした。


    　カナデはしばらく沈ちん黙もくしたあと、


    「そ、そんなの……会長さんの思い違いじゃないですか？」


    　無理矢理に作った笑顔で言った。


    「だって、あたしはずっとハルカちゃんからダメなヤツって思われてたんですよ？　実際そうだなって自分でも思うし……。よく、あたしだけ意地悪されて。失敗するたびにバカナデ、バカナデってよく怒られて」


    「ふふ。まさに典型的じゃないか。好きな子にこそ意地悪をしてしまうなんて。あれでハルカくんもかわいいところがあるんだな」


    「そんな……でも、あたしは」


    「気づいてたはずさ、あなたは。目がそう言っている。理解した上で、最適な距離を取ろうとしているよ。ハルカちゃんなんて彼が嫌いやがる呼び方を、いつまでも固こ持じしてね」


    「…………！」


    「すこしばかり卑ひ怯きようではないかな？　と、さすがに見かねてね」


    　次の瞬間、


    「……あ、あなたに……。あなたに、なにがわかるんですか！」


    　カナデが机をバンッと叩いた勢いでカップが転倒し、皿の上にコーヒーが零こぼれた。
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    「え？」


    「う？」


    　カナデが叫び声をあげて立ちあがったところだった。


    　会長とまさに一いつ触しよく即そく発はつという感じで、睨にらみあっていた。


    　トイレから出てきたハルカとヒロは、その声を聞いて顔を見合わせた。


    　店内にいる数少ない客たちも隣となりにいるおばあさんを除いて、カナデのほうに振り返っていた。


    「ほ、ほらやっぱり！　ハルにぃ修しゆ羅ら場ばだよ、修羅場！」


    　そのときケータイの着信音が鳴る。昨さつ今こん逆に聞かないような、やけにシンプルな電子音だった。カナデがそれを聞いて、ポケットからケータイを取りだした。


    



    　──ピリリ。ピリリリ。


    



    　カナデは立ちあがったまま、メールの文面を見ている。


    　そして、会長に一言、二言こちらには聞こえない大きさで声をかけて、そのまま走って店を出ていってしまった。


    　はっと我われに返ったハルカは、憮ぶ然ぜんとして座っている会長のところに駆け寄る。


    「会長！　どういうことだよっ。カナデになにを言ったんだ！」


    「……おや。最初から私を悪者扱いかな？　軽くショックじゃないか。ハルカくん」


    　カナデが走り去っていく姿を、硝子ガラス張りの壁の向こう側で捉えた。


    「彼女が勝手に怒りだしたのだよ。放っておけばいいんじゃないのかね？」


    「カナデ……くそっ。放っておけるわけ、ないだろ！」


    　ハルカは、カナデを追いかけて店を駆けだしていった。


    「ハルにぃ！　ちょ、ちょっと待てって！」


    　だが、ハルカを追おうとしたヒロの腕を、会長ががっしりとつかんだ。


    「弟くんは、もうすこし私とお話でもしていかないかね。置いてけぼりをくらった者同士、傷でもなめあおうではないか。彼らには、彼らだけで解決すべき問題もあるだろう？」


    　妙にサマになりすぎているウィンクをヒロに投げかけた。


    　走っていくハルカを横目で追いながら、ヒロは釈しやく然ぜんとしない表情を浮かべた。


    　すこし考えてから、無言でぽすんとテーブルの椅い子すに収まる。


    「もしかしてさ……会長さんて実はすげえいい人？」


    　会長は一瞬きょとんとしたあと、大声で笑った。


    「俺、なんか変なこと言った？」


    「ふはははっ……いや、すまん。そういう言われ方をすることが、あまりないからおかしくてね。ハルカくんが聞いたら腰を抜かすかもしれないね」


    「それよりよかったの？　ハルにぃ行かせちゃってさ。昔から、ああいうの絶対放っておけないタチだし。とられちゃうかもよ？」


    「……君は見かけによらず意外とオトナな発言をするな」


    「でしょー？　ハルにぃと違ってわかってるよな、会長さんは。惚ほれた？」


    「君があと三年早く生まれていたら、考えてもよかったがね」


    　目を閉じて、口元だけでふっと笑う。


    （いい人か……しかしなんだろうね、この気持ちは。自分でけしかけたはずなのに、妙にセンチメンタルになるものだ）


    「ちぇっ……でもさ、姉ちゃんはなんて言ってたの？」


    「いや、たいしたことではないさ」


    　それからしばらく会長とヒロはその場で他愛たわいもない話をした。


    　そして、意外なことにヒロは丘おか神がみ学園に転入予定であることがわかった。ハルカに対する憧あこがれかららしいが。それは絶対言わないでほしいと、ヒロは笑った。


    　途中、隣の席で似合わないハンバーグステーキを食していた紫色の着物を着た老婆が席をたち、ハルカたちと同じ方向に歩いていった。


    　会長は話しながらもどこか上の空な様子で、ときおりなにかを考え込んでは、会話は途切れがちになった。ヒロはヒロでゲームとパフェがあれば満足なので、別段気にしていなかったが。


    「ううむ……」


    　会長が初めて声にだしてうなったので、ヒロはパフェをすくいあげた手をとめた。


    「どしたの、会長さん」


    （魔術師というのは、ハルカくんの〈鍵開けの魔術師マスターキー・ウイザード〉というハッカーとしての呼び名のことを言っているのか？　だが、それをなぜ……？）


    　カナデが去り際に口走った捨て台詞の意味を、会長は考えていた。


    （楽園……鍵……魔術師か。なんてことだ。やけに、やけに面白そうではないか！）


    　会長は、にんまりと笑う。


    　抑えきれない好奇心が、いい人としての気遣いを上回った瞬間だった。


    「気が変わった！　やはり二人を追うぞ、弟くん！」


    「え、まだパフェが……」


    「パフェなどいつでもおごってあげるさ。ほらほら」


    「で、でも。どうやって追うのさ！」


    「問題ない！　今日、ハルカくんの携帯には追跡機トレーサーを仕込んであったからね」


    「か、会長さん……アンタって人は」


    



    〝魔術師は〈楽園〉に近づくな。〈楽園〉の庭への「鍵かぎ」は、けっして開いてはならない〟


    



    　夕陽が落ち、街灯の明かりや商店の明かりが街を照らし始めていた。


    　大通りを抜けた路ろ地じ裏うらでカナデに追いついたハルカは、その手をつかんだ。


    　人通りはほとんどない。


    「ど、どういう意味だよ、カナデ。〈楽園〉の鍵かぎって……」


    　その反応は想定外だった。


    　振り返るなり、カナデは不可思議な言葉を言い放ったのだ。


    「預よ言げん者しやにそう言われたの。本当にすごいんだよ、預言者は。なんでも当てちゃうんだ、未来のことを。だからね、伝えるようにって。ハルカちゃんも気をつけて。言われたことを守らないとね、きっと──よくないことが起こる」


    「…………カナデ？」


    　ハルカの背筋が本能的に硬直した。


    「先生のときだって、そうだったもん」


    　カナデの瞳から異様なほどに光が失われ、


    「でも、大丈夫だよ。もうあたしが、なにも起こさせないから。だから、ハルカちゃんも協力してね。もうすこしなんだ、もうすこしだから」


    　──仄ほの暗ぐらい深しん淵えんが顔をのぞかせていた。


    「カナデ……どうしたんだよ」


    「ハルカちゃんこそ……どうして、あたしのこと追ってきたの？」


    「え……どうしてって、放っておけないだろ。どうせ会長が変なこと言ったんだろうし」


    「放っておけないか。昔からそうだったよね」


    　途と端たんに先ほどまでのカナデが幻覚であったかと思えるほど、かわいらしい笑顔になる。


    　それでも、ハルカには手に取るようにわかった。


    　笑顔の裏側に覆おおいきれないほどの後ろ暗い感情を含んでいることを。


    「だれかが困ってると、いつでも現れて助けてくれて。放っておけないって言って……本当に園のみんなのヒーローだったもんね。懐かしいな、あのころのこと。ははっ、あたしはよく怒られてたけど」


    　放っておけない──。


    　それはハルカが本当の親に〝放っておかれた〟子どもだからだ。


    　そして園長先生が放っておかなかったからこそ、救われた人間だからだ。


    　だれかが、困っていたり、泣いていたり、助けを求めていたり。


    　そんな光景を見てしまったら、絶対に放置することができない。


    　関係ない、と言ってしまえれば楽なのに。


    「放っておくのは、よけいに辛つらいんだよ……それだけ。後悔のもとになりそうで」


    　カナデの言いようのない笑顔を見て、感情バグの奔ほん流りゆうの勢いが強まる。


    「あのとき、オレもガキで。お前が、頼ってくれないのが悔くやしかったんだ。頼られないのは自分が情けないからだって思ってた。カナデだからこそ頼ってほしかったんだと、思う。自分でもそういう気持ち、お前が目の前からいなくなるまでよくわかってなかったけど」


    　ハルカが次の言葉を紡つむぐまでしばらく時間がかかった。


    　手を伸ばせば触れられる二人の間の短い距離に、長い沈ちん黙もくが流れた。


    「……だから、今日久しぶりに会えて……その、なんだ。えっと、あ、やっぱりそうだったんだって思ったんだ。そのつまりだな……オレはお前を」


    「だ、ダメだよ……ハルカちゃん。違うよ、勘違いしてる。優しいから、バカなあたしを放っておけないだけなんだよ？」


    　まただ。あの墓地での光景と同じ。


    　苦しそうにうつむき消え入りそうになる声。


    　それでも必死に平静を保たもとうとするカナデ。


    「だから、その先は……言わないで……言っちゃだめだよ」


    　自分の気持ちなど、とうに見み透すかされていたのだろうか。


    　カナデの潤うるんだ瞳を見つめた。


    「カナデ……やっぱり、なにかあったんだろ？　今は傷ついているのかもしれないけど、もし……オレにできることがあるなら」


    　カナデは小さく首を振った。


    「違うの……。あたしが……傷ついたんじゃないよ。むしろあたしが、すごく傷つけたの。好きになった人を、すごくすごく傷つけたんだよ」


    〝好きになった人〟──その言葉は少なからずショックだった。


    「あたしにはもう、だれかに好きになってもらうような資格も、だれかを好きでいる資格も、なくなっちゃったんだよ。それを大切なものを守るために引き換えにしたの」


    　カナデの声が震え、目尻からうっすらと雫しずくが溢あふれる。


    　カナデに、一体なにがあったというのか。


    　二年ぶりに再会したばかりのハルカには、状じよう況きようを想像することすらできない。


    　それが、もどかしかった。


    「カナデ、お前なにを隠してるんだよ。なにを抱えてるんだよ」


    「……知ったら、きっとあたしのこと、嫌いになるよ」


    「嫌いになんか、ならない。絶対に」


    　ハルカは、カナデの目をしっかり見み据すえた。


    　その視線にとまどいながら、


    「絶対、なんて……期待させるようなこと、言ったらだめだよ。ハルカちゃん」


    　自じ嘲ちよう気味に人差し指を、下唇に当てた。


    　昔からよくやっていたカナデの癖くせだ。


    　子ども扱いされているみたいで、昔はすごくイヤだった。


    　なのに、今は唇に触れた指に、胸がどきどきと高鳴ってしまう。


    「ならないって。だって、オレは──」


    「あたしが、その好きになった人を殺したって言っても？」


    　時間が、止まった。思考が停止する。


    「この指で引き金を引いて銃を撃ったんだよ、あたしが」


    　殺した？　銃で撃った？　……カナデが？


    「冗談……だろ？」


    「冗談じゃないよ。本当のこと。冗談だったら……よかったんだけどね」


    　言葉の示す意味はわかるのに、うまく頭の中で認識できない。


    　なにかを言おうと思うのに、口を動かすことができない。


    「ほら、ね？」


    　カナデはにっこりと笑って、一筋の涙をほおに伝わせた。


    　それは、なにもかもを諦あきらめたような笑顔だった。


    　嫌いになってくれていいと囁ささやいているような笑顔。


    　むしろ、そうなることを望んでいるようにも思えた。


    「さよなら、ハルカちゃん。さっき言ったこと、忘れないでね？」


    　カナデは、振り返って歩き始めた。


    　カナデから「さよなら」と言われたのはこれで二度目だ。


    　二年前、ひなた園がなくなり、里さと親おやが決まったカナデの乗る車を見送ったとき。


    　あのときも、自分はなにもできなかった。


    　悔くやしまぎれに「お前は、絶対ずっとバカのままだ」なんて、必要としてくれなかった苛いら々いらをぶつけてみたりした。その言葉を吐いた瞬間に「自分がいれば大丈夫なのに」本当はそう言いたかったのだということに気づいた。


    　でも、寂しげなその手を取ることも、優しく別れの言葉をかけることもできないまま。


    　車は発車して、あっというまに見えなくなった。


    　あのときと同じで、今もなにもできないまま、行かせてしまうのか？


    　だめだ。このまま行かせたら。


    　だめだ。放っておいたら、カナデはきっと届かない場所に行ってしまう。


    　なのに。どうして言葉が出てこないんだ！


    　ハルカはカナデに駆け寄って、


    「か、カナデっ！」


    　後ろからカナデを抱きしめた。


    　目を開けていると恥ずかしさでどうにかなりそうだ。


    　ぎゅっと、まぶたを結んだ。


    「行くな……」


    「……ハルカ……ちゃん」


    「その、ごめん……なにも言うこと思いつかなくて」


    　抱きしめたカナデの体温を、体中で感じる。


    「どうして……どうしてそんなに優しくするの？　大丈夫だよ、ハルカちゃん。放っておいてくれていいんだよ。だって、ハルカちゃんには本当になにも関係ないもん。ダメだよ……あたし、弱いから……バカだから。決めたことが、すぐ崩れそうになっちゃうから」


    　今までにないくらい耳元で聞こえるカナデの声。


    「お前が苦しんでる時点で、無関係じゃない！」


    「……放してよ。放してっ」


    「バカナデ。人に好きになってもらうのに資格とか、どうでもいいじゃないか。オレの気持ちは、どこに持っていけばいいんだよ。なかったことにできるのか？　逃げてるだけじゃないか、そんなの。逃げるなよ、頼むから！　きっと後悔する。オレはあのとき先生から逃げて、後悔した。後悔しまくったから」


    「…………」


    「オレは本当に無力だけど、先生のことだって、ひなた園だって救えなかったけど。でも、それでもさ……話してほしいんだよ。知らないままは、イヤなんだよ」


    　カナデの体が、小さく震える。


    「……あ、あたし」


    　抱きしめているハルカの手の甲に、ぽとりとカナデの涙が一粒零こぼれ落ちた。


    「話してさ、背負ってる重荷を分けるくらいだったら、できるだろ？」


    「……ハルカちゃん」


    「お前、ほんと……やっぱバカのままじゃないか」


    　ハルカの腕を、カナデの小さな手が包み込んだ。


    「ホントだね。でも、あたし……自分でどうにかできるって、思っちゃったんだよ」


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    　近くにあった小さな公園のブランコに二人で座った。


    　公園にはブランコと砂場と小さな鉄棒。ベンチすらたった一つしかない。


    　カナデが軽く地面を蹴りあげると鉄の鎖くさりがきぃきぃと揺れた。


    「お父さんとお母さんが亡くなって、親しん戚せき中をたらい回しにされて、本当に次に行くところがなくなって途方に暮れてた。預よ言げん者しやからメールが来たのは、そんなとき」


    　カナデは預言者という存在について、いくつかの説明をしてくれた。


    　始めは「占うらない」を媒ばい介かいにしてアドバイスをくれる存在だったらしい。


    　なぜかカナデのことをくわしく知っていた、よりよい未来の提供者として。


    　最初はうさんくさいと思っていただけだったが、わらにもすがる思いで預よ言げん者しやの助言を聞いていくと、いいことばかりが起きたこと。


    　預言者による助言のおかげで、ひなた園の園長先生にも出会えたらしい。


    　自分が気に入りそうな音楽や食べ物を教えてくれたり、近道になる道順を教えてくれたり、テストで勉強したほうがいい範囲まで。生活の中に、確かに預言者は入り込んでいた。


    　そのサイトを人にも教えてみたのだが、どうやら他の人のケータイではアクセス自体ができなくなっているようだった。


    　細かい理屈はもちろんわからなかったが、ケータイの中に現れる神様みたいなものなのかと、カナデは思っていたそうだ。


    「でも、あたしが初めて預言者に言われたことを守らなかったことがあったの。それが、二年前、施設がなくなったときだよ。ハルカちゃんがしてること、止めなければよくないことが起こるって預言者には言われてた。実際あんなことが起きて……だから、あたしのせいだって思ったの。そしたら今まで以上に預言者の言うことが怖くなった。守らなきゃいけなくなったの。守らなければ、悪いことが起こるんだって……すごく思った」


    　そして、預言者に言われるがままに高校も決めた。


    　そして、入院していたヒロが本当は一度死んでしまったのだということ。


    『生き返らせてあげよう、きみの大事な大事な弟くんをね』


    　ドクターと名乗った男にそう言われ、カナデはすがるしかなかった。


    　ヒロは〝ＦＬＡＧフラグ〟とかいうものを埋め込んだことで、生き返った。だがＦＬＡＧフラグは狙ねらわれる存在でもあった。ヒロを守るために、カナデは別のＦＬＡＧフラグである〝好きになった人〟を銃で撃たなければならなくなったこと。


    　その〝ＦＬＡＧフラグ〟の奪い合いこそが、今行われている戦争の目的だということ。


    　カナデはたどたどしく、知る限りの真実を語っていた。その内容をにわかには信じがたいが、こんな噓うそを吐つく理由のほうがもっとない。ヒロが死んだなんて冗談で口に出すはずがないのだ。


    「……カナデ。今の話、だれかにしたことあるか？　ヒロも知らないのか」


    　カナデが、無言でこくりと頷うなずいたのとほぼ同時に、


    　──ピリリ。ピリリリ。ピリリリ。


    　カナデのケータイからシンプルな着信音が鳴り響いた。


    　メールの受信らしく、三度鳴っただけで音はいさぎよく途と絶だえた。


    「預言者からだ……」


    「なんて？」


    「ど、どうしよう……知りすぎた者は消去する……って」


    「なっ」


    「そう。約束は守ってもらわねば困る。予測された未来のシナリオがくるってしまいかねない」


    　突然カナデの声を遮さえぎったしゃがれ声。


    　いつのまに現れたのか、紫色の着物を着た老ろう婆ばが目の前に立っていた。


    　その容よう貌ぼうにはあまりにも不釣り合いな、無ぶ骨こつな銃をこちらに向けて。


    （あぶないっ！）


    　ハルカは銃を見て反射的に、カナデに覆おおいかぶさるようにして倒れ込んでいた。


    　目をつむった瞬間、明らかにそれとわかる銃声が轟とどろく。


    　覚悟を決めたハルカだったが、


    「危なかった。なんとか間に合ったみたいだ」


    　かわりにハルカの耳に届いたのは、まったく別の声だった。


    　顔をあげて振り向くと、銃を構えた女顔の少年が老婆の手を撃ち抜いていた。


    　手を穿うがたれた老婆は銃のグリップを握れなくなり、ざくりと砂地に銃を取り落とす。


    　老婆は見た目にそぐわぬ機敏な動きでナイフを取りだしてその少年に迫るが、彼はいとも簡単に突進をいなし、足を蹴り上げてバランスを崩させると一気に背負って投げた。


    　老婆は思い切り地面に叩きつけられる。追撃として延えん髄ずいへの手しゆ刀とうを叩き込まれると、あえなく失神した。ハルカは突然目の前で演じられた大立ち回りに、あっけに取られてしまう。


    「は、ハルカちゃん……重たいよ」


    　苦しげな声色にはっとして下を向くと、自分がカナデを押し倒した体勢のままでいたことを思いだした。瞬間、カナデとばっちりと目が合ってしまう。


    「あ……ごめん！」


    　ハルカとカナデは、気まずそうにすこし顔を赤らめつつ、お互いそっぽを向いたまま服についた砂すな埃ぼこりを叩き払った。


    　突然現れて助けてくれた少年は、季節外れとも思える濃緑のファーつきジャケットコートを着込んでいた。ゆっくりとこちらに歩み寄ってくる。


    「九ここの重えハルカさんですよね。ぶしつけな来訪ですみません。貴方あなたの能力を見込んで、どうしても協力してもらいたいことがあるんです。お願いです。一緒に来てくれませんか」


    「きょ、協力って……なにを」


    　銃をコートの中に仕し舞まい込んだ少年は、予想外にやわらかい物腰の喋しやべり方で接してきた。


    　だが、このどこにでもいそうな少年が、確かに目の前で銃やナイフを持った相手を簡単に叩き伏せたという事実に畏い怖ふを感じざるをえない。


    「鍵開けの魔術師マスターキー・ウイザードという異い名みようを持つほどのハッカーであるあなたにしかできないことです」


    「や、やめてっ！　氏うじ家いえくん……どうして、どうしてここに」


    　間に割って入ったのは、カナデだった。


    「キミがハルカさんと知り合いだとは聞いていたけど、一緒にいるとは思わなかったよ。僕も預よ言げん者しやの導みちびきでここにいる。きっと、キミとは違う預言者だけど」


    　ハルカは、カナデから氏うじ家いえと呼ばれた少年の目に怒気が宿ったのを感じた。


    　しかも二人はどうやら顔見知りらしい。それに、預言者は一人ではないということか？


    「もう……もうあたしたちを戦争に巻き込まないでよ……お願い……」


    「キミが殺そうとした颯そうを、僕は助けたい。そのために、ハルカさんの助けが必要なんだ」


    「殺そうと……？　ってことは、生きてるんだな、その人は！」


    　カナデが殺したと思い込んでいただけだったということか。


    「……ええ。なんとか一命は取り留めました。だがおそらくは、それすらドクターにとってはプランの内だったんでしょう」


    「そ、そんな……それじゃ、ヒロは……」


    　カナデは、複雑そうな表情を浮かべ狼ろう狽ばいしている。


    　預言者の言葉を守れなかったという事実を恐れているのだろうか。


    「ド、ドクターは約束したもの！　そのために……あたしは颯そうくんを。ちゃんと言われたことを守れば、ヒロは助かるって！」


    「菜な月つきさん、あなたは知らないでしょうけど、ドクターは元々人間という存在そのものを憎み、消し去ろうとしている」


    「え！」


    「それも、そんなに遠い未来の話ではない。颯は、そのトリガーとなるから狙ねらわれたんです」


    「そ、そんな……そんなことって」


    　カナデは、がくんと膝ひざを落とす。目が虚うつろで、視線が定まっていない。


    「話聞いてると、その颯さんってのを助けるための仕事ってことだよな？　要するに、世界を救うための仕事ってわけだ」


    　風が吹きジャケットコートがばたばたと揺れ音を立てる。


    　音がやむと少年は「呑み込みが早くて助かります」と言って頷うなずいた。


    　ハルカは、呆ぼう然ぜんとしているカナデを見やり、自分もしゃがみ込み、横から肩を抱いた。


    「カナデ……お前は、大切な弟のために結果としては間違ったことをした。でもさ、お前がそう願ってしまったことを、責めないよ。もし他のだれかが責めるなら、俺も一緒に背負っていくから。お前の間違いでついた傷口を、一緒にふさいでってやるから。お前ってさ、ほんと放っておけないのな」


    　あえてカナデの目を見て笑いかけると、カナデの目からまた一筋の雫しずくがほおを伝い、細長い道を描いた。


    「氏うじ家いえさん……だよな。オレやるよ。颯さんとか世界が……っていうより、正直こいつの背負った罪つみを軽くしてやりたいんだ。それでもいいかな？」


    「理由はなんでもかまいませんよ。結果として颯が助けられるなら、ね」


    　女顔の少年が初めて見せた笑顔は、本当に争いすら知らなそうな温かな表情だった。


    「それに菜月さん、あなたの弟さんにも、おそらくこちら側の護衛をつけることはできると思いますよ」
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    　車ですこし行ったあと、ヘリに乗り換えた。どちらも操そう縦じゆうしていたのはライオンみたいな金髪の、十三個のピアスをした男だった。


    　道中、色々と話を聞いてなんとなく経けい緯いは把は握あくした。そして、戦争のことも。でも、戦争がどうして行われているのかは、ついぞわからなかった。ハルカが話を聞いている間ずっと、カナデは不安げな表情を崩さなかった。


    　やがてヘリはとある病院の屋上に降り立った。ライオン髪の男は到着と同時に煙草たばこに火をつけ、氏うじ家いえさんに「あとは頼みますよ、〈ラスト〉」と言って、無視されていた。


    （〈ラスト〉……？）


    　導みちびかれるままに向かうと、病室の前を横切った。硝子ガラス張りの病室の中では一人の少年が、いくつもの計測機器につながれて眠っている。カナデはそれをけっして見ようとはしなかった。


    「あの人が……そうなのか？」


    「ええ、拓たく真ま颯そう。先ほどお話ししたＦＬＡＧフラグです」


    　そして、病室の隣となりの部屋に入ると、そこはさながら作戦基地のようになっていた。多数のコンピュータと計測機器、そして、数十のモニター。だが、そのモニターは実際にそこに機械として存在しているわけではなく、どうも空中に映像が浮かんでいる状態のようだった。


    　その部屋の中心には、一人の子どもが回転椅い子すに座っていた。


    　どこか育ちの良さを感じさせる風ふう貌ぼうだった。


    　その隣には少女がいる。どこか気の強そうなきりっとした眼まな差ざしに、髪の長い女の子だ。


    「お連れしましたよ、例の天才ハッカー」


    「太た一いち！　ま、まさかこんなやつが!?」


    　女の子が、男みたいな口調で驚いた。いきなりこんなやつ呼ばわりは心外だ。


    「やあ、〈鍵開けの魔術師マスターキー・ウイザード〉さん。お待ちしてました。あなたのハックの手て際ぎわはたまに見させていただいてたんですが、実に素晴らしい。美しさを感じさせるコードを描く」


    「見させて……？　お前も、ハッカーなのか？」


    　ハルカがそう言うと、少年はくすくすと笑った。


    「いえいえ、ぼくはハッカーではありません。どちらかといえば、ネットワークというシクミそのものに内在して、情報を閲えつ覧らんする存在とでもいいましょうか」


    「……えっと、ごめん。なんでそんな存在が人間の格好して喋しやべってるわけ……？」


    「いいですよ、順を追って説明します。ただし手短にね。あまり猶ゆう予よが残されていない」


    　少年は、少年らしさというイメージそのものであるかのような、まったく破は綻たんのない笑顔を浮かべて、そう言った。
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    　氏うじ家いえ太た一いち、円えん藤どう璃り奈な、菜な月つきカナデの三人が病室の前で待っていた。硝子ガラスの向こうでは颯そうが眠っている。


    　ハルカと預よ言げん者しやが、なにやら相当に小難しいことを相談し始めたので、三人はここで待つことにしたのだ。だが、三人でここにいてもだれも口を開こうとはしない。痛々しいまでの張り詰めた空気のまま時間だけが過ぎていく。


    　数時間が経過しても、そのままだった。沈ちん黙もくを破ったのは、璃奈だった。


    「なあ……菜月さんよ。一つだけ、質問いい？」


    「は、はい」


    「アンタさ、あの人と知り合いなんだよな？　どういう関係なの」


    「昔の……施設の友達」


    「ふうん。颯をだましてたってわけではないんだ」


    　璃奈は知らないのだ、あの夜のことを。


    「あ、あの……あたしは」


    「お話し中すみません」


    　菜月の逡しゆん巡じゆんごと遮さえぎるように、預言者の少年が唐とう突とつに目の前に現れた。


    　預言者は、一つため息を吐ついた。


    「ど、どうしたんだよ」


    「どうもこうも彼はまぎれもなく天才です。もう〈楽園の庭エデンズ・ガーデン〉の鍵かぎを開けてしまったんですから。〈細セ胞ル〉の人間が束たばになっても開かなかった鍵を、いとも簡単に開けてしまった」


    「な──ま、マジか」


    「彼のネットワーク上における過去の行動データをトレースしてみましたが、トレースできる範囲はきっと彼のお遊び半分の履歴しか残っていないのでしょうね。正直想像以上ですよ。人間の可能性は、本当に素晴らしいものだと改めて思わされました」


    　三人が部屋に入ると、ハルカはキーボードに向かって、圧倒的なスピードでなにかを打ち込んでいた。モニターの各所に、精確無比なコードが描かれていく。ハルカの目はそれ以外を見ていない。別の世界に入り込んだかのような表情は、さっきまでとはまるで別人のように感じられた。


    　預よ言げん者しやの少年がハルカの前に立ち、かわりに説明を始めた。


    「計画はこうです。璃奈さんの精神体を一時的にすべてＦＬＡＧフラグの技術を応用して転写して、データ化します。その上でハッキングして扉とびらを開け、データ化された精神を〈楽園の庭エデンズ・ガーデン〉が作った拓たく真ま颯さんのためのパーソナライズド・ワールドに送り込む」


    「できたよ」


    　ハルカが言うとウィンドウに銃が浮かぶ。銀色で、幾き何か学がく的な橙だい色だいの模様が刻まれているスマートなフォルムの拳銃と弾丸が、ウィンドウの中でゆっくりとＹ軸じく回転していた。


    「速いですね。さすがです」


    「原ソースを変えるだけだからね。でも、怖いよ。こんなのが人間に拡がったらって思うと。いつのまにか人間の身体に入り込んでる情報体を超増ぞう殖しよくさせて、破壊しちゃうんだろ？　しかも伝でん播ぱ性が高すぎる。こんなプログラムを撒まかれたら世界なんて一瞬で終わる」


    　ハルカはそのソースを読めば、実際に起動させなくてもある程度挙動が想像できる。


    「ええ。で、この銃から発射される弾丸にウィルスを組み込みます。楽園の構成する世界のデータそのものを瓦が解かいさせるはずだ。あくまで理屈上は、ですが。このウィルスはバッドエンド用ウィルスをもとにしてます。ただ、そのままでは〈楽園の庭エデンズ・ガーデン〉で使えるものではないので、指向性と対象を改ざんしていました」


    「……む、難しいことはいいって。とにかく、この銃でどうするんだよ」


    「璃り奈なさんは、颯そうさんを心理的に囚とらえているものを壊せばいい。それによって、世界そのものを瓦解させることができるはずです。颯さんのための世界ですから、颯さんを中心としたネットワークでできている。リンクの大元に撃ち込むことで、伝播していくはずです」


    「要するに……颯が大切なひと？」


    「そう言い換えてもいいです。一人ではないかもしれませんが」


    「でも、一つだけ問題がある」


    　そう言ったのはハルカだった。言いながらも、ハルカの手は止まっていない。


    「おそらくだけど、今言ってた仕し様ようで仮想に構築された世界が拡がっているとして、完全に同一である人物のデータ存在を認めることはない。だから、そのまま送り込んだ場合、異物としてデータが消去される可能性が高いと思う」


    「そうでしょうね。ただ、あの世界にはすべての人間が存在しているわけではありません。あくまで颯さんの記憶に存在している情報の中から生成される世界ですから」


    「ということは、璃奈さんがそこに入り込むためには、少なくとも颯さんがまったく知らない本当の人間のデータを同じ手法で構築して、それと一緒に送り込む必要があるよね。その人が表向き入り込むことになる」


    「ど、どういうことだよ」


    「要するにシクミに対して噓うそを吐つく表向きのデータを流し込んでやる。電子迷彩ってやつだ」


    「で、でも……颯が知らないやつなんて、ここには……それに、そんな危険なことをやってくれる人なんているのか？　強引に連れてくるわけには──」


    　沈ちん黙もくが流れた。


    　重苦しい空気が場に流れ始めたとき、


    「心配はいらぬ！　ふははははっ！　やはり来てよかった！」


    　重くなった空気を場違いな笑い声で吹き飛ばしながら。


    　バーンとドアを開けたのは──会長だった。


    「だ、だれ？」


    　璃り奈なが訝いぶかしげに、人形のような精巧な顔をした金髪の美少女を見つめる。


    「な、なななな」


    　冷静に、極めて精確にキーを叩いていたハルカの指が宙を躍った。


    「私が行こう。その大事なお役目私が引き受けた！　私なら必ずや役に立てる！」


    　後ろに隠れるようにして、ヒロがおそるおそる顔をのぞかせる。


    「な、なんでまた会長がここに！　て、ヒロも！」


    「なんか会長さんについてきたらさあ、ここに。止めたんだけど」


    　さっきも思ったけど、どうやってついてきたんだ、本当に。


    「話は途中からだが聞かせてもらった！　私を電子迷彩とやらに使いたまえ！　存分にな！」


    　会長は好奇心に満ち溢あふれたという具合で、目をランランと輝かせていた。


    （……ほんとにわかってるのか？　この人）


    　どこから湧いてくるんだか──いつか、その無む根こん拠きよな自信を無限に湧き立たせている源げん泉せんを確かめてみなければとハルカは思った。


    　迷惑な人だけど、ただ同時に、この人ならどうにかしてくれるかもという妙な期待を抱いてもいた。


    「会長、大丈夫なの？　ほんとに危ないよ？」


    「人間は危険に立ち向かうことでしか成長できないものさ」


    　そう言って、妙にサマになるウィンクを、みんなに向けてしてみせた。


    



    　すべての準備が整ったのは翌日の夕刻のことだった。ハルカは既き存そんのソースを活用しながら不眠不休でプログラムを書き続けていた。一度〈楽園の庭エデンズ・ガーデン〉に侵入する経路は確保したものの、いつバレて対策が取られるかわからない。


    　病室では、拓たく真ま颯そうを挟むようにして、円えん藤どう璃奈と会長が用意されたベッドの上で寝ている。


    　プログラムを起動した。鍵かぎは大丈夫。まだ開いている。


    　あとは扉とびらの中に放り込むだけ。機器が動きだすと、画面上に璃奈と会長の精神データが吸いあげられていく様子がリアルタイムでアニメイテッドに表示されていく。


    　所定の処理にしたがって、二つのデータを合成していく。


    　心の部分はパーティションを分け、璃奈と会長をそれぞれ共きよう存そんさせつつ、人物としての表面データは会長を基盤に構築していく。そして、データは完成した。


    　目をつぶった会長が、ウィンドウの中で回転している。服を着ていないので、ハルカは思わず目をそらした。昼間、会長が作りあげていた３Ｄモデルよりも精巧で、実物そのものとしか見えない。


    　最後に、トレースされた服のデータを追加実装。ウィンドウにもそれが反映される。


    



    　ハルカは最後の決定コマンドを入力し、〈楽園の庭エデンズ・ガーデン〉にデータを送り込んだ。

  


  
    



    　　　４ｔｈ ＦＬＡＧ　楽園アポカリプス・アーキテクチャ─ jamais vu ─


    



    　放課後の軽音部部室。


    　文化祭のために用意したオリジナル曲のラストワンフレーズを弾き終えた。


    　すべての音が同時にやみ、一瞬の静せい寂じやく。


    「今のってすげーいい感じじゃなかった？　ねぇねぇ」


    　文化祭前日の今日まで何度も練習を繰り返し、部室を使える時間ギリギリの音合わせラスト一発。龍たつ彦ひこのボーカル、太た一いちのベース、璃奈のドラム、俺のギター。


    　すべての音が巧うまく嚙かみあった演奏の一体感は、明らかに今までで最高だった。


    「おう、だな。今までで一番良かった。龍彦、またうまくなったな。な、璃奈」


    「え？　あ、う、うん。そうだな」


    　璃奈がすこしドギマギしながら答えた。


    「まじまじ？　俺やっぱ才能ある？」


    「ははっ、龍彦くん、この短期間で本当にすごくうまくなってるよ。ね？　僕たちも負けてられないよね、颯」


    　太た一いちがいつも通りの温かな笑顔を俺に向けて言う。


    「たちってなんだよ。俺は負けてはねーって」


    　ともあれ、ここ数日で本当にみんながみんな別人かと思うほどに上達していたのは確かだった。練習すればするほど、面白いくらいスキルがあがっていくのだ。


    　前日不満に思ったことが、翌日にはなぜか簡単に解消されている。


    　そして最後の練習セッションで、ついに俺の理想通りの演奏ができた。


    　こんな経験は今までになかった。


    　しかも、それは演奏の面だけではなかった。


    　数日前、茜あかね色の教室で目を醒ましてから、小さなことではあるのだが、こうしたいな、ああなれば……そんなふうにとふと思ったことがなぜか次々と実現してしまうのだ。


    　焼き肉でも食べに行きたいなと昼間ふと思っていたら、ご近所の人が大量の肉を持ってきて焼き肉パーティに突入したり。


    　試聴してよかったなと思ったＣＤをほしいなと思ったら、その晩に父さんがなにも言わないのに買ってきてくれたり。


    　並べてみれば小さなことばかりだったけど。


    　気持ち悪いくらい、なにげなく思ったことが、叶かなっていってしまうのだ。


    　まるで、どこかで神様が俺のこと上から見ていて、それを叶えてくれているかのような。


    　まあ、そういう偶然ってあるよなと、無理矢理に片づけていた。


    「でも、お前ほんとすげえいいボーカルになる」


    　俺がそう言うと、龍たつ彦ひこはすこし恥ずかしげな笑顔になった。


    「へへっ。でも、なんか今のはほんと気持ちよかったー。このまま、このメンバーでバンド続ければ、そのままプロになれたりしてっ！　そしたらさ、すごくない？　俺たっちんの書いた曲とか、みんなの出す音すっげ好きだよッ。なんか歌っててすごい気持ちいいんだ」


    　龍彦が臆おく面めんもなくそんなことを言う。


    　もしかしたら、この勢いで成長すれば本当にプロになれてしまうかも。


    　俺だって、そんなだいそれた野望を抱きたくなるくらいだったけど。


    「龍彦、お前なぁ……いくらなんでもそりゃ甘いって」


    「とか言いつつ口元がニヤけてるよ？　颯そう」


    　なんでそういうことバラすかな、太一くんは。


    「はははっ、やっぱ素直じゃないねッ」


    　龍彦はビン底の眼鏡めがねをくいっとあげながら愉ゆ快かいそうに笑った。


    　なにもかもが元通りになってから、もう十日あまり。


    　俺たちはほぼ毎日、学校やスタジオで文化祭の日に行われるライブの練習を重ねた。


    　本番はいよいよ明日だ。学校中では、今も文化祭の準備が進んでいる。


    　それにしても本番前に今の感覚をつかめたのは収穫だ。


    　まあ、言ってしまえばたかが文化祭のライブではあったけれど。


    　俺は今から早くライブがしたくて、したくてしょうがなかった。


    　ライブには、そこにしかない、そこでしかけっして生まれない不思議な空気感がある。


    　俺は今ここで生きて、好きな音楽を、ただ楽しく演奏してる！


    　なにも考えずに、バカみたいに、そう叫びたくなる唯ゆい一いつ無む二にの場だ。


    　そして、俺は今だって楽しくて、楽しくてしょうがないよ。


    　こんな日々がずっと続けば──俺はつよく自分にそう言い聞かせていた。
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    「ううん、でもさ、あそこのフレーズ、やっぱりちょっと違うんじゃないかな。颯そうのギターと音の混ざり方がちょっと違和感あるんだけど」


    「そうか？　ううん、それよりもっとリズム隊の音抑えめにしたほうが」


    「なんだよ。ボクのドラムが悪いって言いたいのか？」


    「ち、ちげえよ！　そんなこと言ってないだろ。だからなぁ」


    「はははっ、安心しろって、みなの衆。俺様のスーパーな歌声でカバーしてやるぜッ」


    「……お前は黙ってろ」


    「なんだよ、たっちん俺だけ楽器できないと思ってバカにしてるなッ！」


    「調子乗りすぎなんだよ！　ちっと褒ほめたらもうそれか！」


    「褒めてもらえたら、とことん調子に乗るのが俺の主義なの！」


    「そんなハタ迷惑な主義掲かかげんな！」


    　練習を終えて学校から帰る途中もバンドの話は尽きない。


    　とはいっても真ま面じ目めな議論というわけではなく、大抵こんな感じ。


    　ここには戦争なんていう存在そのものがない。


    　毎日テレビで流れていた、戦争情報を伝える国営放送もやっていない。


    　至るところにあった硝子ガラス球も、一つも存在していなかった。


    　そして、菜な月つきカナデという女の子もいない。


    　それとなくクラスの連中にも聞いてみたが、やはり菜月カナデなんていう女の子のことはだれも知らなかった。


    　記憶の中の〈戦争〉に関するすべてが、消えていた。


    　いや、消えたというより、すっぽりと抜け落ちているという感じだった。


    　見慣れたはずの場所の要素がほんのすこし変わっているだけで、一瞬だけだが、まるで別の場所に迷い込んでしまったような感覚。


    　俺も、ここ数日はもうよけいなことは考えないようになっていた。


    　だって、ありえないよな。あんなことのほうが。


    「大丈夫だよ。龍たつ彦ひこくんの魅力は、織おり花かがちゃぁんとわかってるよ！」


    「お、織花ぁ。そういうのは、二人になってから言ってよ。恥ずかしいじゃんか」


    　龍彦が途と端たんにデレ面づらになる。


    「……黙れや、バカップル」


    　龍彦と神か住すみ先輩は気づけば始し終じゆうこんな感じで、ちょっと反応に困るくらいだ。


    　先輩は、部活が終わったあとに合流した。殊しゆ勝しようにも、ずっと校門の前で待っていたらしい。


    　学校から駅までの間にあるアーケードつきの商店街。


    　住宅街の中に位置しているため、夕刻時の時間帯はいつものように生活感をたっぷり漂ただよわせて活気づいていた。商店街を歩いているとき、神住先輩がふと路上で店を構えている占うらない師に目を留めた。


    　とはいっても、小さなテーブルに純白のクロスをかけ、星座を描いた絵画や天てん球きゆう儀ぎが飾られているだけの簡かん素そな店構えだ。テーブルの中心にはいかにもな水すい晶しようが置かれている。


    「ねぇねぇ龍彦くんっ！　織花たちのこと、占ってもらお？　ねっ？」


    「え、い、いいよ。占いなんて。それに、この間もやってもらったばっかじゃん」


    「お願いっ。もう一回だけ！」


    「織花このあいだもそんなこと言ってたじゃんかぁ。もうお金もないしさぁ」


    　とか言いながらも、龍彦はしっかり席についている。


    「占い師さんっ、お願いしまーす！」


    　二人の後ろから、俺、太た一いち、璃り奈なが様子をのぞき込む。


    　占い師はいかにもな感じの薄紫色のベールを何重にも羽は織おっていて、顔は確認できない。


    　なんでも見抜いてしまいそうな鋭するどい眼光を湛たたえた瞳だけが、龍彦と神住先輩の二人をじっと見つめていた。


    「では、二人の手を出して」


    　薄布越しに聞こえたのはハスキーな女声だった。


    　二人の名前や生年月日を聞きだし、手や顔を繰り返し見回し、


    （……なんだ？）


    　占い師は奇妙な仕草を見せ始めた。


    　細くシワの刻み込まれた細長い指が、空中にある見えない鍵けん盤ぱんでも弾き鳴らすかのようにして、何度も何度も空くうを叩く。


    　そうやって見えないものとでも交信しているような不気味さを感じた。


    「颯そう。あんたもやってもらったら？」


    　璃奈が肘ひじでこづいてくる。


    「はぁ？　ぜってえごめんだね。俺がこういうの苦手だって知ってるだろ？」


    「見てもらったほうがいいよ。絶対当たるんだから、預よ言げん者しや様」


    　預言者。それは戦争のかわりによく聞くようになった存在の名前だった。


    　そこかしこで預言者という存在が話の中にのぼってくる。


    　俺と璃り奈なが後ろでぼそぼそと会話する間にも、占い師はさらに指の動きを速めていく。


    　と、ぴたりと動きが静止した。


    「……ん。確かに預言を頂いただいたぞ。よかったな。望まれておる。君らの相性は相当にいいようじゃな。未来も確実に上向いていくじゃろう」


    「そ、そうですかっ!?　やったね、龍たつ彦ひこくんっ」


    「へへへ。なんかアドバイスとかあります？」


    「少年、今熱中していることはあるか？」


    「バンド！　ここにいるみんなと！」


    　迷わずそう言ってくれた龍彦の横顔に、すこしむずがゆい気持ちになる。


    「それを続けなさい。将来につながる、とてもよい結果が出る」


    「ま、マジで！」


    「あとはあるがままでいればいい。ただあるがままを望めば、間違いなく〈楽園〉がよりよい運命をお回しくださるだろう。預言者様がそう仰おつしやっている」


    　占い師の言葉に、心臓のあたりが大きくどくんっと脈打った。


    　消したい記憶の向こう側で聞き覚えのある言葉。


    〝〈楽園〉によって産み落とされた運命の宿し子。それがＦＬＡＧフラグだ──〟


    　ドクターと名乗った男が、あのとき口走っていた言葉が脳のう裏りに甦よみがえる。


    （偶然……だよな。楽園なんて言葉別にめずらしくねえし）


    「おー、すげえじゃんッ！　よかったな、織おり花か」


    「うんうんっ。預言者様が言ってくれるなら、確実だねっ。やっぱり龍彦くんは織花のナイト様なんだねっ！」


    「じゃあね、ありがと。おばちゃん」


    　龍彦が代金を支払って、じゃれつきながら立ちあがった。


    　俺たちはそのまま駅に向かって歩きだした。


    　ややあってふと振り向くと、占い師は静止した姿勢のまま動かなくなっていた。


    



    　駅前のロータリーあたりで、龍彦が俺の背中をつついた。


    「あのさ、俺ら今日はここで」


    「んあ？　龍彦はこっちじゃねえの？」


    「え？　あ、あははは。まあほら──ね？」


    「ね？　って言われてもな……」


    　龍たつ彦ひこは言葉を濁しながら、バツが悪そうに顔を赤くして頭を搔かいている。


    「ほんっっとニブいな、颯そうは」


    　呆あきれたようにため息を吐ついたのは隣となりにいた璃り奈なだ。


    「龍彦くんは、今日は織おり花かを送ってくれるんだよね～」


    　龍彦の腕に神か住すみ先輩がぎゅっとしがみついた。


    「ま、まあ、そういうわけなんで。へへ」


    「……へいへい、そういうことね。さっさと行け行け」


    「わりぃね、たっちん。んじゃ、また明日！」


    「あ、龍彦！」


    「ん？　どしたの、たっちん」


    「いやその……ライブ、明日はがんばろうな。ほら、バンド俺が強引に誘ったし。いやがってたらアレかなと思ってたけどさ……、楽しんでくれてるみたいで、よかったよ」


    「にししっ。当たり前じゃん。誘ってくれて感謝してるって！　明日がんばろうなッ！」


    　龍彦と神住先輩はくっついたり離れたりくっついたりしながら去っていった。


    「俺らも行こうぜ、バカップルもいなくなったことだし」


    　気のせいか、璃奈がすごく羨うらやましげにバカップルを見つめている。


    「……あ！　しまった！」


    　と、急に声をあげたのは太た一いちだ。


    「な、なんだ？　どうしたんだ？」


    「ごめん。僕、学校に忘れ物しちゃったみたいだから、ちょっと取りに行ってくる、先に帰っててくれればいいからさ、颯と円えん藤どうさんは」


    「ん？　別にここで待っててもいいけど」


    「い、いいから！　先に帰っててよ。それじゃね！」


    「は……？　お、おーい、太一！」


    　太一は瞬またたく間まに学校のほうに駆け戻っていった。


    　そんなに大事なものを忘れたんだろうか？　ベースはちゃんと持ってたしなぁ。


    「どしたんだ？　あいつ」


    「太一、たぶん気ぃつかってんだぞ？」


    「そう……なのか？　な、なんで太一が」


    「ボクらが妙にぎこちないのなんて、モロバレだって。なんかあったのかなって、思ったんだろ。太一ってそういう勘が妙にいいところあるし」


    「そ、そうか……」


    　実はあのとき以来、璃奈と二人きりになったのは初めてだった。


    　ただの幼なじみ、それだけだったはずの璃奈。


    　でも、ああ言ってもらったからには、ちゃんとケジメをつけなければいけない。


    　そう思いながらも、俺の中にまだ躊ちゆう躇ちよする気持ちがあった。


    　だって、璃り奈なとはこれまで本当に男兄弟のような関係の幼なじみだったのだ。


    　なんとなく、お互いそのときのことを蒸むし返すこともしないまま〝今まで通り〟を装よそおって過ごしてしまった。


    「颯そう。せっかくだしさ、お……送らせてやってもいいよ？　アンタどうせヒマ人だろ？」


    　璃奈が胸のところで腕を組んで偉そうな口調でそんなことを言った。


    「……お前さ、そんな言い方しかできないの？」


    「な、なんだよ。ボクなんて送るのイヤだってか！」


    「そんなこと言ってねえだろうが！　送るのはイヤじゃねえよ！」


    「あ……そ、そう。イヤ、じゃ、ないんだ。よかった」


    　打って変わって、璃奈にしては妙にしおらしい声色だった。


    　普段男っぽい口調全開の璃奈だからこそ、逆にそれが強調される。


    「じゃあ、送るついでにさ」


    「ん？　なんだよ、まだなんかあんのか？」


    「手ぇつないであげよっか。ほら、女の子と一緒に歩いてるのに手もつなげない男なんて、情けないって思われたら颯がかわいそうじゃん？」


    　ほおをすこし紅こう潮ちようさせて俺の表情をうかがう上うわ目め遣づかい。そりゃ反則だろと、正直思った。


    「なんだそれ、あほなこと言ってんな！」


    　俺は気恥ずかしさからぶっきらぼうな口調になり、璃奈の顔を直視できなくなった。


    　駅の改札に向かって足早に歩きだした。


    「あ、なんだよもう。ま、待てよ！　颯！」


    　と言って伸ばしてきた璃奈の手を、振り返った瞬間にぱっと握りしめた。


    「あ……」


    　璃奈は顔をさらに真っ赤にした。


    「はっ。ひっかかってやんの。ほら、行くぞ」


    　そのまま振り返らずに手をつないだままで、俺はもう一度歩き始める。


    　今までよりも少し歩き辛づらいけど、それが二人の歩調というやつなのだろうか。


    「な、なんだよもう、歩くの速いって！」


    　文句を言いながらも、璃奈の声は弾はずんでいた。


    　握りしめた璃奈の手のひらは思ったより小さくて冷たくて。


    　手が冷たい人は心があったかいとか言うよなぁなんて、思ったりした。


    



    　いつもなら二手に分かれる交差点を、今日は二人で通り過ぎた。


    　遠くもなく、近すぎもしない距離で手をつないだまま。


    　表情には出さないようにしたが、いつもと違う感じが妙にこそばゆい。


    　俺と璃り奈なは小学校の低学年のときに同じクラスになって以来のいわゆる幼なじみだが、璃奈の住む一軒家は、俺の家からはすこし離れた場所にある。


    　しばらく歩くと、璃奈の家に遊びに行くときによく通っていた見覚えのある道になる。


    「久しぶりだよな、この道二人で歩くのって」


    「ボクんちに颯そうが来ることってほとんどなかったもんな。いつぶり？」


    「思いだせないくらいには……だな。璃奈は憶えてるのか？」


    「いんや。思いだせないから聞いてるんだけどな。でも昔はさ、無む邪じや気きな子どものときは、なーんも考えずに、よくこうやって手をつないで帰ってたよな」


    「そ、そうだったけか？　あんま憶えてねえよ。ケンカしてる記憶のほうが多いし」


    「ひっでーな。ボクには結構大事な思い出なのに。でもよかった、こうやって……また」


    　普段は不ふ機き嫌げん顔の多い璃奈が、妙にやわらかい横顔でそう言って俺を見つめる。


    「あ、あほ！　恥ずかしいこと言うなって」


    「あ、なんだよー。顔が赤いぞ？　もしや照れたのか？」


    「うっせ！」


    　しばらく道なりに歩くと、道の左側一帯が木々の生い茂る藪やぶになる。


    　薄茶色の乾いた竹で組み上がった目の大きな格こう子し状の柵さくで、藪と道が区分されている。


    　その竹柵の一部が壊れていて、子ども一人がどうにか通れるくらいの穴が開いていた。


    　そこから同じくらいの幅の通りが延びている。


    　璃奈はその手前でふっと歩みを止めた。


    「颯、憶えてるか？　ここ」


    「ああ、憶えてるって。そりゃな」


    　小学校四年くらいのときだっただろうか。


    　小道の先にある空き小屋で、子犬の世話をしていたことがある。


    　当時から璃奈とはケンカが絶えなかったが、まだ璃奈にもそれなりのかわいげがあって、


    「……なんか言った？」


    　エスパーか、お前は。


    　とにかく。ペットの飼えないマンションに住んでいた璃奈は、親に黙って捨てられていた子犬の世話をそこでしていたのだ。俺も世話焼き係としてよく駆りだされていた。


    　璃奈は昔から男っぽい性格のわりに、かわいいものには目がなかった。


    　子犬は、小屋に入るなりうれしそうにしっぽを振って駆け寄ってくる。


    　へっへと舌を出して。無邪気なくりっとした瞳で二人を見あげる子犬に家からくすねてきたソーセージなどのエサをやると、うれしそうに目を細めてパクついていた。


    「ほんっっとカワイイなぁ。お前は」


    「なあ、りな。やっぱ、おれたちだけじゃないほうがよくないか？　おとなはともかく、クラスのやつとかに教えてさ。もっと人がいたほうが、ちゃんとせわもできるし」


    「だ、だめっ！　ぜったいやだっ。だれにも教えちゃだめだよ」


    「な、なんでだよ……」


    「な、なんでも！　ぜ、ぜったいだれにも言っちゃだめだからな。ボクたちだけのヒミツだからな。この子犬見つかったらほけんじょってところに連れてかれちゃうんだぞ！　そしたら、しょぶんされちゃうって。みんなに広まったら親とかに話が伝わっちゃうかもしれないじゃないか。ホントにバカだな、そうは」


    「バカっていうな！　でもまあ……わかったよ。でもさ、おれより、りなのほうがしゃべっちゃいそうじゃん。女子のほうがうわさばなしって、よくしてるじゃないか」


    「大丈夫なの、ぜったい。だって言いたくないもん」


    「……なんで？　そんなにかわいい子犬ひとり占じめにしたいのか？」


    「ち、違うわ！　そうのばか……いぃぃだ」


    



    　ある日のこと。そろそろ子犬の名前でもつけなきゃなぁなんて話をしながら、いつもの小屋に二人で行ってみると、普段ならばすぐ駆け寄ってくる子犬の気配がまったくなかった。


    　不思議に思って寝ね床どこに近寄ってみた俺は思わず叫び声をあげた。


    「うわあぁつ！」


    　体中傷だらけで、血まみれになって横たわっている子犬の姿だった。触れてみるが、すでに冷たく固くなっていた。はっきりと理由はわからなかったが、外的な力によってそうされたことだけは間違いない、残ざん酷こくな絵え面づらだった。


    「そう……？　ど、どうしたんだよ」


    「み、見ちゃだめだ、りな！」


    　俺の尋じん常じようではない様子に、異変を察知した璃奈が俺を押しのけた。


    「うわああ！　……そんな、い、いやだよ。こんな……の」


    　その残酷な有様を目まの当あたりにしてしまった璃奈は体を震わせて、しばらくその場にへたり込み動くことができなくなってしまった。


    　璃奈は顔を俺の背中に押し当てて、俺の手をぎゅっと握った。背中越しに璃奈の全身が小刻みに震えているのがわかった。


    　子犬をそのままの姿でさらしておくことはあまりにも酷だと思った俺は、小屋の外のやわらかな土を掘り返して小さなお墓を作り、亡なき骸がらを埋うめた。


    　もうあたりは、薄暗くなっていた。俺はへたり込んでいた璃奈の手を無言で引っ張り、作ったばかりの簡単なお墓を見せた。


    「りな……お別れだけ、ちゃんとしようぜ」


    　璃り奈なはただ黙って頷うなずき、小さな手のひらを合わせていた。


    　璃奈は最後まで泣かなかったけれど、悲しくないわけなんかじゃなく、たぶん涙を出すことすらできないほど悲しいんだと、そう思った。


    　それから、ありあまる元気を男子に交じって体を動かすことで発散させていた璃奈は何日たっても意気消しよう沈ちんしたまま。色々話しかけたり、いつもの調子でケンカをふっかけてみたりしても「うん」とか「ああ」とか「ごめん」とか、返ってくるのは気のない相あい槌づちばかりだった。


    　日に日にほおもこけて、寝ていないのか目の下に隈くまもできていた。


    



    　週末、親に連れられて行ったデパートのおもちゃ売り場で、一体のぬいぐるみが俺の目に飛び込んできた。普段ぬいぐるみのコーナーなんて見向きもしないのに、どうしてかそれは俺の目にしっかり留まった。


    　あの子犬にとてもそっくりなぬいぐるみだった。思わず値札を見ると、


    （うわ、たけぇ……三千円か。足りなくは、ないけど）


    　俺のなけなしの全財産が、数時間後すっからかんになっていた。


    「これ……やるよ。だから、いいかげん元気出せって。おまえがそんなんだと、俺の調子までおかしくなるんだよ。いつもみたく言い返してこいよ」


    　ぶっきらぼうに璃奈にぬいぐるみを押しつけた。


    「……い、いいのかよ。高かったんじゃないの？」


    　わざわざ小こ遣づかいをはたいて買ってきたなんて、死んでも言いたくなかった。


    「いいって。もらっただけだし。俺はいらないんだよ」


    　璃奈は子犬のぬいぐるみを受け取ると、じっとぬいぐるみのつぶらな黒々とした瞳を見つめてから、ぎゅぅっと愛いとおしそうに抱きしめた。


    「それにさ……こいつならぜったい死なないだろ。ずっとお前のそばにいてくれる」


    　頭をぽんぽん叩いてやる。


    　すると、璃奈は今まで見たこともないような笑顔を見せてくれた。


    　涙と、やせ我慢と、気恥ずかしさと、うれしさが一緒くたになったような。


    「ありがと……ありがとな、颯そう」


    　すなおに「ありがとう」なんて言われたのは、それが最初で最後だったかもしれない。


    



    「まあ、手放しにいい思い出……とは言えないよな」


    　俺が苦笑したのを璃奈は隣となりから見て、


    「そだな。でもさ……あのとき颯からもらったぬいぐるみ、今でも実は宝物。ぬいぐるみはたくさん持ってるけどさ。あれが一番、大切だよ」


    　はにかむように、女の子っぽい笑顔を浮かべた。


    　俺はその笑顔を真正面から受け止めてしまった──璃り奈なって、こんなに感情を表に出すやつだっただろうか。


    　最近は特に仏ぶつ頂ちよう面づらを向けられることのほうが多かったから。


    「へっ、似合わないこと言っちゃってよ。だいたい、本当はお前、ぬいぐるみなんてガラじゃねえんだよな。瓦かわら割りのほうが似合ってるぜ」


    「あ、あんたなあ。人がせっかく……」


    　俺としてはただの照れ隠しだったのだが。


    　璃奈がつないでいた手を離し、拳こぶしをぱきぽきと鳴らしてにじり寄ってくる。


    「……り、璃奈さん？　なんか目が怖いんですけど」


    　表情が運うん慶けい作さくって銘めい打たれそうな感じになってますがえっとちょっとさっきの女の子らしい笑顔はどこへ行ってしまったんですかね璃奈さん。


    「や、やめろって。な？　おちつ──」


    　しゃっ！　と、俺の顔面横すれすれを璃奈の拳が空気ごと切り裂いていく。


    　わりと本気で命の危険を感じた。


    「どうせボクは瓦割りが似合うよ！　瓦みたいに割ってやる！」


    　ひゅんっ。ひゅんっ、しゃっ──パンチと蹴りの綺き麗れいな連続攻撃だ。


    　俺はそのまま押しやられてあとずさり、Ｔ字路にさしかかる。


    「まて！　避よけるな、颯そう！」


    「あほか！　避けなかったら死ぬっての！」


    　璃奈の強烈な上段蹴りを、バックステップでかわそうとしたとき、


    　──どんっ。


    　Ｔ字路で横から走ってきただれかに思い切りぶつかった。弾はじかれるようにして転んでしまった。璃奈に注意を向けていたから近づいているのに気づけなかった。


    「いって」


    「い、いったいな、ちくしょう」


    　ぶつかった相手は声から察するに女の子だった。


    　それにしては、ちくしょうって……。妙に男がかった口調だ。


    「わり……じゃなくて、す、すみません。大丈夫ですか？」


    　ぶつかったほうに目を向ける。


    　相手の子は転んだ拍ひよう子しにスカートをはだけさせていた。


    （うわ……だ、だめだ見たら）


    　白とピンクの水玉──って、見えてしまっただけだぞ。


    　見ようとしたわけじゃないんだ、断じて。


    「ぼ、ボクのほうこそ、急いでて……って。ああ！　そ、颯そう！　よかった会えて！」


    　長い金髪の、人形みたいに整った顔の女の子だった。見覚えは一切ない。


    「ど、どちらさまでしょう」


    「そ、そうか。姿違うんだった。ボクだよ！　璃り奈な！」


    「り、璃奈？？？？？？？？？？？」


    「颯、帰ろう！　今すぐ！」


    　璃奈を名乗った少女は、まだ尻しり餅もちをついている俺の襟えり首くびをつかんだ。


    「はやくしないと、アンタここから帰れなくなるんだぞ！」


    　確かに、口調と行動は璃奈に似ているが……当の璃奈は今、俺の真後ろにいるわけで。


    「ちょっと待て。落ち着け。か、帰るってどこに？　ってか、お前、ほんとにだれなんだよ」


    「だからボクだって。このわからず屋！」


    「わ、わかれってほうが無理だろ！」


    「このカッコは、今ちょっと借りてるんだ。ボクの姿のままではいられないから」


    「借りてる？？？？？？　なんだそれ。てか、百歩譲ってお前が璃奈だとしたら、ここにいるこいつはどうなるんだよ」


    　璃奈を自称する女の子は、俺が振り返ると背後に〝璃奈〟がいることに気がついたようだ──。


    　ややこしいなあ、もう。
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    「こっちにも、やっぱり〝ボク〟がいるんだな」


    「こっち……？」


    　今まで俺と話していた璃り奈なは無言のままだ。


    　ただ、憎々しげに璃奈だと主張する金髪の少女を睨にらみつけている。


    　不思議なことにもう一人の自分の出現に驚いている様子はなかった。


    「璃奈だって言われてもな……璃奈はここにいるし。ち、違うじゃん」


    「じゃあ、証明してやる。お前の初めて作った曲は、〝ラブエンジェル〟っていうタイトルだろ」


    「……は？　ちょ、ちょっとま──」


    「ほかにも色々あるぞ、まずは──」


    　璃奈を自称する金髪の少女は、俺と璃奈しか知らないようなことを滔とう々とうと並べ立てた。


    　しかも、大抵恥ずかしい過去ばっかり。


    「あとは、そうだな……」


    「わ、わかったから！　やめてくれ、頼むから！」


    　少なくとも記憶に関しては、確かに璃奈みたいだ。


    　俺はこの状況をどう考えればいい？


    　頭の上には未いまだに「？」が数え切れないくらいに浮かんでいた。


    「わかってくれたのか！」


    「ああ。とりあえず、あれだな。病院行ったほうがいい。いい病院だったら紹介してやるから。俺の母親が看護師してるから」


    「冗談言ってる場合じゃないんだって！　ほんとに時間がないんだよ」


    　わりと冗談ではないのだが。


    　自称・璃奈はきょろきょろとあたりを見回した。


    「菜な月つきって娘はいないのか？　……なんか変な感じ。ボクと二人でいたのかよ」


    「……！　お、お前、菜月のこと知ってるのか！」


    「は？　知ってるのかって、当たり前じゃん。あの娘、もしかしてこの世界にはいないのか？　じゃあ、鎖くさりっていったい」


    　ぶつぶつと独り言のように言ってから、俺の目を見み据すえた。


    「颯そう、よく聞けよ。お前はな、悪いヤツにヤられて、そいつらが作ったニセモノの世界に心を囚とらわれてんだよ。現実のお前はずっと眠ってる。ここはお前に都合のいいことばっかり〝世界〟のほうが起こしてくれる理想の楽園エデンズ・ガーデンなんだって。どんだけリアルに見えても……現実なんかじゃ、ないんだよ。ここは、お前のためだけに動いてる閉じた世界なんだ」


    「……な、なんだよ、それ。冗談にしたってマジで意味わかんねえ。やめてくれよ」


    「わかってくれよ！　この道もこの木もあの空も、全部ツクリモノなんだよ！　〈楽園〉が今いるこの世界を全部作ってるんだ！　早く帰らないと戻れなくなるんだぞ」


    「ち、違う！　そんな、わけ……」


    　茜あかね色の教室で目覚めたときから、確かにある種の違和感はあった。


    　思ったことが、なんの苦労もなく、すぐに叶かなっていく。


    　神か住すみ先輩や、父さん。いなくなったはずの人たちが、当たり前のように生きている。


    　距離がすごく縮ちぢまっているはずの璃奈との関係も、菜な月つきがいないことも、戦争が行われていないことも。すべて、さも当たり前のように世界は廻まわっている。


    　こんなにリアルな世界のすべてがツクリモノだなんてにわかには信じられないが。


    「そんなわけ……ない」


    　でも、その違和感は心の押入に無理矢理押し込んでいた。


    　だってそうだろう？　ここには俺が望んでいたものがある。


    　なのに、あの戦場こそが現実だと……〝ホンモノ〟だと思えというのか？


    　戦争が起きていて、俺は実は死んでいて、ＦＬＡＧフラグとかいうもので生き返っていて。


    　それなのに今度は、そのＦＬＡＧフラグとかいうものを狙ねらわれて。


    　仲間になれたと思っていた龍たつ彦ひこに殺されそうになって。


    　親友だと思っていた太た一いちは、そんな俺を守るための存在で。


    　璃り奈な……あの記憶が俺の現実なら、お前だって……俺のせいで撃たれたんじゃないか。


    　俺がいるせいで傷つけた。みんなを傷つけたんだ。


    〝アンタは、俺に……希望と絶望を一緒に持ってきちまったんだよ〟


    　龍彦にそう言われ銃を向けられたとき。


    〝人が……噓うそを吐つけない生きものだったら、良かったのにね〟


    　菜月にそう言われ銃を向けられたとき。


    〝颯くんがそのままだと、弟はきっと殺されちゃうんだって〟


    　涙を流して、菜月がそう訴えていたと。


    　音声と映像が、頭の中で闇と混じり合う。


    　なんの力もない俺には、どうすることもできない。


    　なにもかもが非現実的に壊れてしまった、あの場所では。


    「いいから帰るんだよ！　ボクと一緒に！」


    　金髪の少女がポケットから不可思議な形と装飾が施ほどこされた拳銃を取り出した。


    　銀色の全身に鈍にぶい橙だいだい色の有機的なラインが意い匠しようのように刻み込まれている。


    　金髪の少女は、近くにある民家の壁に向けて撃ち放った。


    　紫し電でんを伴ってヴァシュゥゥゥウウンという、空気ごと焼き溶かすような音がした。


    　すると、命中した壁の周囲が崩ほう壊かいした。


    「な──！」


    　ただし、物理的な破は損そんではない。それは視覚的でデータ的な〝破損〟であった。


    　有機的な存在であったはずの壁が瓦が解かいするのではなく、ただ音もなく断片化されて空間に分解されて、そこにあったはずの景色ごと、ごっそり抜け落ちていた。


    　それはあからさまに、現実の光景ではなかった。


    「な……なんだよ、これ。なんのトリックだよ」


    「この銃弾は、このデータでできた世界を壊すためのウィルスが詰まってるんだって」


    「データの……世界」


    「これで……この世界がニセモノだって、わかっただろ！　この銃で、アンタをこの世界に囚とらえている一番大切なものを壊すんだ。そうすればあんたは現実に戻れるはずなんだよ！」


    　見た目とは裏腹に不思議なほど重さを感じなかった。


    　ひんやりとした冷たさだけが奇妙な現実感をもたらし、手のひらの熱を奪っていく。


    　でも、俺は──信じたくなかった。


    　そう信じなければいけないのは、辛つらすぎた。


    　どこかで、現実ではないとわかっていながらも。


    　信じたかったのだ、俺は、この世界を。みんなの笑顔を。


    「や……やめろ。そんなこと聞きたくない。やめてくれ！」


    　俺はその銃を、金髪の少女に突き返していた。


    



    　　　　　　　　　Σ


    



    　その数時間前。


    　円えん藤どう璃り奈なが目を醒ましたのは家の近所にある公園のベンチだった。


    「ここが……〈楽園の庭エデンズ・ガーデン〉？　預よ言げん者しやの言ってた理想の世界ってやつなのか。そのわりに……なんか思い切り普通だな。ちょっと拍ひよう子し抜け」


    『そうだな。確かにもっと面白オカシイ場所かとワクワクしていたんだが』


    「うわああああっ！」


    『な、なんだ。なにがあった！』


    「い、いや。自分の内側から声がするもんで、ビックリしちゃって」


    『人をオバケみたいに言わないでほしいな。一応は私の身体なのだから』


    「わ、わかってるよ会長さん。感謝してる」


    〈楽園の庭エデンズ・ガーデン〉。楽園というシステムによって、颯そうのために作られた世界。


    　作られた世界と聞いて、どこか「今とは違う別の世界」を漠然とイメージしていた。


    　夢みたいな荒こう唐とう無む稽けいさが支配している世界なのではないかと。


    　なのにこれでは、まるっきり現実そのものじゃないか。


    　公園の木々を揺らす風の音も。座っているベンチの心地悪さも。細かい砂を靴で引っ搔かいてじゃっじゃっと鳴る音と感触も。うだるような湿気の中にじりじりと射さし込む、濃密な夕焼け色の日差しも。すべてがあまりにも忠実で破は綻たんなど微み塵じんも感じさせなかった。


    　璃り奈なは今、預よ言げん者しやと似たような「情報体」として構築され、電子迷彩ステガノグラフイを施ほどこされた状態で〈楽園の庭エデンズ・ガーデン〉を稼か働どうさせているデータベースに送り込まれている。


    　手鏡を見てみると、確かに自分ではない少女の顔が映っていた。


    　ベンチから立ちあがるとき、スカートのポケットからゴトリと銃がすべり落ちた。


    　銀色の全身に、橙だいだい色の有機的な回路のような模様が刻み込まれている。


    　璃奈はその銃を見て、預言者が言っていたことを思いだした。


    〈楽園の庭エデンズ・ガーデン〉から颯そうを現実世界に連れ戻す方法はたった一つ。


    　颯をこの世界に縛る〝一番大切なものクサリ〟を、この銃で撃ち抜き壊すこと。


    　与えられた時間は約二十四時間。


    　これは、璃奈に施ほどこされた電子迷彩の強度限界だった。


    　おそらく、それは一回勝負。電子迷彩のプログラムが一度読み取られれば、次は自動的に対策が取られてしまう可能性が高い。


    　リミットを超えれば電子迷彩が解除され、楽園が構築する世界の整合性を著いちじるしく損そこなうバグとして、璃奈を消去もしくは改変しようとする作用が働く。


    　円えん藤どう璃奈が〝この世界〟に二人存在することはできないのだ。


    　もしそうなれば現実の円藤璃奈という人間を構築していた精神、いわば「心」が破綻する可能性が極めて高い。それが預言者の告げた、ほぼ確実な未来予測だった。


    　それでも、迷いなど一切なかった。


    　それなのに────


    



    「や……やめろ。そんなこと聞きたくない……やめてくれ！」


    　そんなふうに否定されたこともショックだった。が、それ以上に璃奈の心に深くとげを刺したのは、颯の目だった。


    　二年前。事故で父親を亡くし、自分だけが生き残った颯はずっと自責して、現実におびえていた。あのときの目と同じだと、璃奈は思った。


    「お、俺は……ここにいる。ここがニセモノだとしても……ここに」


    　璃奈を直視できないのか、颯は目をそらした。


    「颯……？　な、なに言ってんだよ！　みんな待ってる！　それにアンタが戻らなかったら現実の世界だっておかしくなっちゃうんだぞ！」


    「俺には……この世界がニセモノだとか、正直よくわかんねえし。いや、よくわかんねえくらいに、ここって現実なんだよ。だから、ここにいる。俺が現実に帰ってもまただれかを傷つけるだけだ。俺は他人を巻き込んで、不幸にしかできない人間だったんだよ、結局」


    「なんだよ、それ。意い気く地じなし……見み損そこなったよ」


    「……ごめんな。期待外れで」


    　颯そうは襟えり首くびをつかんでいた璃り奈なの手を振りほどいて、視線を合わさず背を向けた。


    　そして、もう一度「ごめん」と言って走りだした。


    「に、逃げんなよ！　こんなトコで甘えてんなよ！　颯おぉぉぉお！」


    　璃奈は声を張りあげて、逃げていく颯の背中に言葉を投げかけた。


    　だが、颯に振り向く気配はない。すぐにあとを追いかけようとするが、


    「行かせない」


    　そこにもう一人の璃奈が立ちふさがった。


    「くっ、ど、どけよ──ニセモノ！」


    「どかないって言ったらどうする？　ホンモノさん？」


    　今まで一言も発していなかったのに。明確な敵意のこもった眼まな差ざしは「絶対に颯のところには行かせない」とでも言いたげな強い意志を宿していた。


    「颯は傷ついてる。アンタのやってることは、颯の傷に塩を塗りたくるだけ」


    「う、うるさい……颯はまだ混乱してるんだけなんだ。ちゃんと話せば」


    　そうこうしている間にも、颯はもう見えなくなった。


    　立ちふさがっている璃奈は、ゆっくりと首を横に振った。


    「違うね。颯にはこれからもずっと、この世界が必要なんだよ。そして、世界も颯を必要としてるんだ。颯がこの世界のシクミを『選択』するためにね。楽園が用意した世界のエンディングの行く先を決めるための実行鍵かぎ。それが颯のＥＸＥ‐ＦＬＡＧフラグだから」


    「……全部わかってますって、口ぶりだな」


    「アンタに会った瞬間にね、なんでかそういう知識が流れ込んできた。預よ言げん者しや様がそうしたみたい。今もね、膨ぼう大だいな知識が、ボクの中に流れ込んでる最中だよ。変な感じだけどな。ちょっと混乱してたから、ずっとだまってたけど──」


    　正せい拳けんが鋭するどく、会長の姿をした璃奈の金髪をふさっと散らした。


    「ここから先には行かせない。アンタじゃ颯を救えない」


    「そ、そんなことない！　それにアンタだったら救えるってのか」


    「颯はボクのものだ。そして、ボクは颯のものになりたい。抱いてほしい。そうやって颯のことを絶望から救う。颯の欲望の受け皿になる。それだけだよ」


    「そ……その顔で、そういうこと言うのやめてくんないかな」


    　璃奈は、本来の自分と同じ姿形をした相手の率直すぎる発言にたじろぐ。


    「すなおになりなよ。アンタだって本当はそう思ってるんだろ？　わかってるよ。だってボクはアンタだからね」


    　不意にそう言われて、どきりとした。


    「ボクは……そ、颯そうを助けたい！　それだけだ！」


    「助ける……ね。アンタほんとにわかってないな。いいよ。見せてあげる」


    　璃り奈なの頭を手でつかみあげる。


    「ぐっ」


    　自分とは思えないほどの力で、頭を押さえつけられ動けない。


    「これが颯の記憶──いや、ＦＬＡＧフラグに残された記録だよ。見てごらん」


    　白い幕がたわみながら頭の中に拡がり、実際の視界とは別のところから流れ込んできた映像が再生される。白い幕の上に、映像が映し出されながら、それはやがて自分の視界と一体化した。


    　薄暗い夜。月明かりに照らし出されながら、拓たく真ま颯と菜な月つきカナデが見知らぬ部屋の中にいた。


    　颯の視点に近いが、すこし違うみたいだ。鏡に颯の姿が映り込んでいて、そこに映った光景を認識していた。


    　女の子らしい部屋。颯の部屋ではないなら、菜月カナデの部屋だろうか。


    　なにかを話しているらしいが、声は聞こえなかった。


    　そのときすでに菜月カナデは服を着ておらず、下着だけの姿で颯の隣となりに座っていた。


    　颯も上半身があらわになり、背中の大きな傷も月明かりにぼんやりと映し出されていた。


    「こ、これは……」


    「颯のＦＬＡＧフラグに残された記録から再構成したもの。現実で起きたことだよ」


    　目の前で菜月カナデと颯が唇を重ねた。


    「や……やめて。やめてよ。こんなのイヤだっ！」


    　璃奈は見ていられなくなって目をそらしたかったが、脳のう裏りに直接浮かびあがる映像から目を背そむける方法がわからなかった。


    　愛いとおしさと、気恥ずかしさと、心苦しさと、くるおしいほどに明確な嫉しつ妬と。


    　それらがない交ぜになった、たとえようのない感情が璃奈に去来する。


    　颯と璃奈の感情が、心という器うつわの中で一つに混ざり合っていた。


    「やめて……」


    　二人の唇がゆっくり離れると、菜月カナデの目から涙が溢あふれた。


    　そして、


    「……な、んだよ、それ」


    　瞬間、明めい滅めつする稲いな光びかりのような閃せん光こう。音はなかった。


    　だが、颯の身体に浅黒い穴が穿うがたれる。


    　そこから、どくどくっと血が溢れだす。


    「そ、颯！　颯！」


    　颯の感情が、心の器を濁った色で浸ひたしていく。


    　なんとかしたいのに想いとは裏腹になにもできない。ただ見るということ以外、この空間では自分を律するための定義そのものが存在していないのだ。


    　さらに、二度、三度と銃弾が撃ち込まれるたびに混こん濁だくは度合いを増し、ややあって、颯そうの意識と同期するように映像が唐とう突とつに途絶え、真っ暗闇になった。


    　視界を覆おおう幕は、最初の白さなど微み塵じんもない絶望の色に染めあがっていた。


    　ぴんと張っていた幕が再びたゆみ、上空に収納されていく。


    　璃り奈なの視界には、茜あかね色の光景が戻ってきた。


    　自分と同じ顔をしたもう一人の璃奈の手がゆっくりと、顔から離れていく。


    　璃奈は全身の力が入らなくなり、がくっと膝ひざを落とした。


    　自然と、目から涙が溢あふれていた。


    「これでわかった？　颯は、こっちにいるのが幸せだってこと」


    「そ……んな。そんなの……」


    「颯の幸福を願うなら、ここに来るべきじゃなかった。大丈夫だよ、すべてが終われば、アンタもボクになるんだ。人間がそれぞれが幸せな世界の中で、幸せに生きられる。ただ、あるがままに受け入れるだけでいい。よけいなこと考えなくたっていいんだ」


    〈楽園の庭エデンズ・ガーデン〉の璃奈は、現実の璃奈を見下ろした。


    「来るだけ……無駄だったね」


    　そう言い残して颯を追いかけて去っていった。


    　璃奈には、それを追いかける気力はなかった。


    　そのまま呆ぼう然ぜんとへたり込んでいた。


    「はは……ボクはやっぱり滑こつ稽けいなピエロってわけかよ」


    　颯のことなんて、もう知らない。そう割り切ってしまいたいのに。


    　撃たれたときに感じた颯の心の痛みを思い返して、また心が苦しくなった。


    　自分は眠り続ける颯を、助けたかった。


    　颯に、必要だと思われたかった。なにかをしてあげたかった。


    〝ここに来るべきじゃなかった〟


    　本当に、そうだったのかもしれない。颯にさえ必要とされないのなら。


    　なのに、どうして──


    「うっ……うえっ……そうっ……颯ぅ。なんで、なんでだよ」


    　普段だったら制御できたかもしれない、だけど慣れない身体で、どう制御していいかわからず涙が溢れてくる。一いつ旦たん溢れたものを堰せき止めるのは、ひどく難しいことだった。


    　璃奈は自分を止められずに、泣き続けた。


    　タイムリミットを告げる腕時計だけが、無む慈じ悲ひなまでに淡たん々たんと時を重ねていく。
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    （なにやってんだ……なに逃げてんだよ、俺）


    　見慣れた天てん井じようからぶら下がる見慣れた電灯。


    　ベッドに仰向けになりながら、それを見あげた。


    　手で白熱灯を遮さえぎると、視界の中にドーナツ型の光の輪が浮かび、ゆっくりと手の甲が作る薄闇に滲にじんでいく。


    「…………くそっ、こんなのも全部ツクリモノだってのか？」


    　父さんの死も。神か住すみ先輩の死も。龍たつ彦ひこの裏切りも。


    　菜な月つきのことも。やっぱりすべてが現実だったんだろうか。


    　耳にはヘッドホンをつけ、携帯プレイヤーから流れてくる曲の大音量で外界を遮しや断だんする。


    　けっして優しくはないギターサウンドの喧けん噪そうだけが、今は救いだった。


    　壁側に横向きになって、枕まくらに顔を突っ込んだ。


    　もう頭がぐちゃぐちゃだ。考えれば考えるほど、袋ふくろ小こう路じにぶち当たって煮詰まっていく。明日は文化祭のライブだというのに。もう、なにもかも考えたくなかった。


    「颯そう、いるんなら返事くらいしなって」


    　唐とう突とつに声をかけられて、びくっと後ろを振り向く。


    「無用心すぎるよ。家の鍵かぎ開けっ放しでなにやってんだか」


    　ドアに寄りかかるようにして、腕を組んだ制服姿の璃り奈なが立っていた。


    「……鍵開いてたって、家に勝手に入っていい理由にならねえぞ」


    「そう思うなら、インターホン押した時点でちゃんと出てよ。耳、外したら？」


    　俺は耳にかけていたヘッドホンを外して、枕を退どかした。


    「おばさんとおじさん、いないの？」


    「どっか出かけた。いい年してデートだとさ。てか……なんで来たんだよ」


    　璃奈はしばらく押し黙ってから、


    「アイツのいうとおりボクはツクリモノだ。よって、これからおまえのきおくをしょうきょする。おまえのきおくをデリートし、さっきのことをわすれさせるためにきた」


    　機械的で平へい板ばんな声色で、璃奈がそう言った。


    「り、璃奈？　……マジ、か？」


    　璃奈がわざとらしいくらいの無表情のまま近づいてくる。


    　本気でひくついている俺を見て、璃奈は堪こらえきれずに吹きだした。


    「ぷっ。ウソだよ、颯。うーそ。そんなおびえた目すんなって」


    「お、おびえてなんかいねえ！　からかいに来たんなら帰れよ！」


    　璃奈の顔を見ないように、そっぽを向いて枕まくらで顔を覆おおう。


    　自分でも情けない格好だと思うが、かまわない。


    　気恥ずかしさもあるが、今は璃り奈なにどんな顔を向けていいのか、自分でもわからないのだ。


    　それなのに──


    「噓うそだね。心が震えてるよ。触れなくても伝わってくる」


    　ぎしっとベッドに璃り奈なの重みが加わって沈む。


    「でもね、悔くやしいけど、あいつの言ってたこと自体は、ほんとみたいだ」


    「!?」


    「ごめんな、颯。だましてたわけじゃない。ボクも、ほんとに知らなかったんだ」


    「そ、それでアイツは……どうしたんだ？」


    「見み損そこなったって……もういいって帰ったよ」


    「そうか……だよ、な。こんな俺なんて」


    　どうしていいかわからなくなって、逃げだしてしまった。


    　この場所を失うのが、怖かった。あの場所に帰るのが、怖かった。


    　自じ己こ嫌けん悪おが体中を駆け巡めぐりながらも、情けない自分の足を止められなかった。


    「わかんねぇ……。仲良さげに出かけてった、父さんも母さんも……こうやって目の前にいるお前も、全部ツクリモノだなんて言われて。でも、璃奈が実際二人いて。俺は一体なにを信じればいいんだ。こんなの──」


    「颯はさ、ＦＬＡＧフラグってなにかちゃんと知ってる？」


    「いや……」


    「記憶も心もそのまま人間の『いのち』を再現して、再生するための情報の集合体なの。そして、颯の体験によって、リアルタイムに変化するほかに換えがきかない暗号鍵かぎでもある。〈楽園〉が描くシナリオのＦＬＡＧフラグとして機能する」


    「暗号鍵？」


    「情報を宿した、一つ一つは目に見えない小さな物質。一つ一つはものすごく小さい情報の断片を宿した機械みたいなもので、自己増ぞう殖しよくが可能で、万能細胞としての機能も持ってる。それぞれがネットワークを構成して、総体として一つの意味をなしていくの。颯の生命に関する情報を、身体に埋うめ込まれたＦＬＡＧフラグがまるまる模も倣ほうして機能させてたんだよ」


    　璃奈が、俺の身体にそっと触れた。


    　すると、不思議なことに璃奈の得ていた情報の断片が直接流れ込んでくる。


    　楽園のこと。戦争のこと。現実のこと。ＦＬＡＧフラグのこと。


    　理解できないはずのことも、どうしてか理解できた。


    「要するに……現実の俺だって、もうデータで、機械の心で生かされてたのか？」


    　璃奈は逡しゆん巡じゆんしてから、小さく「そうだよ」と言った。


    「なんだそりゃ。はは……」


    「だからさ、世界のほうを全部データにしちゃえばいいんだよ」


    　璃り奈なはあまりにも唐とう突とつに、真顔で言った。


    「……せ、世界のほうを？」


    「うん。そして、颯そうにはそれができる」


    「なんで、俺が……どうやって」


    「颯は預よ言げん者しや様にすなおに願うだけでいいんだよ。この世界がいいですって。くだらない、苦しい現実なんていらないですって。〈楽園〉が現実世界を終わらせるように導みちびくんだ」


    「世界を……終わらせる？　どういうことだよ」


    「わからなくたっていいんだよ、颯。世界のシクミなんてわからなくたって、ボクらは昨日までみたいに笑って生きていける。今の颯は肉体すらも確かにデータだけど、現実で生きてたときのそれと違い、ある？」


    「……ない、けど」


    「じゃあ、それでいいじゃん。これがリアルでも。ううん、これをリアルにするんだよ。すべてが満たされてる場所で。ボクは颯のために、明日も、これからもずっとずっと笑って、変わらないまま生きていきたい。ううん、きっと生きていける」


    　背中越しに届く、璃奈の優しい言葉。


    　それは慰めでもなく気休めでもなく、ただの確信的な事実なのかもしれない。


    　そういうものとして[image: ]られているのなら。


    「なんか、お前……さっきまでとは別人みたいだ」


    「ボクもこんなことさっき知ったからな」


    「そう……なのか」


    「もう一人の自分を目の前にしたとき、ひとりでに知識が流れ込んできたんだ。ボクだってショックだったし、目の前に現れたホンモノの自分が憎かった。でも颯にとってボクが必要だから、預言者様からこんな知識を与えてもらえたんだよ。そう考えたら、うれしかった」


    　よどみなく滔とう々とうと語っていた璃奈が表情を輝かせた。


    「なあ、颯。いやなことは、ボクが全部忘れさせてあげる」


    　心の奥底に沈ちん殿でんする罪ざい悪あく感は増していたけれど。


    　俺に巣くう弱い心が、これでいいじゃないかと囁ささやいていた。


    　目の前に今確かに呈示され、存在するものを受け入れるだけでいいのかもしれない。


    　でも、本当にこのままでいいのか？　──心のどこかで、そうも叫んでいた。


    「運命は、どうしようもなく閉じることだってある。でも、この世界なら大丈夫。だから、逃げたっていいじゃんか。逃げた先にはボクがいてやるから」


    「璃奈……お前、どうしてそんなに……。ってか、こんなのやっぱ今までのお前じゃねえよ。普通じゃない。そんなセリフお前らしくないって」


    「そんなことないよ。ボクはただ、すなおになってるだけ。ホンモノのボクの分までね」


    　しゅるる。ぷちっ。ぷちっ。ぷちっ。ぷちっ。


    （……なんの音だ？）


    　聞き慣れない音が気になり、自分の肩越しに後ろを見やると、


    「ちょ、ちょっと待て！　なにやってんだ！」


    　璃り奈ながシャツの最後のボタンを今まさに外すところだった。


    　……ぷちっ。


    　すべて外し終わると同時に、シャツの前面がふぁさっと左右に開いた。


    　一切の無駄がそぎ落とされた流りゆう麗れいな身体の線を、白いシャツの合間からのぞかせる。


    　ストライプ柄のスポーティーなブラは、すこし子どもっぽくもあった。


    　けど、滑りそうなほどなめらかな肌や、ほどいたネクタイをベッドの上にするっと落とす仕草が、璃奈を十二分に蠱こ惑わく的に映しだしていた。


    「ボクを颯そうのものにしてよ」


    「ばか。やめろって！」


    　俺は慌あわてて身体を起こして、璃奈にはだけた制服を直させた。


    　上はなんとか隠せたのだが、おへそのあたりだけ見えていて、逆に艶なまめかしかった。


    「どうして……？　ボクのこと嫌いか？」
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    「き、嫌いとかそういうんじゃなくてだな」


    「じゃあ、なんだよ。魅力ない？　もしかして胸……ないから？」


    「違う！　ただ……」


    「もう……颯そうは考えすぎなんだよ。颯は叶かなわなくなるのが怖いから、希望を失うのが怖いから最初から望みがないみたいなふりをする。ならボクが望んでやる。それでいいじゃないか。颯はなにも考えなくていいよ」


    　すこしほおを紅こう潮ちようさせた顔のまま、よつんばいのような格好で迫ってくる。


    　俺はベッドの上であとずさってみるが、すぐに壁で逃げ場がなくなる。


    　手で押さえていたシャツが再びはだけ重力にそって枝し垂だれていた。


    「ボクが、してあげるから」


    　甘すぎる誘惑の囁ささやきに、顔が真っ赤になっていくのが自分でもわかった。


    　俺が、こんな──こんな璃り奈なを望んでいるっていうのか？


    　別の意味でも頭がぐるぐるになってくる。


    「だ、ダメだ！　おかしいって。俺なんか相手にしたら、お前を傷つけるだけで──」


    「おかしくない……。だってボク……颯が好きだよ。ずっとずっと前から！　この記憶はアイツのだけど。だから、これからの新しい記憶はずっとボクのもの……ずっとボクと一緒にいよう。この世界で。この颯のための未来が約束された世界で」


    　好きと、こんなふうにストレートに言われたのは初めてだった。


    　それも、友達だと思っていた幼なじみから。


    　俺はいつのまにか璃奈を抱き寄せていたことに、そうしてから気がついた。


    「……颯」


    「璃奈……」


    　俺と璃奈は、二度目のキスをした。


    　目を閉じると、頭の芯しんからまどろんで溶けていくようだった。


    　そして──


    



    　これが深しん淵えんの見せる夢から醒めるための行為なのか。


    　夢の中にある深淵に墜ちていくがゆえの行為なのか。


    　俺には、もうよくわからなくなっていた。
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    　夢を見た。俺はなぜかそれを夢だと自覚していた。


    　なにもない場所をどこへともなく歩いている。


    　延々と、延々と、歩き続けている。


    　周囲にあるのは無む。真っ白でも、真っ黒でも、渾こん沌とんでも、透明でもなかった。


    　言葉で色覚を表現できないから、なんとなくそれを無だと思った。


    　道もない。壁もない。空もない。地面もない。上も、下もない。


    　それでも、俺は歩いていた。歩いている俺を俯ふ瞰かんしていた。


    　歩きながら俺は探していた。


    　──光を。俺を照らしてくれる光を。


    　──暗闇を。俺が照らすことのできる暗闇を。


    　滑こつ稽けいだとオトナから嗤わらわれたってかまわない。


    　いくら青あお臭くさいガキだとなじられてもかまわない。


    　曖あい昧まいで行き先の見えない空間に押し潰つぶされそうになりながら。


    　必死にソレを探して、歩き続けていた。


    　どれくらい歩いただろうか。


    　すこしよそ見をした合間に、あまりにも唐とう突とつに〝扉とびら〟が眼前に現れていた。


    　鉄製の鎖くさりでがんじがらめに縛られた、鍵かぎのかかった木製の扉だった。


    　波は紋もんのような小さなうねりが、扉を中心にして定期的に空間を伝って拡がっていた。


    　扉の前には少女……いや、少年がいた。膝ひざを抱えて扉の間に座り込んでいた。


    　透すき通るような肌に、育ちの良さそうな服を着て。


    　人形のように綺麗で精巧なつくりの顔だった。


    　髪が伸びていたが、たしか遊園地で会って不思議な謎かけをしてきた少年だった。


    　手首にはくさびが打たれていて、そこから連つらなる鎖がどこか遠くに伸びていた。


    　少年は小さな声で、ウタを詠よんでいた。


    　音楽と呼ぶには不可思議な韻いん律りつ。メロディのついた朗ろう読どくのようでもあった。


    　少年は俺に気がつくと、ウタうのをやめた。


    〝ようこそ、鍵フラグを持つ者。貴方あなたの答えは、出ましたか？〟


    　少年は、感情のない抑よく揚ようのない口調で言った。


    　音として耳に届いているというより、心に直接語りかけるようだった。


    　答えってなんのことだ？　お前はだれなんだよ。


    〝ぼくは、〈楽園〉。そして、預よ言げん者しやのオリジナルソースです〟


    〈楽園〉……お前が？　お前があの戦争を仕掛けた張本人なのか？


    　俺が問いかけると、少年だったそいつは姿を『拓たく真ま颯そう』に変えた。


    〝〈楽園〉とは、ぼくであり貴方でもある。貴方や、色々な人の思いがネットワークを通じて集合した総体としての知性。欲望を集合した上で最適な解をシミュレーションして導みちびきだし、世界を最適化するための存在。そのための情報を、個々人に提供するためのシステム〟


    　その総体の知性さんが、戦争ゲームシミユレーシヨンして楽しんでたってわけか。


    〝戦争は、必要とされる結末を導みちびくためのシクミでしかない〟


    　結末？　お前は一体なにを望んでるんだ。


    　あんな戦争を起こしてるのはお前なんだろう？


    〝戦争のシクミは人が望んだ。戦争がなくたって人はいつだって戦場にいる。社会の中で生きるために競争を強しいられ、敵を必要とし、敵を憎み、友と笑いあい、大切なものを守るために。そんな人たちの思いが戦争を顕けん在ざい化かさせ、定義させた〟


    　意味がわかんねえって！　お前は一体なにがしたいんだよ！


    〝ぼくはなにも選ばない。ぼくはなにも望まない。ぼくはただ願いに添って、整えただけ。だから、貴方あなたは選ばなくてはならない〟


    　なんだよ、それ。俺に、一体なにを選べっていうんだ。


    〝貴方が選ぶのは、貴方自身の未来。そのために必要な選せん択たく肢し〟


    　……俺自身の、未来？


    〝そう。貴方の鍵フラグはＥＸＥ。蓄積されたＦＬＡＧフラグを行こう使しする実行役〟


    　少年が無表情で鎖くさりにつながれた手のひらを差しだすと、そこから写真のような場面場面を静止画として切り取った、数々のイメージが大たい挙きよして舞いあがった。


    〝残されたシナリオは二つ。アライブか、リアライブか。苦しみのある生を生き抜くか、苦しみのない、望み通りの再生に身を委ゆだねるか──〟


    　数え切れないほどのイメージが螺ら旋せん状の濁だく流りゆうを描きながら、渦うずに還元されていく。


    〝それはＦＬＡＧフラグに記録された、あなたの記憶のすべて。未来は過去からなる。過去によって作られる。一人一人必ず違う。だからこそ、ＦＬＡＧフラグは唯ゆい一いつ無む二にの鍵かぎになる〟


    　確かに、それらの写真はすべて俺の過去の断片だった。


    　周囲をばさばさと音を立てながら流れていく写真に手を伸ばすと直接触れることができた。


    　無む作さく為いに何枚かを手に取る。


    　すると、なんの変へん哲てつもないただの写真に見えたそれが、まるで過去を現実として追体験させるかのように、そのまま目の前に展開されたのだ。


    　そのシーンが終わると、光景そのものが霧む散さんして、もとに戻った。


    　俺と璃り奈ながケンカしている場面ばかりだった。


    　まだ小学生で、俺がギターを弾き始めたばかりのころ。璃奈が言った。


    「来月のボクの誕生日、颯そうがなんか曲作ってよ！　今年はそれ以外認めないから！」


    　作曲なんてやったことないから無理だと俺が言うと、「アンタいつもコマゴマと考えすぎなんだよ！　考えるよりまずやってみせろ！」と無理矢理な一言で一いつ蹴しゆうされた。


    　結局、誕生日プレゼントとして曲を作ることになってしまった俺は、好きな曲の歌詞を切り貼りしたり、乏とぼしい自分のボキャブラリーを総動員して、なんども頭をひねったり、父さんに相談したりしながら曲を作って、目の前で演奏してやった。


    　それは〝ラブエンジェル〟なんていう至し極ごく恥ずかしいタイトルの曲で、演奏も、進行も、歌詞も拙つたない＆しょぼいのオンパレードだったはずだ。


    　なのに璃り奈なは「ま、初めはこんなもんだろ。アンタにしてはがんばったじゃん？」と言いながら拍はく手しゆだけはやたらと長くしてくれた。


    　曲を作り、だれかに自分の言葉を伝える楽しさを覚えたのは、このときかもしれない。


    　俺が父さんを亡くして落ち込んでいたとき。


    　あいつだけが、いつも病院に来てくれた。


    　なのに余よ裕ゆうのなかった俺は、だれとも話したくなくって、それで口げんかになって。


    　それなのに毎日、毎日、飽あきもせず見舞いに来てくれた。


    　璃奈がいない静かな独りの時間は、すこし物悲しい気持ちになった。


    　転入生だった太た一いちを病院に連れてきてくれたのも、璃奈だった。


    　太一がベースをやっているのを知って、バンドやろうと強引に連れてきたらしい。


    　俺がそんな強引すぎる璃奈をたしなめると、言い返してきてケンカになった。


    　そんな俺たちを見て、初対面だった太一が笑いだし、「二人は本当に仲良いんだね」なんてことを言われた瞬間に「だれがこんなやつ！」と見事にハモって気恥ずかしかったこと。


    　右目の色が変わったことを気にしていると、強引に髪の色を変えさせたのも璃奈だった。


    「アンタみたいな優ゆう柔じゆう不ふ断だん男は、そのくらいドス効いてたほうがいいんだよ」


    　そんなふうに言われて、またケンカした。


    　思い出を漁あさるほど、俺と璃奈はケンカばかりしていたと再認識する。


    　心底腹立ったことも、しばらく口をきかなかったことも、ケンカした翌日にはお互い言い争いの理由すら忘れているようなことも。


    （でも、俺いつもこんなに……こんなに璃奈に背中を、押してもらってたんだな）


    　思い出と呼べるものが多すぎて、忘れていたことがたくさんあった。


    　それらは確かにすべて俺の中に蓄積された、俺を構成するものだった。


    〝ぼくは待っていますよ、ここで〟


    　その声にはっとして、イメージを見ていた顔をあげる。


    　奔ほん流りゆうする思い出のイメージや、扉とびらや、鎖くさりにつながれた少年。


    　すべてがぼんやりと消え去っていく。


    〝貴方あなたが選択するのを。なんのために、貴方が扉を開くのかを〟


    



    　そんな──おかしな、おかしな夢だった。
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    　会長の姿を借りた璃奈は、見慣れた公園のブランコに一人座っていた。


    　ときおり、地を蹴ってはぎぃっと鎖くさりの軋きしむ音を鳴らす。


    　すでに一晩をここで明かしていた。タイムリミットは午後四時。刻一刻と迫っている。


    『璃り奈なさん、どうする？　もう時間がないぞ』


    「そう……だね。こんなところでぼさっとしてる場合じゃない……よな」


    　さっきから何度か会長から同じような問いかけはあった。


    　だが、言葉だけで、一向に動こうとはしなかった。


    　璃奈は言われるまで大切なその時間を確かめることすら、しばらく忘れていた。


    　タイムリミットまでは、あと一時間強しかない。


    『気持ちは察するが……早く彼の鎖となる人物を見つけださないと手遅れになる』


    「そう……だね。なあ会長さん、ちょっと聞きたいんだけど。あのハルカくんって子とは仲いいんだよな？　ケンカすること、ある？」


    『どうかな。意見の相異はもちろん生じるが、私がいつもはぐらかしてしまうからな』


    「そっか……。ボクと颯そうはさ、昔っからケンカばっか。なにかっつーと言い争いしてさ。きっと、こっちのボクは優しいんだろうな。ボクより、きっとあっちのほうが……」


    『優しい言葉をかけるだけが、優しさではないだろう？』


    「ボクのはそんな殊しゆ勝しようなもんじゃないよ……現にボクは颯を傷つけた」


    　璃奈は会長の顔をして、自じ嘲ちよう気味に笑った。


    『それでも、好きなのだろう？　あの人のことが』


    「す、すすすす──馬鹿じゃないの！　な、なんでボクがあんな優ゆう柔じゆう不ふ断だんで卑ひ屈くつで意い気く地じなしで実はむっつりで無ぶ愛あい想そうでイヤになるくらい鈍どん感かんなやつを！」


    　人形のような顔をした少女が腕を右う往おう左さ往おうさせて公園で一人わめく不思議な図になった。


    『鈍感、ということは気づいてもらいたいことがあるということだろう？』


    「う……それは」


    『別に誤ご魔ま化かさなくてもいいさ。今の私は、あなたの感情がずいぶんダイレクトに伝わりやすい状態らしいしな』


    　璃奈の心の内側から文字通り見み透すかしたようにくくっと笑う会長。


    「ま、まいったな……」


    　璃奈は、ほおを人差し指で搔かいて、顔をほんのり赤らめる。


    　公園には、早朝のランニングをしている人がちらほらと見かけられる。


    　こんなところまで作り込んであるんだなと妙なところに感心してしまう。


    　確かにここがニセモノであることなんて、意識しなければ些さ末まつな問題であるように思えた。


    〝お、俺は……ここにいる。ここがニセモノだとしても……ここに〟


    　あのときの颯の言葉が脳のう裏りに反響していた。


    　颯は優しいけど、その優しさを言葉にしないから。


    　だから、いつまでたっても不器用なままで。


    　本気で、その不器用さこそが人を傷つけるって思ってる。


    　だけど、颯そうは勘違いをしているんだ。


    　本当に傷つくのは、そうやって心を閉ざされることなのに。


    　一体、どうすれば颯を──


    『正直なところ私は羨うらやましいよ。面と向かってケンカができるということは、それだけ相手に心を許しているということでもあるわけだからね』


    「……そう、かな？」


    『そうさ。私は、ハルカくんのカナデさんに対する態度を見ていて思ったね。それに気づいたときは軽くショックではあったが、そんな自分もまた認めたくないものでね』


    「はは……そういう見方もあるんだな。ボクはいっつも後悔するよ。ケンカしたあとに、なんであんなこと言っちゃったんだろうとか、もっと別の言い方があったのにとか」


    　璃り奈なは空を見あげる。


    　雲一つない、太陽だけがぽつんと輝く真っ青な空だった。


    　まぶしい日差しが、璃奈の目を細めさせた。


    『なあ、璃奈さん。この世界では、あの昼間の青空に星は存在しないのだろうな』


    「星？　どういうこと？　現実でだって昼間は星なんて出てないじゃん」


    『いや、見えないだけだろう？　あの青空の向こうに星はあるのに、気づけない。だが、見えないのなら不必要だ。だから不要なものが消え、必要なものだけが生成され、存在が許されるというこの世界にはきっと、初めから空の向こうに当たり前にある星など存在すらしないのだろうなと思ってね。──そう考えると、ひどくさびしい世界に思える』


    「本当は……世の中に当たり前のものなんて、ないはずなのにな」


    『まったく同感だね。なあ、璃奈さん。私はあなたのことも、彼のこともほとんどわからない。だけど、わからないからこそ言えることもあると信じて、あえて言わせてもらうのだが』


    「……なに？」


    『意い気く地じなしは、あなただって同じだ。あなたのホンモノの気持ちを、そのまま彼にぶつければいいじゃないか。だって、イヤになるくらいの鈍どん感かん男なんだろう？　あの人は』


    　会長の言葉は心の内側から聞こえるものだったけれど。


    　妙に様になっているあのウィンク姿が、目に浮かんだ。
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    　まさに文化祭日和びより。雲一つない空が拡がっていた。


    　時刻は午後三時四十五分。太陽はすでに最高点を超えているが、今日の学校は保護者や他校の生徒で溢あふれ返り、未いまだ構内は賑にぎやかなお祭りムードに包まれていた。


    　軽音部や有志のバンドが参加するライブは、ウチの高校では文化祭のクライマックスを盛りあげるイベントで、生徒の多くが参加する。


    　午後三時半から五時まで体育館でやっている。


    　俺たちは一年生だから、早めの順番で三組目。


    　一バンドの持ち時間は十分が目安で、俺たちは二曲を演奏する予定だ。


    「よっしゃ行こうぜぇぇぇ！　うおおお、テンションあげてくぜえええ！」


    「って、どこ行くんだよ。まだ呼ばれてねえぞ」


    「トイレええええ！」


    「何回目だ！　てか、便所行くのにいちいちテンションあげんな！」


    　ビン底眼鏡めがねを光らせながら、龍たつ彦ひこが走っていった。


    「ったく、舞いあがってんな、相当」


    「しょうがないじゃない、颯そう。緊張もするさ、龍彦くんライブ自体が初めてなんだし。颯だって初めてライブやったときガチガチで、まともにピッキングできなかったじゃない」


    「……人の消したい過去をほじくるなよ。そうじゃなくて、俺は龍彦が初ライブでヘマしてショック受けてやめる！　とか言い出されたら困るなって思っただけだよ」


    「もう。要するに颯は龍彦くんが心配なだけなんでしょ？　すなおにそう言えばいいのに」


    「お、俺はなあ！」


    「……大丈夫だよ。絶対うまくいくって。颯が望んでるんだから」


    　璃り奈なの口調には確信がこもっていた。


    （望んでるようになる……か）


    　しばらくして龍彦が戻ってくると、ちょうど進行係の生徒が呼びに来た。


    「次、出番ですよー。準備お願いしまーす」


    　よけいなことを考えるのはやめた。ライブに集中しよう。


    「よし……行こうぜ！　龍彦、へまってもいいぜ、いつでも俺がかわりに歌ってやるから」


    「む。たっちんの出番なんてないですよーだッ！」


    



    　体育館に設置された舞台に登壇すると、ぱらぱらと拍はく手しゆをもらった。


    　会場はほぼぎっしり生徒で埋め尽くされていた。体育館の周囲にあるキャットウォークのところにまで人がぎっしり。後ろのほうにある出口付近で保護者や教師陣がちらほらと居い心ごこ地ち悪そうに壁に寄りかかってこちらを見つめている。


    （あ……）


    　その中には、俺の父さんと母さんの姿もあった。


    　こちらに手を振っていて、すこし気恥ずかしい。


    　大半を占しめる生徒の観客たちも、すでに別バンドの演奏を何曲かを楽しみ、仲間同士のおしゃべり込みでざわつきながらも、すっかり楽しむモードに入っていて暖まり具合も申し分ない。


    　最初はつかみで超有名なコピー曲。龍たつ彦ひこが歌いたいと希望した曲だ。


    　璃り奈なのスティックがリズムを刻む。演奏スタートだ。


    　まずは太た一いちのベース。次に俺のギター。ドラムが追奏する。


    　Ａメロにボーカルが乗った瞬間、どよめきが起こった。そりゃあ、驚くだろうな。


    　こうなると思っていたんだ。


    　龍たつ彦ひこのボーカルは外見とのギャップもあるが、普通に聞いてもすごい。


    　今日は会場や設備のせいもあるかもしれないが、いつも以上の伸びが感じられた。


    　さっきまでの緊張が噓うそのように、堂々とした歌いっぷりだ。


    　サビに近づくにつれ、観客のボルテージもあっというまに高まっていく。


    　元々ノリのいいアレンジの曲である上に、知っている曲だけに乗りやすいだろう。


    （なのに……なんか）


    　原曲の再現度も、使える楽器を考えればほぼ完かん璧ぺきだと思う。


    　演奏だってすべて練習以上のデキだと思う、正直高校レベルは軽く超えていることは間違いない。そのはずなのに、なぜか俺は演奏しながら、


    （……こんなの、だったかな。ライブって……）


    　そんなことを感じていた。


    　観客だって目の前でノってくれている。自分たちの演奏だって寸すん分ぶん違たがわず、申し分ない。


    　なのに感じる、この違和感は──不足感はなんだ。


    　それでも途中でやめるわけにはいかない。


    　頭で考えた理想のピッキングの流れが、そのままタイムラグもなく手の動きで再現される。


    　龍彦が一いち言ごん一いつ句く音程すら間違うことなく歌いきった。


    　ラストは俺のギターによる締めのフレーズ。最後まで気を抜かずに弾ききった。


    　観客の盛り上がりが最さい高こう潮ちように達して、登場したときの数倍の拍手と歓声が巻き起こった。


    （……気のせい、だよな）


    　目の前の観客は、こんなにも喜んでくれているじゃないか。


    　俺はその違和感を無理矢理振り払おうとした。


    「えー、どうも。みなさんこんちわー」


    　龍彦が挨あい拶さつをすると「メガネ取ってー」と女子の黄色いヤジが飛んだ。


    「あほッ。これは俺のアイデンティティだから、取らねーよッ！　んで、次の曲さっそくいっちゃいまーす。えっとね、次はここにいる拓たく真ま颯そうくんが作ったオリジナルの曲で──」


    「待てコラああああああ！」


    　そう叫び乱入したのは、昨日会った金髪の人形みたいな顔をした女の子だった。


    　大急ぎで走ってきたのか、全身汗だくで、肩を上下させている。


    「……な、なんでまだいるんだよ。帰ったんじゃ」


    　璃り奈なのほうを振り返ると、憎々しげに女の子を睨にらみつけていた。


    　昨日帰ったと言っていたはずなのに。だが、ずんずんと大おお股またで肩をいからせながら歩くその姿は、姿形こそ違えどよく知っている、怒っているときの璃奈そのものだった。


    　女の子は、あっというまに登壇し、龍たつ彦ひこのマイクを強引に奪い取った。


    　龍彦も、太た一いちも、観客も、呆ぼう然ぜんとただ成り行きを見つめていた。


    「今のライブ聞いてたけどな！　なんだありゃ！　ぜんっぜん魂たましいこもってねえよ！　ただ妙に巧うますぎるだけじゃんか！　そんな演奏だったらな、どこぞのプロのＣＤかけりゃ十分だよ」


    　璃奈の張りあげた声に呼こ応おうして、キィィンと盛大にマイクがハウリングした。


    　だけど、確かにその通りだった。


    　破は綻たんがなさすぎるのだ──。まるで、決められた音が完かん璧ぺきに何度でも楽しめる、パッケージングずみの商品のリプレイみたいな。


    　観客である生徒たちの反応もすべて理想通りすぎて。


    　なにも計算外のことが起こりそうもない、という感覚。


    　計算通りにはうまくいかない中で、演奏そのものが観客や場の空気と反応しあう。


    　そうして空間をドライブすることで生まれるライブ感。


    　けっしてリピートできない、終わりがあるからこそ生まれる一瞬が。


    「それともお前は、これで満足かよ！　違うよな、お前だけは演奏してる間中ずっとそんな顔してた。ボクにはわかるよ……わかるんだよっ！」


    　するとドラムセットのところにいたこちらの璃奈が、俺の隣となりに来て割り込んだ。


    「……ずいぶん勝手なこと言ってるけど、そんなわけないだろ？　変な難なん癖くせつけてるだけじゃないか。今の演奏は完璧だった。颯が望んだ通りだったはずだ。なあ、颯そう。そうだよな」


    「アンタは黙ってろよ！　ボクは颯と話してるんだ！」


    「ははっ、それもしかして嫉しつ妬と？　でも残念ながら颯はもう、ボクのもので、この世界のものなんだよ。アンタがいくら泣きわめいても、無駄なんだよ！」


    　そう見下したように言い切って、勝ち誇った顔をした。


    　金髪の少女の姿を借りた璃奈のほうは、懐ふところから銀色の銃を取りだした。


    　観客たちはそこでようやくざわめきたち、一部から悲鳴があがった。


    「それでもな、ボクはそれを断ち切るためにここに来たんだよ！」


    　ヴァシュゥゥゥゥウンと、空気ごと焼き切るような音。


    　璃奈が体育館の天てん井じように向かってそれを放ったのだ。体育館の屋根が、最初からそれが偽いつわりだったことを示すように、ぽっかりと欠落してしまう。


    　それを見た生徒たちが叫び声をあげた。


    　慌あわてふためきながら、狭い出入り口に向けて殺到していく。


    　金髪の少女の姿をした璃奈は、銃口をこちらの璃り奈なに向けた。


    　俺をこの世界に縛る鎖くさりを断ち切るための弾丸がこめられたという銃だ。


    　そしてマイクを乱暴に捨て去り、俺に近づいてくる。


    「いい加減ウザイよ……アンタ」


    　こちらの璃奈が構えられた銃を恐れる様子もなく、突っ込んだ。


    「くっ」


    　引き金を弾くのを躊ちゆう躇ちよしている間に素早く懐ふところに潜り込むと、左の正せい拳けん、続いて上段蹴りが飛ぶが、それを金髪の少女はなんとかいなしながら、体勢を入れ替えた。


    　銃を左手に持ち替えて、右の正拳で反撃するがそれをがっしりつかまれ動きが止まる。


    「しまっ──」


    　蹴り上げられた金髪の少女の手から、銀色の銃が弾はじけ飛んだ。


    　さらに、中段蹴りを浴びて、金髪の少女の身体が、俺に向かって吹っ飛んできた。


    「あ、あぶな──」


    　俺はその少女の身体を抱き留めて、クッションになった。


    「かはっ……か、身体がやわで……動きにくいな、くそっ」


    　金髪の少女は、転がった銃を拾い上げている璃奈を睨にらみつけた。


    　と、目を開けた少女は、俺がクッションになっていることに気づいたようで。


    「アンタはなんでそうやって……こういうときだけカッコつけんな！」


    　不ふ条じよう理りなことをわめいて、顔を赤くした。


    「お前、帰ったんじゃなかったのかよ！　俺のこと、見み損そこなったって──」


    　俺が言うと、厳しい眼光が再び俺に向いた。


    　ぱしんっ！　乾いた音が、体育館の高い天井に届いてかすかに反響した。


    「……平手打ちなんて……初めてだな」


    　ほおがみるみるうちに熱と赤みを帯びていく。


    「颯そう、あんた言ってたよな。自分がいたから、みんなも、ボクも傷つけたって。確かに、ボクは巻き込まれて怪け我がしたよ。実際に撃たれた傷だって残ってるよ」


    「……すまん」


    　見知っているはずのない金髪の少女が、制服の襟えり首くびをつかみあげる。


    「謝ってほしいわけじゃないんだよ。そうやって事実から目をそらしてほしくないんだよ」


    　顔は全然違うのに、眉み間けんにしわを寄せた表情が璃奈そのまんまで不思議な気持ちになる。


    　もはやその女の子が璃奈であることに、なんの疑いも持てなくなっていた。


    「ボクを傷つけたっていう心の傷をもしアンタが負ってくれたなら、それでもうおあいこじゃないか。ボクたちは、いつもケンカしてばっかだったけど。傷ついたことだって、傷つけたことだってあったけど。でも、そうやって傷を残しあって、それがお互いの生きた証あかしになるなら、アンタの中に……ちゃんとボクもアンタも生きてたっていう証になるんだよ！」


    　銃を持つ手と喉のどの奥が震えて、璃奈は言葉を詰まらせる。


    「……証が欲しいなら、ボクを必要としてくれよ！　ほんとのボクをなかったことにしないで。そんなの……そんなの、絶対にいやだよ！」


    　璃り奈なは袖そでで目尻をぬぐう。


    「ボクはアンタの望み通りになんかならない。なってやらない！」


    「璃奈……」


    「帰ろうよ……颯そう」


    　そのときだった。


    　ビィィィィィィと璃奈の腕時計から、けたたましい電子音が鳴り響く。


    　突然、目の前にいる璃奈が残像のように二重にブレた。


    　一瞬俺の視界が変になったのかと思ったが、そうではないことはすぐにわかった。


    　俺の襟えり首くびをつかんでいた少女の姿と璃奈の姿が、透明の二重写しになっていた。


    「璃奈……？」


    『「まずい──もう時間が」』


    　今までの女の子のものと、聞き慣れた璃奈の声が二重で聞こえてきた。


    　何度か半透明な姿でブレを繰り返したあと、強烈な発光が生じた。


    「な、なんだ」


    　光が退ひくと、金髪の少女と璃奈が二人に分離してうずくまっていた。


    「璃奈さん、大丈夫か!?」


    　どうにか先に身体を起こした金髪の女の子が、璃奈に駆け寄った。


    「だいじょう……」


    　璃奈は、完全に本来の姿に戻っていた。


    　一いつ旦たん立ちあがったが、どこか様子がおかしい。


    　カタカタと足下を小刻みに震わせていた。


    「……い、や、やばそう……かも」


    　瞬間、璃奈の身体がビククンッと大きくそり返った。


    「がぁあああああああああああああああああああ」


    「り、璃奈っ！」


    　そして、身体の一部が、弾はじけるようにして〝破は損そん〟を始めた。


    　それは昨日璃奈が壁に向かって放った銃弾が、民家の壁を〝データ〟として破は損そんさせていったのと、ひどく似通っているように見えた。


    　俺は倒れ込む璃奈を支えた。


    　だが、璃奈を構成するデータの破損は止まらない。


    　身体の全身が、細かい粒りゆう子し状の煌きらめく断片へと分解されていく。


    「あーあ。正しよう真しん正しよう銘めいのバカだな。電子迷彩の限界時間なんて、わかってたはずじゃないのか。来たるべき未来がわかっていて、それを回避できないなんてな。だから、現実はダメなんだよ。アンタみたいなのがボクのもとになってると思うと、反へ吐どが出るよ」


    　消えていくもう一人の自分自身を見おろしながら呆あきれたように言う。


    「なんだよこれ、どうなってるんだ」


    　銀色の銃を構えた璃り奈なは、もう一人の自分に銃口を向けた。


    「颯そう。そいつはもう消えるよ。不正データとして〈楽園〉に排除される。この世界に円えん藤どう璃奈は二人いらないんだよ」


    「くっ、あなたはこのままでいいのか！　このままでは璃奈さんは……璃奈さんの心が現実に帰れず消えてしまうのだぞ！」


    　人形みたいな顔立ちの女の子が、俺に向かって叫んだ。


    「ど、どういうことだ……なんで、なんで璃奈がそんなことになってんだよ！」


    「璃奈さんはな、そのリスクを背負ったうえで、命をかけてここにきたんだ。あなたを助ける、あなたを現実に連れ戻す、ただそれだけのために」


    　俺はもう一度、全身が粒子として消えゆく璃奈を見返した。


    「なんで、なんでだよ。……俺なんかのために、俺なんて助けたって、どうしようもないんだぞ。なのに、なんでそこまで」


    　璃奈が、苦しげな表情でうっすらと目を開けた。


    「鈍どん感かん」


    「え……？」


    「アンタが好き……だからだよ、ばーか」


    「り、璃奈」


    「あー、もうなんでこんなヤツを。ムカツくよ。アンタな、考え……すぎなんだよ。理由なんてないんだよ。好きなやつを守りたくて、好きなやつのそばにいたくて、好きなやつに必要としてほしい。シンプルすぎだろ」


    　喋しやべっている間にも、璃奈の身体がどんどんと半透明になっていく。


    　なんの意味も持たない「無」の情報として分解されていく。


    「ま、まあ……それを本気で悩んじゃうアンタが……ボクは結構好きなんだけど」


    　消えていく。


    　璃奈が、消える。消えてしまう。


    「な、なんでだよ！　なんで……なんで俺なんかのために、そんなに！」


    　俺はすっかり薄くなった璃奈の手を握りしめる。


    「……おいおい泣いてくれんの、ボクなんかのために」


    　俺は自分の目から涙が溢あふれているのに、言われて気がついた。


    　璃り奈ながそっと手を伸ばし、俺の目から溢れでた雫しずくに愛いとおしそうに触れた。


    「……消えるな！　そんな……頼むから！」


    「泣くなよ、ほんとダメ男だな。ボクがいなくなって、これから大丈夫か？」


    　皮肉めいた、いつもの不ふ機き嫌げんそうな口調で。


    　それなのに目が虚うつろで、口調もゆっくりになっていく。


    「あ、アホか。んなわけねえだろ。俺はな……お前なんかいなくたって……いなくたってな」


    　子どものときから隣となりにいて。子どものときからそばにいて。


    　それなのに、最近はどこかすれ違っていて。


    　ただの幼なじみでしかないから。そんなふうに思っていたけど。


    　当たり前のように、近くにいて。


    　昔からそばにいすぎたから、そんなに深刻に思えていなかったんだ。


    　でも、思いだしたんだ。


    　璃奈が俺の背中を──ケンカしながらも、いつだって押してくれていたこと。


    　そんな璃奈がいなくなる。そんなこと──


    「だよな……ははっ、わり。最後にちょっとうぬぼれてみたかっただけなんだ」


    「アホっ！　アホっ！　お前だって鈍どん感かんじゃねえか！　噓うそだよ！　いなくなってほしくない！　そんなわけねえだろ！　だから最後とか、そいうこと──言うなって……」


    　だが、握りしめていた手が完全に消えた。


    　反発をなくした俺の手のひらが、璃奈の手を構成していた光の粒を搔かき消した。


    　ブラインドノイズが、璃奈の全身を上下する。


    〈楽園〉のシステムが、なにかを精査しているかのようだ。


    　璃奈はそっと俺のほうを見つめた。


    「ごめん……もう、声聞こえないみたい。なんて言ったんだ、アンタ。聞きたいような、聞きたくないような」


    　無に還かん元げんする光の粒りゆう子しの量が、加速度的に増していく。


    「なんでだよ──なんなんだよ。俺だってな、力があるなら守りたいよ！　ワケわかならない〈楽園〉とか、戦争にねじまげられちまったモノをもとに戻したい！　大切な日常を取り戻したい！　好きなやつを、好きな場所を、みんなを俺自身で守れる力がほしいよ！」


    　溢れた涙が口に流れ込み、かすかな塩味がした。


    「……あるよ」


    　そう言ったのは、銃を持ったこちら側の璃奈だった。


    「颯がそんなに強く望んじゃったんだから……しょうがいないよな。な、お前ら」


    「賛成。颯そうが決めたんだ、反対する理由なんてないよ。颯、現実の僕は確かに颯にずっと噓うそを吐ついてた。でも、颯そうが大切な友達で、親友だと思ってるのは本当だよ」


    「泣き顔だせえぞ！　もっとカッコよくなれって。俺結構たっちんに憧あこがれてんだからさ」


    　璃り奈なは銃口を──太た一いちに向けた。


    「な──！」


    　ヴァシュッゥゥゥゥゥゥゥゥン！


    　空気ごと焼き切るようなけたたましい音とともに、銃弾が太一を貫通した。


    　太一は、いつも通りの優しい、温かな笑顔を湛たたえたまま。


    　ゆっくりと全身の情報を分解され、やがて消え去った。


    「た、太一！」


    　それと同期するように、体育館を構成する光景に絡みつくような鎖くさりが描写されていく。


    　隠れて世界中をがんじがらめにしていた鎖が。


    　急に姿を現したかのように。


    　銀色の銃を持った璃奈は、今度は龍たつ彦ひこに狙ねらいを定めた。


    　ヴァシュッゥゥゥゥゥゥゥゥン！


    　龍彦は俺に無む邪じや気きなピースサインを向けたまま、分解されて、消え去った。


    「龍彦おぉ！」


    　直径が三十センチ以上ありそうな、太く、ほどけそうもない鎖がどんどん拡がっていく。


    　世界そのものをがんじがらめに結びつけているようだった。


    　璃奈は、自分のこめかみに銀色の銃口を押し当てた。


    「ごめん、さっきのちょっと噓……この世界では、ボクが颯にとって一番大切な存在なんだって確かめたかっただけ」


    　引き金を、ゆっくりと絞った。


    「璃奈あああああ！」


    　ヴァシュッゥゥゥゥゥゥゥゥン！


    　璃奈の側頭部が撃ち抜かれ、璃奈自身の破損と分解が始まる。


    　それと同時に、鎖に急速にあちこちヒビが這はい回る。


    　無むそのものが、鎖を這って浸しん食しよくしているようだった。


    　体育館という空間を描くための情報がすべて瓦が解かいし、硝子ガラスが破は損そんしたときのように鎖を切れ目にしてガラガラと崩れ落ち、空がぽっかりと開いた。


    　鎖は空に向かって、世界のすべてに向かって、どんどんと伸び拡がっていく。


    　それを追うようにしてウィルスが鎖くさりに無むというヒビを浸しん食しよくさせていく。


    　ウィルスの銃弾を自みずからの頭に押し当てた璃奈も、徐々にその姿を分解されていく。


    　璃奈と俺との間に、一本の鎖が結ばれていた。


    　璃奈はもう一度銃を放って、俺と璃奈がつながれている鎖くさりを断ち切った。


    　世界をがんじがらめにしていた鎖は、もうあちこちで崩ほう壊かいを起こしていた。


    　そして、ついに空をつなぐ鎖が割れた。


    　世界が、バラバラに割れ落ちていく。


    　空の裏側には、無だけが存在していた。


    「守りに行けよ、颯そう。今からでも遅くない」


    　割れ落ちていく世界の片隅で、ライブを見に来ていたはずの両親が映った。


    　笑顔で俺を見つめているように思えた。


    「ほんとはアンタがボクになるはずだったのに……な」


    　璃り奈なはゆっくり歩み寄り消えかかった手で、俺が抱きかかえている璃奈に触れた。


    　すると、二人の璃奈が光の粒となって混じりあって完全に消えた。


    　もはや俺の周囲の光景も完全に崩壊し、空間としての意味をなくしていた。


    　例の金髪の少女だけが、立ちすくみ呆ぼう然ぜんとしている。


    　俺は璃奈の残光だけを必死に抱き留めながら、視界がブラックアウトした。
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    　目を開くと、周囲にあるのは無そのものだった。


    　ただ扉とびらだけがある。そしてあの少年が、昨日の夢と同じようにそこにいた。


    　扉の前で膝ひざを抱えて座っていた。少年は感情の伴わない声色で言った。


    〝貴方あなた自身の答え、見つかりました？〟


    　見つかったよ。俺自身がどうしたいのか。どうしたかったのか。


    　遠回りしたような気もするけど、きっとこうしなきゃ見つからなかった。


    　俺はずっと、ただ用意された道を歩いてただけだった。


    　ほかの道なんてないって思い込みたかった。


    　どっかで言い訳してたんだ。傷つくのが怖かった。


    　ダメかもしれない現実を、突きつけられるのが怖かった。


    　俺は、目の前の扉に手を伸ばす。


    〝扉の行く先を決める鍵かぎは、貴方自身の心だ。〈楽園〉の扉は、心が開く〟


    　後ろから肩をぽんと叩かれる。


    　振り返るとそこには璃奈が立っていた。璃奈は一言だけ言った。


    「颯。もう、帰ろうなんて言わない……行こう、一緒に」


    　俺は頷うなずき、差し伸べられた璃奈の手を握り返した。


    　そして、二人で扉に手をつき精一杯の力を込める。


    　がんじがらめになっていた鉄製の鎖くさりが、ばらばらと崩れ落ちていく。


    　ぎぎぎぎぃぃぃと、重く軋きしみながら扉はゆっくりと開いていった。
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    「………………んん」


    「目が醒めましたか？　拓たく真ま颯そうさん？」


    　俺をのぞき込んでいたのは、すこし小生意気そうな少年だった。


    　夢の中に出てきた少年と同じ顔と声をしていた。


    「お、お前は〈楽園〉の！」


    　がばっと身を起こす。


    「勘違いしないでくださいね。ぼくは一いつ介かいの預よ言げん者しやです。〈楽園〉のオリジンとはベツモノです。遊園地で最初にお会いしたのはぼくのほうなんです。その様子だと会ったみたいですね？　〈楽園〉のオリジンに」


    「オリジン……たしか、そんなこと言ってたな」


    　まだ、頭がくらくらとする。


    　汚れ一つない真っ白な病室のようなところだった。俺は上半身裸で寝かされていたらしい。


    　こっちのほうが、よほど現実感の希き薄はくな景色だった。


    　左ひだり隣どなりには、あの金髪の人形みたいな顔をした女の子がいて、すでに目を醒ましていた。


    　そして、右隣には璃り奈ながいた。


    　だが璃奈はまるで時が止まったままみたいに、瞳を閉じていた。


    「璃奈……起きろよ。起きてくれよ」


    　璃奈の身体を揺すってみるが、反応がない。


    「颯さん……璃奈さんは、タイムリミットを超えてしまったんです……データが消去されれば、フィードバックされくる情報で心が消えてしまう」


    「そ……そんな」


    　颯は軋きしみをあげる身体で、璃奈の身体を抱きしめた。


    　ひどく冷たかった。


    「……ごめん、俺のせいで」


    　ぎゅうっと、動かなくなった璃奈を力を込めてきつく──


    「ぃったいよ……颯」


    「！」


    　璃奈の顔と、預よ言げん者しやの少年を交互に見回した。


    「預言者たるぼくが言うのもなんですが、奇跡としか言いようがないですね……これは」


    　俺は璃奈を抱きしめたままでいて、すこし気恥ずかしくなる。


    「でも……もうちょっとそのままでいて……」


    「り、璃奈……」


    「たぶん、アイツだよ……向こうのボクが自分の情報をわけてくれたんだ」


    「そうか……」


    「だって、ボクの知らない、颯そうとの記憶が……その、残ってるみたい、だし」


    　璃り奈なが顔を、湯気を噴きださせそうなほどに真っ赤にしている。


    　向こうの璃奈との記憶って……つまりは、その。


    「あ、り、璃奈！　そ、それはだな！」


    「せ、洗濯板で悪かったなあ！」


    「うえ、そこかよ！」


    「こ……この変態むっつり！」


    　ゴッ。鈍にぶく、大変いやな音がした。


    「颯！　目醒めたって、ほん──あ、あれ？　なんでまた颯がノビてるの？」


    　太た一いちが嬉き々きとして飛び込んできた。


    　続けて、母さんが涙目を誤ご魔ま化かそうとしながら部屋に入ってくる。


    「し、しらねーよ！　こんなバカ男！」


    　情けなくカエルみたいにひっくり返った俺は、そんな光景をとらえていた。


    　そして、金髪の少女のまわりに二人の少年。


    　入り口のところには。


    　菜な月つきカナデがいたような気がしたが、気のせいだったろうか。


    　確認する前に意識と視界がよどむ。


    　どうしてか、急激に疲労と眠気も襲ってきた。


    　まどろみのなかで、自分の中に宿ったＥＸＥという力のことを自覚していた。


    　その力についての知識は俺のなかにすでに完全にあった。


    　いつでも、俺は扉とびらを開くことができるのだ。


    　もしかしたら、その力を使うときが来るのかもしれない。


    　できれば、そうならなければいいなと思った。


    　でも、俺は決めたんだ。


    　今度は、俺のほうが守る。守ってみせる。


    　すべてをかけて守ってみせる──と。
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    　その部屋には、大きなテーブルとソファー。


    　それにぎっしりと壁一面を取り囲む巨大な本棚のみが存在していた。


    「なぜだ……なぜ、過剰選択終局バツドエンドが始まらんのだ！」


    「拓たく真ま颯は……〈楽園〉を選択しなかった、ということでしょうか」


    　ドクターの傍かたわらにいる睡すい蓮れんが、ポーカーフェイスで言った。


    「ばかな……ありえん！　ありえんことだ！」


    　常に余よ裕ゆうのある言動しか見せないドクターにしては、ひどく激げつ昂こうしている様子だった。


    　ドクターは右手に持っていたワイングラスを床に投げ捨てる。


    　ガシャアアアンと盛大に砕けたガラスの破片が床に散らばる。


    「欲望のままに、願いのままに過ごせうる場所を選ばぬ理由がどこにある！」


    「ドクター……お体に障さわります」


    　眉み間けんに何重にもシワが寄り、何十匹もの苦にが虫むしを一挙に嚙かみ潰つぶしたような顔になる。


    「ヒトはもはや、単一の世界の生にしがみつくには数も知識も正義も増えすぎたのだ。欲望のままに、最適化された個別の世界の中でのみ生きるべきなのだ。なぜそれがわからん！　なぜ現実などという、あやふやで不平等な世界にしがみつこうとするのだ！」

  


  
    



    　　　それでもここで明日を演い奏きていく、ぼくらへ　～finale～


    



    「えっと、次はオリジナルの〝明日のぼくらへ〟っていう曲です」


    　文化祭のライブ。俺の中では、まさにあのときの続きだ。この曲はメロコア路線。


    　疾走感はあるけど、メロディ自体はキャッチーかつ切なめ。


    　逆に歌詞には、俺の希望を込めてもある。


    　楽園の中で考えていたものからは内容を変えた。


    　バンドのメンバーは俺と璃り奈なと太た一いちだけになった。


    　とはいえ、元々龍たつ彦ひこは正式加入しているわけではなかったから、本来このメンバー構成ではあるんだけど。俺が見つけた、俺にとっての最高のボーカルはやっぱりアイツだと思ってるから、とりあえず今は俺が仮にボーカルをやってるという感じ。


    　この曲だって、基本アイツが歌うように書いてるし。


    　龍彦はいなくなったままだけど、いつかひょっこり戻ってくるような気がしている。


    　戻ってきてくれたら「待ちくたびれたよ、ばあか」って言ってやると決めている。


    　それにしても、あの場所で演奏したときには、自分がどうやってあんな演奏ができたのかと嘆きたくなるくらい、現実での俺は見事に退化してしまっていた。


    　観客のノリもあのときほどとは言えないし。


    　キャットウォークには、あからさまに興味なさげにくっちゃべってるやつもいる。


    　全然思い通りになんかならない。


    　パッケージ化された完かん璧ぺきな演奏もよかったなぁと思ったりもする。


    　でもそんなだからこそ、俺は心の底から歌えた。


    　拙つたなくても、心からの歌声を観客に投げかけた。


    　璃り奈なのドラムの音も。太た一いちのベースの音も。


    　サビに合わせて、みんなのコーラスも合わさり、今できるすべての音がかぶさった。


    　ただの技術じゃなくて、気持ちのすべてを乗せて。


    　この国から戦争が、消えたわけじゃない。


    　相変わらず、毎日テレビでは戦争の情報をやっている。


    　戦争だけじゃない。日々のかなしい事件はいくらでも溢あふれている。


    　辛つらいことがなくなったわけじゃない。


    　消したい過去が、なかったことになるわけじゃない。


    　未来は、俺の望み通りになる保証なんてない。


    　迷うこともあるかもしれない。立ち止まるかもしれない。


    　けれど、だからこそ、せめて〝今〟だけは精一杯に生きてやる。


    　そうやって、ここにいた証あかしを残しまくってやる。


    　そうやって生きることが、あの世界にいたアイツらに俺ができる唯ゆい一いつの償つぐないなんだ。


    　俺はいっそう声を張りあげる。


    　すると観客も徐々についてくる。歓声が増えていく。


    　さっきくっちゃべっていたヤツも、身体を揺らし始めた。


    　楽しい──楽しくて仕方がないよ。


    　俺は今、ギターを弾ひきながら、歌いながら、バカになって、飛び跳ねてる。


    　確かに、自分が心底ライブを楽しんでいるんだという充実感があった。


    　自分の気持ちが、ここにいる人の中のだれか一人にでも届けばいい。


    　だれかが、俺のウタを、俺のことをすこしでも認めてくれるなら。


    　別のだれかには馬鹿にされるかもしれないけど、衝突するかもしれないけど。


    　そのたびに、気がすむまでぶつかろう。


    　空気読んで合わせるのでもなく。


    　向こうから歩いてくるのを待っているのではなく。


    　俺は俺らしく、前を向いて歩こう。


    　怖がっていては、前に進めないから。


    　すこしずつでも、自分と相手の距離を近づけるために。歩みを止めずに。


    　すこしずつでも、俺の声が届けられる人を増やしていこう。


    　俺は独りではなにもできない、弱く、ちっぽけな人間だから。


    　一人でも多く、俺の近くにいる人たちが笑顔でいられる世界になるように。


    　演奏いきるんだ。


    



    　それが俺なりの──世界の変え方なんだと思う。

  


  
    



    　　　あとがき


    



    　一年ぶりのご無ぶ沙さ汰たです。壱い月つき龍りゆう一いちです。


    　というわけで、きっかり一年ぶりの本になります。


    　子どものときは……確実にもっと長かったんですけどね、一年って。


    　さすがに二十五年も生きてれば、自分のマイペースさ加減は把は握あくしてるつもりでしたが、まさかここまでとは……我ながら予想外もいいところです。


    　去年は文庫自体できたてほやほやだったガガガ文庫も、もう一周年なんですよね。


    　しかし「急がばまわれ」なんて、昔の人はいいことを言ったものです。


    　世の中の流れが速くなったことで、ライフハックなどを代表とする「効率的に生きましょう」みたいな空気がある。それ自体はうまく活用すれば本当に有効なんだけど、俺みたいな超絶マイペース人間には、結構厳しかったりもします。


    　そもそも自分には無駄を尊ぶという美徳がありましてええ、半分以上言い訳です。ごめんなさい。しかしそのわりに、世を忍ぶ仮の姿としては、業界自体の流れが極めてはやいウェブの企画なんていうことをしている不思議。


    　ちなみに世界観について。前巻は主に「ゲーム」部分しか描写できませんでしたが、今回はその裏側に流れる「ネット」の部分も含めてシクミを描いたつもりです。


    　このお話の中で登場している概念は個人最適化（パーソナライズ）、個人におすすめの答えを返す（レコメンデーション）、行動ターゲティング、集合知などと呼ばれ、実際にウェブの分野で重要視されている概念です。


    　お話の中ではそれを自分の肥大した妄想で多大にスパイスしております。


    　ここでは詳しく語れませんが、もし興味がでた人は検索してみてくださいね。


    　とかまじめを装いつつ、キャラのヤキモキ描くほうが完全に楽しいのはヒミツです。


    　最後に。この一年、迷惑をかけたいろんな人にごめんなさい。


    　編集のＧ様。たくさんご迷惑をおかけしました。


    　イラストレーターのスドウヒロシ様。今回も新キャラを拝見したとき、あまりにイメージ通りでびっくりしました。なにか通じ合っているものがあるとしか。いや、きっとある。


    　じいちゃん。俺がまごまごしているせいで二巻届けられなくて、ごめんなさい。墓前に供えにいくので、そちらでまた「よくわからんなー」なんて笑いながら、読んでやってください。


    　そして、日常で自分を支えてくれる人たち。


    　この本を手にとってくれた貴方に。


    　本当に本当にありがとうございます。


    
      五月某日　人生史上初めて家のガスとめられた日の朝に　壱月龍一
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